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要

言語学用語としての｢省略｣はあらゆる言語に見られる普遍的な現象である｡文章

においては必要な情報を出来る限り明示し､唆昧さを排除して論理的な関係を明らかに

することが義務付けられている｡一方､多くの場合､省略は復元可能なものは出来る限

り省略して重複や煩わしさ(冗長度)を避ける言葉の経済性という消極的な観点からの

み扱いがちである｡そこで､どのような条件や規則に基づいて文の要素が省略され､ま

た省略されないのかを知ることが出来れば文章を理解する上での基軸になると考えた｡

本研究では文章の中で起こる主題の省略及び顕現という現象に焦点を当てて､ 2つの連

続した文に限って日中対訳小説(原文:日本語/訳文:中国語)と中日対訳小説(原文:中

国語/訳文:日本語)を用いて､両言語における主題の省略及び顕現の対応性を調べた｡

なお､より適切な用例に基づいた分析及び主題の省略に関する考察の範囲を明確にする

ため､まず第1章においては中日両言語における主題と省略の定義とそれらの性格を概

観した｡ここで明らかになったことは､日本語についての主題の省略及び顕現に関する

先行研究は数多くあるが､それに対応する中国語との比較対照研究(原文/対訳文)は殆

どなされていないと言うことであった｡そこで､第2章では日本語に関する今までの先

行研究を整理し､続く第3章では､第2章で明らかになった主題の省略及び顕現の条件

や規則性などが中国語にまで敷術できるか否かを日中(中日)対訳小説例文を用いて考

察した｡その結果､本研究で分析に使用した対訳例文に限って見ると､主題の省略及び

顕現について両言語は共通するところが多く見られたが､しかし､一方幾つかの明確な

相違点も認められた｡その一つが､時間的な前後関係が存在するとき､日本語では2文

目の主題が省略されるが､中国語ではむしろ顕現されることの方が一般的である｡また､

後文が既に談話(前文)に現われた指示物に関する新たな情報を与える文のとき､中国語

では主題を省略することができるが､日本語の場合は逆に顕現されるようである｡さら

に､中国語では2文目の主題についての解説が特に強調されるときに主題が顕現される

が､日本語ではこのときも省略される｡



はじめに

文章における省略は何に基づいて起こるのだろうか｡久野(1978)は｢脈絡から切り離

された一つの省略文で､主語､目的語､補語などが省略される場合､統語論的にどのよ

うな必須要素が欠けているかは述語から分かるが､具体的にそこにどのような語を補え

ばよいのかは､省略文を文脈の中に戻さなければ分からない｡つまり､省略は脈絡から

欠けた語を補える限り可能となる｣と指摘している｡しかし､文章の中で起こる主題の

省略という現象に注目し､文と文との接続という観点から､その働き観察してみると､

単に復元可能であるから省略されるという消極的な働きだけではなく､以下の日本語小

説『吾輩は猫である』の冒頭部の連続文を見て分かるが､主題の省略が単線的に配列さ

れている句(複数)に繋がりを付け､文にまとまりを与えているという働きなどにも見ら

れる｡また､日本語とそれに対応する中国語訳文を比較して見ると､非常に類似した文

法機能を持っているようである｡しかし､波線( )で示すところに､両言語間におけ

る違いが見られる｡そこで､両言語は各自の主題の省略及び顕現の様相がどのような文

法的性格を持ち､どのような役割を分担しているのか､また､両言語は一体どこが類似

し､どこが異なるのかといった疑問を持ち､それらについて詳しく調べて見たいと考え

た｡またさらに､日本語は主題の省略及び顕現に関する先行研究は数多くあるが､それ

と中国語との対応関係についての研究は殆どなされていないようである｡そこで､両言

語における主題の省略及び顕現を少しでも明らかに出来れば､中国語を母国語とする日

本語学習者にとって省略の多い日本語の習得に役立つのみならず､日本語を母国語とす

る中国語学習者にとっても大変有用であると考えられる｡

(アンダーライン｢_｣は文の主題､ ｢旦｣は略題記号､ ｢( )｣は省略された主題)

宣輩追猫である｡旦(吾輩は)名前はまだ無い｡

.i:
(吾輩は)どこで生れたかとんと見当がつかぬ.虐(吾輩は)何でも薄暗いじめじめ

した所でニヤーニヤー泣いていた事だけは記憶している.皇室泣ここで始めて△且とい

うものを見た.しかもあとで聞くと三並追書生という人間中で一番狩悪な種族であった

そうだ｡この書生というのは時々我々を捕まえて煮て食うという話である｡しかし¢(吾

輩岬(吾輩は)

ただ彼の掌に載せられてス-と持ち上げられた時何だかフワフワした感じがあったば

かりである｡ 『吾』

塊茎是猫.旦(咽家)名字嚇---連投有｡

盟(咽家)邸里出生?圧根)L就摘不清!旦(咽家)只快惚妃得好像在-十明湿的地方味

味叫｡在那)L,迫壷第一次看兄了△o而且后来折嵐也是一名寄人寓下的労学生,属千

人英中最残暴的一秋.相倍達名学生常常逮住我イr1塊肉吃.不達当札旦自屋逐不怪事｡
i里

㈲ (咽家)只是被他哩的-下子高高挙起,息覚得有点六
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神天主｡ 《我》(D

本研究では日本語の主題の省略及び顕現について､これまでの研究者が解明した成果

を整理し､そこで､明らかになった主題の省略及び顕現の条件や規則性などが中国語に

まで敷術できるか否かを日中(中日)対訳小説例文を用いて考察しようと考えた｡対訳

例文は2つの文が連続するものに限って､日本の文学作品( 『吾輩は猫である』)と中国

の有名な短篇小説集(《口内城》)から採集したものである｡また､より深く考察するため､

用例を分類する方法として､小川(1989, 1991)の｢主語の省略に関する日中対照研究｣

で取り上げた類別方式を参考にした｡彼は｢日本語も中国語も省略しないもの｣､ ｢日本

語も中国語も省略するもの｣､ ｢日本語は省略しないが､中国語は省略するもの｣､ ｢日本

語は省略するが､中国語は省略しないもの｣の4つに分けて考察した｡しかし､この研

究は｢省略する｣と｢省略しない｣のいわゆる二者択一的な二元論でまとめられており､

かなり無理があるように思われる｡なぜなら実際に用例を採集し､それを｢省略する｣､

｢省略しない｣の2つのみに分類することは､かなりの困難が伴うと思われるからであ

る｡むしろ､ ｢どちらもある-両方ある｣も設けて3つに分類､すなわち三元論のほう

が､より実態に即し､自然な分類であると思われるからである｡従って､その分類に基

づいて､両言語の主題の省略及び顕現にどのような傾向の共通点と相違点があるかを考

察してみたい｡

-2･



第1章 主題と省略の基本的性格の概要

本稿において研究対象とする主題の省略及び顕現について考察を行う前に､まず､中

日両言語における主題と省略の定義とそれらの性格を知る必要があると思う｡それは主

題と省略に関する考察の範囲を明確にすると共に､中日比較対照において､より適切な

用例に基づいた分析を可能にするからである｡

第1飾 主題の定義と主題形式

この節において､日中の主題がどのような場合に取り扱われているかを概観してみた

いと思う｡

1-1-1 主題の定義

｢主題｣という用語は主語の定義に当たってしばしば用いられてきた.しかし､ ｢主

題｣は使用された領域によって､異なる意味を持っているようである｡日本語主題論に

おいて､山口･秋本(2001)は『日本語文法大辞典』で｢主題はThemaの訳語であり､

芸術に関する述語であったものが､言語表現についても用いられるようになった｣と述

べている｡そうして､具体的に､次の3つの意味から説明を行っている｡

①文章論で､文章の中心的な題材｡文章は､話し手が､何かの題材について､何かの意

図を､聞き手に対して表現する､完結した統一体であるとした場合の題材｡主題は､

段落によって展開され､意図に集中するという｡

②国語教育で､作者や話し手が､その文章や作品を通して表現しようとする中心的な思

想｡国語教育では文芸作品に限って用い､それ以外の文章では｢要旨｣を用いる｡主

題を文の形で表現したものを｢主題文｣という｡

③文論で､その文が何について述べられたものかを係助詞｢は｣を添えて文頭に示した

もの｡

(『日本語文法大辞典』明治書店p 342)

『日本語文法大辞典』から分かるように､ ①の主題は文章の中心的な題材として扱わ

れているが､ ②の場合は､全体文章の中心思想であると言えるようである｡また､ ③で

は､主題をその文で述べたいことの範囲(対象)を限定したものとして説明され､それ

に､係助詞｢は｣を供って､ ｢主題｣を表わすようである｡一方､望月(1986)は中国

語文法研究において､ ①のような主題を"言淡主題" (話の内容と言葉遣いの主題) ､

③のような主題を"句子主題" (文の主題)と述べている｡
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主題可分カ所神,-神是仮限干一句句子中的話題(句子主鹿)
,-秤是某-完整的言淡

整体的主題(言淡主題) 0

(釈)主題は2つに分けられる｡一つは1文中の話題に限られる(文の主題)｡もう一

つは完結した談話の統一体であるとした場合の主題である(話の内容と言葉遣いの主

題)0

従って､文における主題を文の陳述の対象､即ち､ Ⅹに関して何かを述べる文におけ

るⅩ､と規定するならば､主題という概念は言語普遍的な概念足り得るものであると言

える｡

1-1-2 主題形式

日本語文法研究において､主題を文の構造の根幹として様々な研究が数多く行われて

いる｡最近の論文では益岡(1995)､庵(2004, 2005)が代表的なものとされている｡特に､

益岡は｢ある対象が有する特徴や性質を表す"属性叙述文注(1)"は､どの言語において

も主題･解説構造を基本的に組み立てられると見て差し支えない｣と述べている0 日本

語の主題を表す代表的な形式は､言うまでもなく､ ｢-は｣という形式である｡主題を

表わす｢-は｣という形式は､対象の属性を表現する"属性叙述文"だけではなく.､事

象の生起､存在を表現する"事象叙述文注(2)"にも現れるようである｡また､主題は係

助詞｢は｣のみを従えるだけではなく､その他にも､ ｢-も｣､ ｢-でも｣､ ｢-なら｣な

ども可能である｡さらに､主題は語順と音声(ポーズ)によって表わされると考えられる｡

従って､日本語においては､主熟ま比較的弁別しやすいようであるo一方､中国語の場

合は形態的特徴が乏しく､主題を表わす手段としては､語順と音声(ポーズ)しか考えら

れないようである｡そのため､主題の認定がより困難である｡ここで､中国語における

主題の形式について先行研究を参考にしてまとめてみたい｡

1968年に趨元任は｢主語が主題であるとする論｣を発表している｡趨元任は直接構

成素分析の方法を適用して文は二つの構成素､すなわち主語と述語から直接構成される

とし､その文法的意味が主題であると説明した｡中国語の文における主語と述語の文法

的意味は動作者と動作というよりは主題と説明である｡動作者と動作は主題と説明の中

の一つの特殊なケースとされ､すべて文頭に現れた体言句は場所語や時間語も含めて主

題を言うとされる｡また､文頭に2つの体言句が並ぶ場合も総主語(文全体の主語)とそ

れに組み合う主述構造述語句の主語ということになる｡しかし､趨元任は｢主題と説明｣

を全ての文に当てはまる解釈として提出したが､それは必然的に構文論の問題となり､

語義から｢動作者一動作｣というのとは異なるレベルのものであることに､その時はま

だ明確に気付いていなかったようである｡ 70年代に入ると趨元任にあっては､主語の

性質を説明する語であった｢主題｣が､ ｢主語｣とは区別されて別にある成分とされる
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ようになる｡また､趨元任の影響を強く受けた《現代漢語語法講話》では次のように述

べている｡

主語は述語に対して言えば､時には動作主(原文は"旋事'')であり､時には対象物(原

文は``受事" )であり､また時には動作主でもなく対象物でもなく､単に述語の陳述の

対象に過ぎない場合もある｡ (p 29)

さらに､現代中国語での代表的中国語学者･朱徳照は《語法講義》で次のように述べ

ている｡

主題は陳述の対象,すなわち話し手が言及しようとする話題である｡述語は､主題に

対する陳述､すなわち主題がどうするか､どのようであるか､或いは何であるかを説明

しているのである｡ (p17)

以上､ 3者の説は何れも主語と主題の並存を認めないものである｡また､比較的多く

の論者にあっては､前者は構文論のレベル､後者は文脈から｢主題｣が制御されるとい

う｢語用論｣のレベルの問題であるとされている｡

またさらに､最近の研究では､石(2001)が主要な点を整理して論じているのに沿って､

主語と主題の違いとされるところを次の4点にまとめて示している｡

①その文の｢焦点｣となり得るか否か

② ｢焦点｣の問題を疑問代名詞に置き換えられるかどうか

③文中の位置の違い

④意味の面から見た違い

①において､中国語の動詞｢是｣はその焦点を示す標識と成りうるが､ ｢主語｣には

付いても｢主題｣に付けることはできない｡つまり､一般的に､ ｢主題｣は｢有定｣ (固

定)の古い情報(既知)を提示するものであるのに対し､ ｢焦点｣はその文で話者が伝えた

いと思う最も重要な新しい情報(未知)を乗せている箇所であるようである｡語義から言

って両者は互いに相容れない対立を見せる｡次に②において､ ｢主語｣は｢焦点｣の問

題を疑問代名詞に置き換えて特殊疑問文を作ることができるが､ ｢主題｣ではそれが出

来ないことである｡疑問代名詞自体が焦点(薪情報)を指すという特性を持っている｡ ③

において､ ｢主語｣は構文成分であり､文と文の中の文一文中に倣めこまれた文という

二つのレベルのどちらにも置くことができるが､ ｢主題｣は独立した文のレベルでだけ

で用いられて､文中に飲めこまれた文では用いることが出来ないということである｡最

後に④において､意味の面から言うと｢主語｣は行為動作の動作者(施事)あるいは性質
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状態の主体を言うものであるが､ ｢主題｣は｢有定｣ (固定)の事物を示すものであると

いうことである｡また､両方とも述語の前に置かれるので､その区別を示す標識として

は､ ｢主題｣の後には休止が入られたり､あるいは語気詞が付加されること｡さらに代

名詞などで再度指示されることがあることなどが挙げられる｡

以上､石論文が挙げた主語と主題の違いを踏まえると､中国語の主題は次のような4

つの構文の特徴を持っていると考えられる｡

①動詞｢是｣が付かない｡

② ｢焦点｣の問題を疑問代名詞に置き換えられない｡

③一般的によく文頭に生起する｡

④ ｢定である名詞｣､休止符( , )が入ったり語気詞が付加されたり､あるいは代名詞

などで再度提示される｡

第2節 省略の定義と省略の要素及び方式

｢省略｣とは何か｡訓読みすれば｢省き略す｣となるが､何を省き､どう略すのか｡

言語表現に限って考えたとしても､省略という行為の対象なり現象の主体なりを正確に

説明するのは､さほど簡単ではないようである｡本稿では中日両言語における主題の省

略についてより深く対照研究を行うために､両言語における省略の定義と省略の要素及

び方式について概観する必要もあると思われる｡

1-2-1省略の定義

省略を広く見ると､中村(1991)の『日本語レトリック体系』は省略法について言葉を

省略するレトリックの総称として扱っている｡その中では以下のように省略法を細分化

している｡

語頭音消失: ｢アルバイト｣が｢バイト｣になるような､言葉の最初の部分の省略

語尾音消失: ｢テレビジョン｣が｢テレビ｣になるような､言葉の最後の部分の省略

語中音消失: ｢パトロールカー｣が｢パトカー｣になるような言葉の途中の部分の省略

脱落:リズムなどの都合で行われる､助動詞などの省略

主辞内顕:本来あるべきはずの主語が欠落省略

断叙法:接続する言葉の省略

○連辞省略:節と節の間につけるべき接続詞の省略

○連語省略:言葉と言葉の間につけるべき接続語の省略

省筆:詳細なことは書かず､くどくならないようにする省略

情報カット:言わないでもわかるシーンの省略

場面カット:次に書かれるべき場面がそっくりなくなる省略

-6-



警句:人生の機微などを簡潔に言うための省略

黙説法:ことば自体は消されるけれども､その枠組みを残しておく省略

頓絶法:言いかけてやめることによる省略

中断法:言いかけてやめようとして､やはり言うという省略

名詞文:述語などを書かないために､文末が体言になる省略

名詞提示:ただ名詞を投げ出しただけになっている省略

沈黙表示:文が完結しているのにも関われず､沈黙の存在を示す省略

省略暗示:省略がないことをいうことによって､逆にその存在を示す省略

以上の分類を見て分かるが､日本語の省略法は話し言葉と書き言葉において現れてい

るだけではなく､ ｢ことわざ｣ ｢格言｣ ｢スローガン｣といった固定用語でも様々な立場

で使用されているようである｡この分類を通じて､省略に関する考察の範囲がより広く､

かつ､明確になった｡ここで､談話と文章における省略について見てみたい｡

まず､省略を談話法上の問題として久野(1978)が『談話の文法』において省略言語現

象を最初に体系的に理論化したものである｡そこで､ ｢発話は文脈の中に置かれた文で

あり､脈絡から切り離された一つの文で主語､目的語､補語などが省略されている場合､

統語論的にどのような必須要素が欠けているかは､述語からは分かるが､具体的にそこ

にどのような語を補えばよいのかは､文を文脈の中に戻さなければ分からない｡つまり､

省略は脈絡から欠けた語を補える限り可能となる｣と主張している｡次に､日本語の文

章における省略について『新版文章表現辞典』 (1991)では｢無駄を省いて文章を簡潔な

表現にする方法であり､豊かな内容を少ない言葉で表現するための方法である｣と言う｡

さらに､ ｢簡潔であるだけではなく､表現のある部分を省略してある方が､その文章は

ずっと余韻を残し､印象を強めることになるという時にこそ省略法が用いられる｡即ち､

記述しない部分(省略法)を読者に推量させることによって､より効果をあげる方法であ

る｣としている｡

さらに､野内(1998)は『レトリック辞典』で省略法について､ ｢無駄を省き文章を簡

潔にして余韻多からしむる詩姿である｣とし､省略法を余情を狙う黙説法とくびき語法

と文法的な省略法の3種に分けている｡

次に中国語における省略の定義について､鳥井(2004)の『中国語の単文に関する研究』､

香坂(1984, 1986)の『中国語学新辞典』及び『現代中国語文法』を参考にしてみたい｡

まず,鳥井(2004)によると､ ｢日本語での｢省略｣あるいは単に｢省略文｣というの

と同様に､中国語でも｢省略法･省略｣と｢簡略句･省略句｣が並存している｣と述べ

ている｡そうして中国語における省略について､ 40年代から80年代までの､その定義

に関する変遷を研究し､以下のようにまとめている｡
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王力(1943) : ｢およそ平常の文形態よりある部分が欠けているものは省略法という｣

高明凱(1949) : ｢言語環境の許容により主語部分あるいは述語部分の主要な部分を省略

した､このような文は省略句という｡中国語で省略法を活用する箇所はき

わめて多く､省略句はその中の一種である｣

張志公(1959) : ｢およそ意味の必要性に基づき､あるべき主語､述語､目的語などの成

分を具備したる文は完全文という｡完全文と比較して一つあるいは数個の

成分が欠落している文は(簡略句)と呼ばれる｡
-このいくつかの文中で

空自になっている所には､文の構造に基づき若干の単語を加えることがで

きるが､しかし言語習慣に照らして､すべき省略がなされた｣

黄伯栄(1980): ｢話をしたり､文章を書いたりするとき､通常､言わなくても自明であ

る若干の部分は省略される｡これは言語の簡潔化のためであり､省略は対

話あるいは上下文の文脈においてよく現れるが､これら言語環境を離れて

意味が明確でなくなれば､特定の語句を補い明確にする必要がある｣

朱徳照(1982) : ｢いわゆる省略が意味するものは構造上､不可欠な成分が一定の文法的

条件下で出現しないことである｣

以上の省略法(簡略句)についての定義の中に､王､高､張は概ね説明しているようで

ある｡黄のほうはそれをより詳しく述べ､日本語の省略とほぼ同一であることが見て取

れる｡ここで､問題なのは､朱の定義で｢一定の文法的条件下で出現しないこと｣とい

う部分である｡例文を参照してみる｡ ( ｢( )｣は省略された部分)

【o1]我昨)し英一(台)自行李o

私は昨日自動車を-皇買った｡

[o2】手里舎- (千)瓶.

手に瓶を-杢持っている｡

[o3]真上掬- (台)屯祝.

机上にテレビを-2置く｡

【o4]打外辺述来- (千)老共)し

外から老人が-△入って来る｡

中国語において､数量は必ず量詞を帯びてはじめて名詞を修飾できるのが一つの文法

則であると言うが､これらの例から数詞(一つ)の後にある量詞(千)が省略されこともあ

る｡この種の省略を条件付けのものとして｢第一は数詞は(-)に限られること､第二

は(千)で計量できること｣と説明しているoこれについて､鳥井は｢それらはもはや

(省略文)ではなく､一定の文法法則の下で成立可能である文の一種として認めるべき

ルールが切り開かれて､非主述文､無主語文､一語文は省略文の一種ではなく､独自の

ー8-



文型を構成する単文の一種｣と述べている｡確かに､ 【01】のような例では(我昨ノし英二

且丘室)とは言えるが､ (我昨ノし英二急)(私は昨日魚を一つ買った)とは言えず､また

【02】の(手里章二塵)とは言えるが､(手里章二丑) (手に本を二=⊇持っている)とは言え

ない｡すなわち､一定の文法法則の下でのみ成立するのが分かる｡

鳥井(2004)が紹介した省略の定義の他に､香坂(1984)は『中国語学新辞典』の中で､

｢話の中でも文章の中でも環境や前後の文脈の助けを借りて､意味の通じる範囲で一個

あるいは数個の句子成分を省略した"文" (句子)を簡略句｣と言い､また､同氏(1986)

の『現代中国語文法』では｢表わそうとする思想の必要に応じて､なくてはならぬ主語､

述語､目的語などの要素を備えている文を完全文と言い､完全文に比べて一つ以上の要

素を欠いている文を簡略文と言う｣と定義している｡また､ ｢簡略文で欠けている要素

はかならず明らかなものであり､もし必要ならばはっきりとこれを補うことができる｡

欠けているものを補っても､文の主たる思想は変らないが､表現効果には多少違いがあ

る｣とし､即ち､ ｢簡略文の特徴はその簡明さにあり､決して全文の欠如形式ではない｣

と指摘している｡

1-2-2 省略の要素及び方式

省略には文脈による省略と場面による省略との2種類がある｡日本語の省略について､

文脈による省略の場合､村松･神鳥(1991) 『新版 文章表現辞典』では文の省略の方

法を次の5つに分類している｡

a)動詞･形容詞･助詞･助動詞を省くもの

b)主語を省くもの

c)句を省くもの

d)前句の末と後句の初めとを一緒にして､掛け持ちとするもの

e)要点だけを記述し残部を読者の想像に任せるもの

などである｡

また､渡辺(2002)は談話において､省略を省略された文要素の観点から6つに分類し

ている｡それらを以下に示す｡ (S:質問､ U:省略を伴う返答､ ｢( )｣は省略された部

分)

a)述部省略

[05] s
:どこ赴ですか?/邸産材?
U
:お腹(が痛い)0 /壮子(痔)｡

b)格要素省略

【06】S :蝕良いですか?/貞盛好喝?

ー9-



U :あまり(体調は)良くないです｡ /(身体)不太好o

c)述部･格要素省略

【07J S :いつ塵監に行きますか?/什A吋候去医鼠o
U
:明日の午前中(病院に)(行きます)｡ /明天上午(去) (医院)｡

d)述部の入れ替えを伴う省略

質問の述語とは異なる述語で応答を行った場合の格要素省略｡なお､このような応答

方法を関連述語による応答と定義するo ( ｢ ｣は入れ換えを伴う部分)

【08] S :痘医王診察を受けましたか?/盈医底接受晴好了喝?
U :ええ, (病院で)検査してもらいました｡ /覗,(荏)(医院)得到検査了｡

e)格要素の入れ替えを伴う省略

以前の会話に出てきた格要素と同じ属性の名詞を応答に含む省略｡

【o9】S :姐A病院に行きますか?/過去去A医院喝?

U : (明日)B病院に行きます｡ /(明夫)去B医院｡

D 述部･格要素の入れ替えを伴う省略

上記の2つの入れ換えを伴う省略

【10] s :盟旦｣A病院に行きますか?/姐去A医院喝?

U:(明日､ )B病院にしますo /(明夫,)決定去B医院｡ )

さらに､渡辺(2002)は場の省略から考えて補完処理の観点から以下の3つに分類して

いる｡

i)対話当時者に関する省略

･叙述表現や､尊敬語､謙譲語の使用に伴う省略

【11】(私が)(あなた副お送り致しますo｣ /盈送塵｡

･特定の動詞の特性による省略

【12】出そう思いますo /亜是迭^ii人丸

･代用表現による省略

【13】A:コピーを取りましょうかo /舎伽畔肥o

B :お願いしますo /麻頗体秤我章一下D

正)文脈省略

補完されるべきものが､対話中の以前の箇所で既に言及されているo

【14] A:明日､盛監追行きますか?/明夫,去医底喝?

B:はい､ (病院に)行きますD /去(医院)a

ih)共有知識による省略

･対話当事者間での共有知識による省略

【15] A:明日から(スキー)行くの?/仇明天去(滑雪)哩?
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B:うん､ (スキー)行くよ｡ /咽,去(滑雪)0

･一般常識から推測できる省略

【16】羽田から(飛行機で)発ちますo｣ /仇羽田(秦-t机)出友.

中国語における省略要素について香坂(1984)の『中国語学新辞典』ではi主語､

ii碩漕(述語)､ ih実活(目的語)､ iv朴漕(禰語)､ Ⅴ介伺(助詞)､vi達伺(連続詞)､

vi助詞(疑問助詞)に分けられる.それらの例を次の談話文に見られる.

【17】(俸i)別硯費講,先干括ノし!

(あなたは)無駄口ばかりたたいていないで､早く仕事に取り掛かれ｡

【18】李将軍什JA吋候走? (他i )十二点(走ii).

李将軍はいつ行きますか? (彼は)十二時に短皇ます｡

[19】姐,茶叶(在正邸)しiv)呪?

お姉さん､お茶は(何処)?

【20] <始端来水向趨老>絵像(水ni) !

<彼女は趨様に水を持って来る>(水を)どうぞ!

【21】侮イr]有扮望,(可是vi)我没有(扮望in)!

貴方たちは待ち望みがある(が､ )私は(待ち望みが)ない｡

【22】<浄得多花得多>(仇Ⅴ)左手辻来(仇Ⅴ)右手出去!′

<稼げば稼ぐほどお金がかかる>左手iE入って､右手iE出るI

【23】体喝辻茶峨(喝vi)?

お茶を飲んだ(か)?

また､香坂(1986)が以下の【24ト｢27｣のような､小説から採集さた用例において､

例【24】､【25】のように､日本語を中国語に直訳すると､省略された要素はほぼ同じであ

る｡しかし､中国語の省略の様相は日本語と比べると差異もあるようである｡例えば､

日本語の場合は｢それでは､応接室-ご案内いたします｡どうぞこちら-｣や｢馬子に

も衣装｣のようにも述語の省略が比較的寛大であるのに対して､中国語は"那ム,我常

体到接待室.清迭辺走"や"人是衣裳月是鞍"のような､それが窮屈である｡また､例

【26】､【27】の波線で示すところに､介詞(助詞)や疑問助詞の省略も意外に多く見受け

られるようである｡

【24】祥子の車は売れてしまった! (彼が)虎姐のひつぎの後について城外-歩くよう

になって､彼ははじめていく分わかってきたが､心はまだ何も考える余裕がなかっ

た｡

祥字的李兵了! (他)躍着虎姐的棺材往城外走,他迭オ清楚了-些,可是心逐頗不得
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思索任何事情. 老舎『洛乾祥子』

【25】 ｢私はほんとうに馬鹿でした､ほんとうに(馬鹿でした)｡｣と彼女は言った｡ ｢わ

たしは､雪のふるころはけものが深山にいてもたべるものがないので､村里にやっ

てくることがあるということだけはしっていましたが､春にもそんなことがおころ

うとはしりませんでした.･ ･

･｣

｢我真(寒)
,真的(茸) ,｣他説｡我単知道雪天是野尊在深山里没有食吃,会到

村里来;我不知道春天也会有. ･ ･

･｣ 魯迅『祝福』

【26】部屋はもう小福子によってすっかり片付けられていた｡ (彼は)かえってくる土､

彼はどかりとオンドルに身を投げた､ (彼は)疲れてもう動けなくなっていた｡

屋里己軽被小福子収拾好了. (他=)回来,他一失倒在坑上,他己軽易得不能在再功

了. 魯迅『祝福』

【27】 ｢おい､どうしたんだ!｣彼は腰を下ろしながら私に言いました｡ ｢あいつらは

君を気が変だと思ってるぜ.｣

｢体是窓ム摘的&!J他一面坐下来一面対我説. ｢他イ｢】以力体痴了.｣

小仲馬『茶花女』

香坂(1986)は一定の話しの場における省略を以下のように4つに分類している｡

i)面と向かって言うとき

【28]小姐債粘起来説: ｢(咽イ｢])可更得加劫千明!｣

組長は立ち上がって言った｡ : ｢(私たちは)もっとしっかりやらなくてはならぬ!｣

近)問いに答えるとき

【29】 ｢塵基盤什ム顔色的盤盆?｣ ｢(戟) (書款)深韮色(城銭).｣

基娃何色の毛糸並足皇か. : ｢(私は)紺色(が好き)です.｣

Hi)前に述べたばかりのとき

【30】他会跳舞,我不会(跳舞)0

彼はダンスを踊れるが､私は(ダンスが)できない｡

【31】他点上一枝姻, (他)抽了丙口, (他)慢慢地説｡

彼はタバコに火をつけ､ (彼は)二､三服すってから､ (彼は)ゆっくりと話した｡

【32】他出倫,他出袷,他出欺作,健也不敢惹他イr]｡

やつらは泥棒､
_垂略奪､ _垂詐欺とやらぬものはなく､だれもやつらにさからおう

としない｡)

iv)あとですぐ言及するとき

【33】 (他)坐了好久,他心里朕煩了｡

(彼は)長い間座っていたので､かれは心中あきあきした.
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彼によるとin)において､ ｢【31】のような例で複文の各分文の主語が同一である場合も

省略される｡ 【32】のような例で､もし主語を繰り返し言うと､強調的な色彩を帯びてく

る｣としている.なお､ iv)においては､ ｢上文が原因･条件･時間の類を表わしている

か､下文が結論･まとめの性質になっているときに限られている｣と指摘している｡

ここで､両言語における省略の基本的な性格の共通点と相違点を概観してみると､以

下のようにまとめられる｡

共通点:

『中国語学新辞典』によると,中国語の省略は修辞法において､言語面に依拠するも

のとして扱われているようである｡これは日本語の｢言葉を省略するレトリックの総称

とするもの｣と同一であるようである｡また､単一の文自体の中でも､また複文を形成

する節と節のあいだでも省略が生じるという特徴は日中両言語に共通していると見ら

れる｡さらに､省略の範囲において､中国語は｢i)面と向かっていうとき､正)問いに

答えるとき､ in)前に述べたばかりのとき｣の場合に省略表現がよく使用されているの

に対し､日本語の｢正)文脈省略､ in)共有知識による省略｣に対応すると考えられる.

相違点:

相違点は以下の4つにまとめられる｡

i)日本語の省略法において､ ｢語頭音消失｣､ ｢語尾音消失｣､ ｢語中音消失｣という

言葉の｢音｣の数を減らし､より.使いやすくするための省略法があるが､中国語に

おいては､そのような語句の先頭､語尾,語中に来るはずの音を省略する省略法が

ないようである｡

近)省略の種類について､日本語には対話当事者に関する省略がある｡しかし､そ

れに関する日本語の用例を中国語に訳してみると､中国語の省略が現れていないよ

うである｡例えば､日本語の｢そう思います｣は｢私｣を言わなくても､相手に分

かるが､中国語の場合は"戟" (私)を省略すれば､誰が｢そう思います｣かが不明

確になる｡

in)省略要素について､渡辺(2002)は､例【06】のような助詞｢は｣と名詞｢体調｣を

同時に省略する要素を｢格要素省略｣に分類しているが､日本語ではこの省略を｢格

要素省略｣に分類したのも適当であると考えられる｡しかし中国語の場合は､それ

を単純に｢主語省略｣に分類している｡ ｢格要素省略｣と｢格要素の入れ替えを伴

う省略｣は日本語の省略の特徴であるようである｡しかし､例【08】において､ ｢病

院で｣の動作の場所を表わす｢で｣は中国語に訳すと､ "在病院"の"荏"が現わ

れ､介珂(助詞)と補足の省略に分別している.例【29】において､ "在郷)し" (何処)
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は頂漕(述語)の``在"と朴漕(補語)の"邸ノし"の2つの省略としている｡

iv) 『中国語学新辞典』によると､日本語の場合"御用の方は受付-''､ "馬子にも

衣裳"のように述語の省略が比較的に寛大であるのに対して､中国語はそれが窮屈

である｡また､例【26】､ 【27】のように介伺(助詞)や疑問助詞の省略は中国語が意

外に多く見受けられる｡

第1草で､主題の定義と主題形式､省略の定義と省略の要素及び方式から両語の主琴

と省略の基本的な性格をみたo次に､第2章､第3章において､この規則に基づいて､

用例を採集すると共に､より正確な分析を行って行きたいと思う｡
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第2章 日本語における主題の省略及び顕現

主題の省略及び顕現(非省略)注(3)に関する先行研究は日本語については数多くあるよ

うであるが参(1)-(12)､それと中国語との対応関係についての研究は未だ殆どなされてい

ないようである｡そこで本章ではまず､日本語の主題の省略及び顕現に関する先行研究

を整理すると共に､考察も加えて連続する2つの文について､後続文の主題の省略及び

顕現の条件と得られた効果をまとめておく｡また､その次の第3章において､第2章で

明らかになった日本語の主題の省略及び顕現の条件や規則性等が､中国語文にまで敷術

できるか否かについて日中(中日)対訳例文を用いて考察する｡

第1節 連続文における後続文の主題の省略

2-1-1先行研究について

主題の省略に関する研究成果を時系列で整理する｡ (アンダーうイン｢_｣は文の主

題､ ｢虐｣は略題記号､ ｢( )｣は省略された主題)

三上章(1960)の研究:

三上は｢ハ｣が1文内に留まらず､連続文の後続にまで勢力を及ぼし第2文以降が略

題(主題の省略)となるという現象を指摘し､ ｢( ｢ハ｣の)ピリオド越え｣と呼んだ｡彼は

また､さらに考察を発展させて略題の発生する範囲をまとめ､次の三つに分類した｡

i )前文や前々文の題目が第2文以降にまで響き続けているとき｡

近)提示の形ではなくても､前文で注意の焦点にあった単語が､自然に題目の地位にま

でせり上がったとき｡

ih)暗黙の了解が成立しているとき.

少なくてもi)､正)､ iii)の何れか1つに該当する場合､後文の主題は省略されること

がある｡それぞれの例文は以下の｢34｣ - ｢36｣のように挙げられている｡

[34]皇道茶の間-入らなかった.盟(父は)隣の間に座った.

[35] (フィルド賞を受けた数学者小平邦彦の寸描)

.i:小さい時から､数を数えるのがやたらに好きだった.虐おサラに豆を数えて
は入れ､入れては数え､一日座り込んでいた｡ (主題｢′ト平邦彦は｣ )

[36]空自味の魚の薄い切り身の水気をとり､油を塗ったグラタンサラにおき､その
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上にみじん切にした玉ねぎ､塩､胡梯､クリーム､おろしたチーズを多量にかけ､

更に少しパン粉をかける.旦魚のまわりに少し白の生葡萄酒を流し入れ､熱い火

で約半時間オープンで熱する｡ (主題｢その魚料理は｣

久野(1978)の研究

久野は｢視点設定の優先順位｣ ( ｢発話当事者の視点ハイアラーキー｣と｢談話主題

の視点ハイアラーキー｣をまとめたもの)の観点に立って､主題であることが省略条件

であるとして､次の四つの｢主題省略の条件｣を立てている｡

i )反復主題省略:

第1文と第2文の主題が同一である場合は､第2文の主題を省略できる｡ ( ｢Ⅹハ｣

のピリオド越え)

正)主語を先行詞とする主題省略:

｢Ⅹガ-0 Ⅹハ-｡｣の｢Ⅹハ｣は省略できる｡

in)新主題省略t

｢Yガ-Ⅹ-0 Ⅹハ-｡｣という2つの文の連続がある時､ ｢Ⅹハ｣が省略できるのは､

第1文も第2文も､ Ⅹの目から見た記述(E(X)-1)であるか､ YよりもⅩ寄りの視点か

ら見た記述(1>E(X)>E(Y)である場合に限られる.但し､ E(X)の値が1に近づければ

近いほど､ ｢Ⅹハ｣の省略が容易になる｡

iv)異主題省略:

｢yハ-Ⅹ-0 Ⅹハ-｡｣という二つの主題文の連続がある場合､ ｢Ⅹハ｣が省略できる

のは､話者の視点がYのそれと完全に一致し､ (即ちEⅣ)-1)､第2文もYの視点から

の記述である場合に限られる｡

それぞれの例としては以下の[37] - [40]のような例文が挙げられている｡

[37]塾追議論をして,勝ったためしが無い.旦(私は)必ず負けるのである.

[38]去幽ミ訪ねてきた.盟(太郎は)-年間会わないうちに､すっかり大人っぽくな

っていた.

[39]太郎が選ii話しかけてきた.だけど､虐(僕は)知らん顔をして､返事をしてや

らなかった｡

[40]太郎は韮王皇病院に見舞った..g!(花子は)思ったより元気であった.

畠(1980)の研究

畠はテキスト分析という観点から､ ｢主題の省略によって結びつけられたいいくつか

の文は強いまとまりを見せる｡従って､新しい主題を提示すると､そこで文に切れ目を

つけることになる｣と指摘している｡文の中で主題の省略のみならず主題の提示(顕現)
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が果たす機能に着目したという点は大いに評価できる｡

例文としては以下の[41]のような『吾輩は猫である』の冒頭部分の原文が挙げられ

ている｡

[41]重畳蛙猫である｡旦(吾輩は)名前はまだ無い｡

虐(吾輩は)どこでうまれたかとんと見当がつかぬ｡旦(吾輩は)何でも薄暗いじ

めじめしたところでニヤーニヤー泣いていた事だけは記憶している｡亘輩泣ここ

で始めて人間というものを見たo.5e(吾輩は)しかもあとで聞くとそれは書生とい

う人間中で一番狩悪な種族であったそうだoこの書生というのは時々塵ヱ皇捕ま

えて煮て食うという話である.しかしその当時は旦(吾輩は)何という考もなかっ

たから別段恐しいとも思わなかった.旦(吾輩は)ただ彼の掌に載せられてス-と

持ち上げられた時何だかフワフワした感じがあったばかりである0

寺倉(1986)の研究

寺倉は主題の省略の分析に｢非継続｣の概念を用いて｢2文間に意味的断絶があり､

後行文が先行文の主張する事､または前提とする事を含入､結合するものある｣と説臥♪

している｡また､ ｢継続文｣の後行文では先行文と同じ主題は省略されると述べている0

砂川(1990)の研究

砂川は主題の省略が許されるのは省略されたものが何を指し示しているのかが､読み:i

手に理解可能である時(復元可能である時)とし､その主題の省略を可能にする条件とし･7

て､ ｢構文的条件｣を提示している｡そして､以下の[42]､ [43]のような例文が挙げ

られている｡

[42]四人が二階から降りてきたときに､互梨三並子走りに居間-入って来た.旦(万

梨子は)セーターの上に急いでレインコートを羽織ってきたという感じで､彫り

の深い顔には化粧気も無かった｡

[43] "女も手に職をつけなければいけない"それが父の口癖だった｡その教えを忠

実に守ったのは､却圭のほ旦.盟(邦子は)人大学の時に英検の一級を取った.
,gt

(邦子は)っいでにガイドの資格を取り､二年ほど航空会社に勤めたが､今はフリ

ーのガイド業通訳業を営んで､なかなか忙しい｡

[42]のように省略された主題が指し示す人物が､直前の文で言語的に示されている

場合は､省略された主題の復元確率は高い｡またさらに､ [43]のような､いわゆる｢分

裂文｣で表層では主題の位置を占めていなくても､基底で主語の位置を占めていれば､

続く文でそれが省略された場合､主題の復元可能性は極めて高い｡
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甲斐(1995)の研究

甲斐は久野の｢視点｣と畠､砂川､寺倉の｢結束性｣などの概念を用いて､更に推論､

認知の問題も絡めながら省略現象を考察した｡現場指示の省略条件については､談話構

成上､ ｢話者の感情表出､聞き手に対する質問など､誰についてのコメントかがはっき

りしているもの｣､ ｢発話の場面から､話者と聞き手が共にそのコメントが誰､何につい

てのものかがはっきり分かっているもの｣及び｢眼前の出来事､情況の描写で､誰､何

についてのコメントかがはっきりしているもの｣と言ったタイプがあるとも述べている｡

以上の先行研究から久野の｢視点設定の優先順位の観点｣と甲斐の｢推論認知(談話

構成上)｣という2つの観点から以下の(1)と(2)のような主題の省略条件が見出される｡

(1)視点設定の優先順位

i ｢反復主題省略｣ :第1文と第2文の主題が同一である場合｢反復主題省略｣｡

五｢主題を先行詞とする主題省略｣ : ｢Ⅹガ-0 Ⅹハ-･｡｣の｢Ⅹハ｣は省略できる｡

in ｢新主題省略｣ : ｢yガ-Ⅹ-. xハ･･･.｣第1文も第2文もⅩの目から見た記述であ

るかYよりもⅩ寄りの視点から見た記述である場合に限られる｡

iv ｢異主題省略｣ : ｢Yハ-Ⅹ･-. Xハ-.｣という二つの主題文の連続がある場合､ ｢Ⅹ

ハ｣が省略できるのは､話者の視点がYのそれと完全に一致し､第2

文もYの視点からの記述である場合に限られる｡

久野は｢視点｣という観点から省略の現象を論じ､省略に関わる以上の条件を導き出

した｡これらは何れの場合にも､主題の省略の条件とされている｡しかしながら､視点

が主題にあるとしているにもかかわらず､ ｢新主題省略条件｣と｢異主題省略条件｣で

は､視点がどこに置かれるか､また省略の付帯条件とされている｡このような複雑な条

件設定をすることになる原因がどこにあるのかを､久野が挙げた次の[44] - [47]

のような例文で考えてみる｡

【44】
a突然､覆面をした数人の男が､基盤追殴りかかってきた.
b旦(太郎は)必死に防戦しながら､逃げる機械を窺った.

【45]
a花子が太郎と公園を散歩していると､覆面をした男が基盤追殴りかかってきた.
b*虐(太郎)必死に防戦していたが､とうとう殴り倒されてしまった.

久野は例【44】のbを｢新主題省略条件｣に合致した文､例【45】のbを違反している文

とし､その理由を次のように考えている｡

例【44】のbの｢太郎は｣が省略できるのは先行文である【44】のaに｢突然｣及び｢殴

-18-



りかかってきた｣があり､太郎の目から見た記述だと解釈できるからである｡しかし､

例【45】のbの｢太郎は｣は､先行文である例【45】のaの中にある従属文､ ｢花子が太郎

と公園を散歩していると｣により､花子の目から見た事件の記述であることが明らかな

ため､視点の置かれていない｢太郎は｣を省略すると意味不明な文になってしまう｡

【46】a太郎は遊王立病院に見舞った｡

b旦(花子は)思ったより元気であった｡

[47】
a太郎は病院に韮王皇見舞いに行かなかった｡
b*旦(花子は)太郎がいつ来るかと首を長くして待っていた.

また､例【46]と【47】において､久野は例【46]のbを｢異主題省略条件｣に合致した文､

例【47】のbを違反している文と述べている｡ 【46】のbでは､太郎が花子から見た記述で

あるが､ 【47】のbでは､太郎と花子が対等の位置にあるため､ ｢視点｣が変り､非文と

なったのである｡しかし､ 【47】の例が物語文のみに起こり得る現象であり､話し言葉で

【47】のbのような省略は､第1文の主題が一人称代名詞に限られてしまう｡

(2)推論認知(談話構成上)

i)話者の感情表出､聞き手に対する質問など､誰についてのコメントかがはっきりし

ているもの｡

正)発話の場面から､話者と聞き手が共にそのコメントが誰か､何についてのものかが

はっきり分かっているもの｡

in)眼前の出来事､情況の描写で誰か､何についてのコメントかがはっきりしているも

の

2-1-2 容認度(省略の自然さ)から見た省略

以上の先行研究で､主題の省略条件の規則性を久野の｢視点｣と畠､砂川､寺倉の｢結

束性｣等の要因に求めている｡しかし､これらは限定された観察対象や観点から導かれ

ているために､現象全体に適用できない､あるいはまた､ 1つの要因のみに依存しては､

現象を包括的に捉え切れないという問題がある｡そこで､この主題の省略について､恵

谷(2004)は容認度(省略の自然さ)の点から捉え直しを行っている｡主題の省略に関する

容認度は､読み手の局所的なテキスト理解における照応関係と連続関係という2つの視

点から考察した｡以下で､まず､連続する文における先行文にどのような要素が主題性

注4)を持っかについて観察してみる｡次には恵谷の容認度から見た主題の省略条件につ

いて見てみる｡

2-1-2-1省略の様相
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連続する文において同じ主語がある場合､第1文の主語を先行詞として後続文で主語

が省略され得ることについて､先行研究において､まず､砂川(1990)が先行詞は第1文

の"主格の" (-主節の)主語である可能性が高いことを述べている｡また､例【48】のよ

うに､第1文がいわゆる分裂文の場合を考察し､この時は先行要素が｢基底の部分で主

語の位置｣を占めるとしている｡次に､先行要素が主語以外の成分の場合､久野(1978)

は連続する文に視点の統一があれば､第1文における目的格または与格が先行詞になり

得ることを説明している｡例えば､前に挙げられた例【39】､ 【40]である｡この2つの用

例のような場合について､砂川にも文の内容が先行要素の｢状態や属性を描写｣するよ

うなものならば､主題の省略可能性が高いと述べている｡

【48】左主立､ゆうは顔だけは知っているo
_d友吉は)徳次郎親方の女房の弟というこ

とだ｡

久野(1978)と砂川(1990)から､先行要素は主語以外では｢主語(主体)の行為の対象を

表わす格｣ (簡略に｢目的語｣と呼ぶ)である可能性が高いと言うことができる｡それに､

目的語の場合がやはり｢主節｣目的語でなければ､先行要素として成立しにくいと言え

るようである｡さらに､分裂文や指定文の述語､先行要素が主語(主体),目的語の以外

に､ 【49】-【51]のような名詞句が主題性を持つ場合もあるようである｡三上(1960)は

｢"ハ"のピリオド越え｣という概念によって､文の主題が文を越えて後続の文に係わ

る力を持つことで､後続文で主題が省略されると説明した｡しかし､以上で挙げられた

用例を見ても分かるが､殆どの成分の名詞句が｢ピリオド越え｣が可能である｡これは

｢主題性注(4)｣という概念によって説明することができる｡文中の要素は何らかの成分

による階層性があり､主題性を備えているが故に､何れも｢文を越えて｣後続文で主題

が省略されることが可能であるということになるようである｡

【49】95年度から始まったスクール･カウンセラーに期待している｡旦(95年度から始

まったスクール･カウンセラーは)約4000校の′ト中学校に配置されている.

【50】近年､日系､中国系､あるいはイタリア系の米国人と言うのと同様､黒人を三三

リカ系米国人と呼ぶ..4!(アフリカ系米国人は) 『ルーツ』以後の表現だろう｡

【51】長老格にまずあいさつしようと､ニッパハウスをのぞいたら､カバリクは呈よ二三

とするほど真っ赤なジョギングパンツ姿だったo旦(ぎょっとするほど真っ赤なジ

ョギングパンツは)救援物資らしい｡

2-1-2-2 容認度の高い省略の条件

恵谷(2004)によると､Kameyama(1985)は｢先行詞として参照されやすい要素にば`主

題>主格>格(主格以外)>その他"という順序がある｣と言っていることを紹介してい
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る｡これに従えば､先行文脈では､まず主題性の最も高い主題､次いで主格の要素から

参照されていくことになる｡また､恵谷は｢位格などで述語に対応して主体を表わす名

詞句も主格と同様に考えられる｣としている｡例【48】のような､先行文脈の情報の焦点

や潜在的な主体となっている要素も､主題性は高く､参照されやすいと考えられる｡こ

れらが省略文の文意(省略文の内容制約注(5))から先行要素として確実に同定されれば､

省略は安定し､容認度も高いと言える｡

しかし､ 【49ト【51】のような場合､主格以外の格(名詞句)などにある相対的に主題世

の低い要素が先行要素となる場合､省略文は原則として対象の属性や状態を叙述する内

容になる｡分類型としては名詞文,形容詞文､状態性動詞文などがあるようである｡例

【49ト【51】で言うと､【49】｢配置されている｣､ 【50】｢( 『ツール』以降の)表現だろう｣､

【51】｢救援物資らしい｣等である｡そうして､主題･主格要素を優先にすることが否定

され､主題性の低い要素でも先行要素として同定されることを明らかにした｡また久野

(1978)は省略現象や省略文の分析において､ ｢視点｣という概念が用いられることがあ

る｡ ｢文中の名詞句のⅩ指示対象に対する話し手の自己同一視化を共感と呼び､その度

合い､即ち共感度をE(X)で表わす｡共感度は値0(客観的描写)から値1 (完全な同一視

化)までの連続体である｣と定義している｡即ち､共感度の最も高い対象に話し手の視

点が置かれ､言わば､事態がその人物の目を通して記述されるかのように発話が行われ

るのである｡ここで､ ｢視点｣という要因で考えてみれば､目的格の対象に話し手(読者

とも言える)の視点が寄っている場合に､主題､主格要素や他の主格及び名詞句要素が

主題性の高い先行要素として同定されることも説明される｡しかし､久野は複数の人物

が登場する例文に基づいて分析し､有生物を表わす要素が先行要素として選択する場合

には有効であるが､非生物を表わす要素が先行詞となる場合には説明することができな

いとした｡例えば､ 【52]のような例である｡

【52】太郎が花子に主査皇出してやった..g!かなりの額だったらしい｡

従って､主題容認度が高い要因については､すべて久野(1978)の｢視点｣では説明し

がたく､ケースバイケースに適用されるもののようである｡例えば､以下のような場合

は先の内容制約は義務的でなくなるようである｡

i )省略文が視点の置かれた主体から見た対象についての描写である場合､

正)書き手の視点先行詞が表わす対象のそれと一致するか､近い位置を取る場合

in)省略文と先行文が因果や根拠一結論､前提-帰結など強い従属的な意味関係にある

場合

( i )､ (丘)の場合は視点が置かれた対象及び主体が視点を向ける対象も文において卓

･21-



立し,主題性の高い要素となる. (ih)の場合は文間の強い意味関係が主題性の関与をブ

ロックする要因になると考えられる｡

さらに､容認度の高い連続文主題省略の中には､省略文と先行文脈との間に何らかの

意味関係が認められる場合が前提条件となる｡例えば､ 【53】の例では､2つの文の間に

｢半り断一根拠｣という意味的な関係があると理解されるようである｡

【53】隣のうちでは､また犬を飼うようだ..4t(隣のうちは)今朝から犬小屋を塗り替え

ている｡

畠(1980)､宮島･仁田((1995)は｢｢結束性｣のような形態的な要素による文間のつな

がりのみに依存する｣としている｡しかし､それには例【54】のような既有知識を元にし

た推論によって文間に関係を読み込むような場合も含まれる｡この連続する文間の意味

関係､つまり連続関係については｢機械誘因､可能化､因果,評価､背景､説明､並行､

同意､一般化､例示､対照､期待破棄｣などとしている｡逆に､文間に意味関係があり,

省略の条件の整った環境で主題が提示されていると､その文に､ある命題を強調したり

際立たせたりする意図性や有標性が感じられるようになる｡そうして､このような連続

文の主題の顕現において､ ｢使用しなくてもいいのに､使用しているパターン｣となる

場合､その顕現の条件として言えるようである｡

【54】田中さん畦生ガキを食べた.盟(田中さんは)けがをしたo

以上の読み手のテキスト理解における照応関係と連続関係から､連続文における容認

度の高い主題の省略条件をまとめて見ると､読み手は｢先行要素を同定するに当たって､

主題性の高い要素から参照するため､これが先行要素となっている場合､省略の容認度

は高い｣｡しかし､ ｢相対的に主題性の低い要素でも､省略文が述語を中心としてそれを

強く指示していれば(っまり､同定されやすいように属性や状態を示す名詞文･形容詞

文･状態性動詞文になるなら)､読み手はそちらを優先的に参照する｣｡したがって､こ

の省略文の内容制約が守れるなら､主題性の低い要素が先行表現になる場合も､同じ容

認度は高く保たれる｡また､ ｢視点が働く場合や文間に強い従属的な関係がある場合に

は､そちらが強く関与し､この内容制約がなくとも容認度の高い省略が可能である｣｡

さらに､ ｢容認度の高い省略のためには､先行文脈と省略文との間に直接的な意味関係

が認められることが前提なる｣｡

ここで､日本語の連続文における主題の省略の条件と得られる効果について､次のよ

うにまとめて示す｡
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(1)主題の省略の条件:

①主題性の高い要素が先行詞となっている場合

主題の省略の容認度は高い｡

②主題性の低い要素が先行詞となる場合

i)述語を中心として主題性を持つ要素を強く指示していれば､ (即ち､同定されやす

いように属性や状態を示す名詞文･形容詞文･状態性動詞文になるなら)主題性の

低い要素が先行詞になっている場合でも､読み手はそちらを優先的に参照する｡

正)省略文が視点の置かれた主体から見た対象についての描写であるとき0

in)書き手の視点先行詞が表わす対象のそれと一致するか､または近い位置を取ると

き｡

iv)省略文と先行文が因果関係や根拠一結論､前提一帰結など強い従属的な意味関係

にあるとき｡

③先行文と省略文との間に直接的な意味関係が認められることが前提となる場合

(2)得られた効果:

①主題の省略によって結び付けられた幾つかの文は強いまとまりを持った文の印象

を与える

②既有知識を基にした推論によって文間に関係を読み込むようになる｡

第2飾 連続文における後続文の主題の顕現

前述のように省略の定義を調べてみると分かるが､省略というのは､ある表現を言っ

ても言わなくてもよい場合に､その表現を使わないということであるが､一方､顕現の

場合はそれとは逆と言えるのであろうか｡ 『明鏡』(2005))によると､顕現とは｢はっき

りとした姿､形をとって現れること｣としているが､これは単に言葉の意味としての定

義である｡そこで文中の主題の顕現について､どのような特徴及び規則性等を持ってい

るのかについて､先行研究を参考に調べてみた｡

2-2-1先行研究について

主題の顕現に関する研究成果を時系列で整理する｡

寺倉(1986)の研究:

寺倉は主題の非省略の分析に｢非継続｣の概念を持ち込んだ｡ここでの非省略は｢使

用すべき所なので､使用しているパターン｣である｡彼によると､文と文の間に意味的

な断絶が生じている場合に主題は省略されない｡すなわち､ 2文間に意味的断絶のある

場合というのは､後行文が先行文の主張または前提とは直接関係のない事柄を表現する
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場合で､後行文の主題が省略されない｡また､その意味的断絶のパターンとは次の3つ

である｡

i )会話の内容が急に飛ぶ場合

近)既に談話に現れた指示物に関する情報を新たに与える文の場合

ih)節が挿入される場合

砂川(1990)の研究:

主題の非省略には｢使用すべき所なので､使用しているパターン｣と｢使用しなくて

もいいのに､使用しているパターン｣の二つが考えられる｡砂川は前者を｢主題の義務

的な明示｣､後者を｢主題の非省略｣と名づけ､分析している｡例えば､ [55]の例で､

砂川によると､この談話の第1文の表わす内容｢マルイギンがあたり一帯を歩き回った

こと｣と､第2文の表わす内容｢マルイギンがライフル銃を見つけたこと｣に､ ｢時空

間的なギャップ｣が存在し､故に､談話の｢境界｣が設定されたためであると言う｡砂

川は第2文が第1文の主題を維持することは困難なため､再び｢は｣を用いて主題を明

示することを｢は｣の｢主題の維持機能｣と呼んだ｡同じ主題が次の文で維持されるこ

とが困難な場合は､主題を再設定するのである｡砂川は｢は｣の｢主題の維持機能｣が

困難な場合について､ ｢時空間的なギャップ｣のほか､ ｢他の登場人物の介在｣､ ｢文脈の

不整合｣､ ｢語り様式の変化｣､ ｢書き手の視点の変化｣等を取上げている｡また､ [56]

の例では2文目の主題を省略したとしても､談話は自然である｡ただし､再度使用して

問題があるわけでもなく､必ずしも不自然は言えない｡ここで､ ｢省略するかしないか

は､あくまで書き手の自由な選択に委ねられている｣と述べている｡では, [56]の2

文目の主題｢僕は｣が省略されずに再び使用されたことについて､砂川は第2文目に再

び主題を設定することによって､書き手はその談話になんらかの｢境界｣を設け､その

談話をより′J､さな単位に分割しようとしたためであるとしている0

[55] こう独り言を言いながら､マルイギンは 錬に弾をこめ､ここで行われた悲劇の

すべてを知るため､あたり一帯を歩き回った｡

マルイギン のそばにバンドの切れたライフル銃を見つけた｡安全

装置がかかっていた｡

[56]選追なによりも､助かった､と思った.勝っちやんの言うとおり､いま家じゆ

うがそのことでゴッタ返しているのなら､選良帰りが遅れたことを誰にも気付か

れずに済むからだ｡

雨宮･林部(1993)､甲斐(1995)の研究:

その他､雨宮らは談話の焦点が主題にある場合､もし新しいトピックに変換してしま
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ったら､話し手は聞き手にトピックが変換したことを知らせ､聞き手と新しいトピック

を共有しなければならない｡そのためにも主題を明示する必要があると述べている｡

砂川の用いる｢非省略｣という用語は｢使用しなくてもいいのに､使用しているパタ

ーン｣を指し､ ｢使用すべき所なので､使用しているパターン｣は｢主題の義務的な明

示｣と呼んだ｡著者はそれを援用し､主題の顕現が｢主題の義務的な提示｣ (顕i)と｢窓

意的な提示｣ (顕正)の両方を含んだ表現であると考える｡

さらに､清水(1995)は日本語の文連続において同一の主題が続く場合､ 2文目(以降)

の主題がどのような場合に省略されるか或いは顕現されるかについて､益岡(1987)の

｢叙述の類型｣ (事象叙述文と属性叙述文)を援用し､評論文や随筆や新聞記事などを資

料として文連続の分類を行った.最後に､文連鎖に関して後続文の主題が省略されるか

顕現されるか､その傾向について次のようにまとめて示している｡

◎ ｢叙事型｣文連続

属性叙述文一事象叙述文(連鎖) ⇒主題省略

事象叙述文一事象叙述文(連鎖) ⇒主題省略

◎ ｢解説型｣文連続

属性叙述文-属性叙述文(連鎖) ⇒主題顕現/主題省略

◎ ｢【叙事-解説】型｣文連続

事象叙述文(連鎖)-属性叙述文(連鎖)⇒主題顕現

但し｢解説型｣が｢叙事型｣ -の評価を表わす場合⇒主題省略

2-2-2 主題の顕現の条件

日本語の連続文における主題の顕現の条件と得られる効果について､次のようにまと

めておきたい｡

(1)主題の顕現の条件:

①既に談話(前文)に現れた指示物に関する情報を与える文のとき.

②節が挿入されるとき｡

③時空間的なギャップが存在するとき｡

④他の登場人物が介在するとき｡

⑤文脈が不整合のとき｡

⑥語り様式が変化するとき｡

⑦書き手の視点が変化するとき｡

⑧ ｢境界｣を設け､その談話をより小さな単位に分割しようとするとき0

⑨2文の関係が並立的に解釈されるとき｡

(2)得られる効果:
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①新しい主題を提示することによって,文章にハツキリと切り目をつける｡

②話し手は聞き手にトピックが変換したことをハツキリと知らせ､聞き手と新しいト

ピックを共有することができる｡

③直接的な意味関係が認められない文で､主題の省略が行われると､そのまとまりの

区分に混乱を生じ､不整合になるのを避ける｡
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第3章 翻訳作品における主題の省略及び顕現の対照分析

これまで主題の省略及び顕現について整理してきた｡ここでは､既存の研究で分かっ

た主題の省略､主題の顕現の条件や規則を使って､日中(中日)対訳′J､説における両言語

の主題の省略及び顕現の共通点と相違点を考察してみたい｡

第1節 データと分析方法

3-1-1データの作成

本章では主に中国語における主題の省略及び顕現の条件や規則性を考察し､それと日

本語を比較対照してみたい｡分析用資料は日中(中日)対訳′J､説から採集したものである｡

日中対訳小説において､日本の著名な作家夏目淑石の小説『吾輩は猫である』の中から

用例を採取し､それが中国語訳の同小説( 《我是猫》)とどのように対応しているかにつ

いて対照研究を行う｡また､中国語訳文における主題の省略及び顕現の条件や規則性を

より深く考察し､中国語対訳の同小説《我是猫》は客観性を得るため､中国人の日本語

研究者3人(干雷､刈振滅､尤柄析)がそれぞれ独自に訳した異なる3冊の訳本を選んだ.

その中には､訳者の文章に対する理解の差異によって､主題が省略されるか顕現する例

文もある｡ここでは､翻訳文が訳者間で一致しないものとして検討して見たい(本章第

4節)｡なお､中日対訳小説において､中国語の主題の省略及び顕現となる文を分析す

るため､日本語翻訳文から見たずれの問題は取り扱わないようにする｡また､連続文の

先行文において､主題､主格要素が先行要素となる用例はより多く見受けられるが､他

の格要素､格以外の名詞句要素なども主題性を持つようになれば､対照用例としても扱

う｡さらに､用例採取は会話文と地の文に分けて行ったが､会話文における反復主題省

略の用例は極端に少なく､かつ複雑な文構造と表現を呈していたので､これを分析対象

から外し､地の文の用例のみを分析用資料として採用した｡用例数は172例である｡

データの構成項目を以下の表1に示す｡

表1データの構成項目

データ1 番号 ページ 日本語 中国語訳 訳文出典 評価

(oo1-063) P69-83 文 (《我》①,

②,③)

(○,×,

s,p1)

データ2 番号 ページ 中国語 日本語訳 出典(作品 評価

(o64-(172) P84-101 文 名) (○,×,

s,p1)
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データ1(日中対訳小説)の中国語訳文の出典について

3人の訳文が同じ場合､千首の《我是猫》 ( 《我》(丑)を代表として採用する(出典は

同①③で示す)｡一方､刈振滅の《我是猫》 ( 《我》②)と尤柄析の《我是猫》 ( 《我》③)

が子宮の《我是猫》 ( 《我》①)と違う場合､それぞれが比較できるよう2人の訳文も同

時に採用しておく｡また､この中に､どちらかが子宮の《我是猫》 ( 《我》①)と同じで

ある場合にはその訳文を省略する｡

データ2 (中日対訳小説)の出典について

魯迅の短篇小説《口内城》から選んだ作品名を表わす｡

評価について

アンダーライン｢_｣は文の主題､ ｢.4t｣は主題が省略されたことを示す0 日本譜も

中国語も同じで主題が省略され､或いは顕現される場合は｢O｣で､違う場合は｢×｣

で表わす｡データ1において､日本語の2つの連続文は中国語の1つの複文に相当対訳

する場合は｢s｣を｢O｣或いは｢×｣の後に付けて表わす｡また､日本語の第2文を

2つの文(以上)に訳された例文もあるので､このような用例は｢O｣或いは｢×｣の徳

に｢pl｣を付けておく｡

主題が顕現された文について

｢顕･義｣は｢使用すべき所なので､使用しているパターン｣ (主題の義務的な提示)

を､ ｢顕･窓｣は｢使用しなくてもいいのに使用しているパターン｣ (窓意的な提示)を

指す｡

3-1-2 分析方法

分析方法については､日本語と比較して中国語の主題はどのような場合に省略され､

どのような場合に顕現するのかを､日中対訳小説(原文: 『吾輩は猫である』,訳文: 《我

是猫》)における主題の省略及び顕現の対応性及び中日対訳小説(原文: 《阿Q正借》､ 《孔

乙己》,訳文『阿Q正伝』､『孔乙己』)における主題の省略及び顕現の対応性､そして日

中対訳小説( 『吾輩は猫である』 )における翻訳文が訳者間で一致しないものと言う､ 3

つの視点から考察してみたいと思う｡具体的に言えば､第2飾の日中対訳小説における

主題の省略及び顕現の対応性については､日本語では主題が省略される場合(3-2-1)

と主題が顕現される場合(3-2-2)の2つのパターンに分け､それぞれに対応する中国

語直訳文の場合､主題の省略及び顕現がどのような特徴を持っているかについて検討す

る.また､第3節の中日対訳/ト説における主題省略及び顕現の対応性については､中国

語では主題が省略される場合(3-3-1)､中国語では主題が顕現される場合(3-3-2),

中国語では1つの複文となる場合(3-3-3)と中国語では2文目が多数文となる場合(3

-3-4)の4つに分けて考察する｡さらに､第4節の翻訳文が訳者間で一致しないもの
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については､日本語では主題が省略される場合(3-4-1)と日本語では主題が顕現され

る場合(3-4-2)の2つに分けて論ずる.これには翻訳者の訳し方の問題も含まれるの

で､どちらが正しいかの判断はなかなか困難である｡しかし､この中にもより適当であ

る訳文を選ぶことは出来ると思う｡そこで､第4節では訳者の文章に対する理解の差異

によって､中国語対訳文における主題の省略及び顕現がどのような特徴を持っているか

について検討する｡

以上で述べた分析方法をまとめて次の表2に示す｡

表2 両語の対応性の比較方式

日本語 略題 顕題(普通)

中国語 (必ず/普通) (略題不可能､略題可能)

略題(必ず/普通) ○ ×

顕題(普通)

(略題不可能､略題可能)

× ○

1つの複文 ○/× ○/×

多数(2つ以上)文 ○/× ○/×

どちらも(両方/状況)ある ○/× ○/×

(注: ○/×は日本語も中国語も同じで主題が省略され､或いは顕現される場合と､違

う場合の両方があることを指す)

第2節 目中対訳小説における主題の省略及び顕現の対応性

本研究では日中対訳小説から63例を採集した｡その中には訳者間の文章に対する理

解の差異によって､翻訳文が一致するものと一致しないものとがある｡本節ではその訳

者間で一致したものを中心にし､連続する2つの文において､日本語では2文目の主題

が省略される場合と顕現される場合に､それに対応する中国語ではどのように訳される

かについて検討する｡このような対訳用例は63例の中に52例があった｡それぞれの

用例数を以下の表3にまとめて示す｡

表3 日中対訳小説における対応性とその用例数

日本語

中国語訳

略題 顕題

略題 9例 0例

顕題 10例 18例

1つの複文 5例 2例

多数(2つ以上)文 4例 4例
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3-2-1 日本譜では主題が省略される場合

3-2-1-1中国語も主題が省略される場合

日本語は2つの連続文において､ 2文目の主題が省略される場合､中国語に訳されて

も､同じく主題が省略された例は52例中に9例が見つかった｡このことから両言語間

に共通点が見られるようである｡

データ1 : (016), (022), (026), (029), (038), (047), (051), (053), (054)

以上に採集した9例は､同一の主題｢吾輩は｣､ ｢わたしは｣等が続く場合､ 2文目の

主題が省略されるという用例である｡つまり､日本語の主題の省略条件を参考にしてみ

ると､省略文の内容に制約がないことに限って､最も主題性が高い要秦(主題)から優先

させる主題の省略文である｡ここで､その中から2つの例文を挙げて､両言語の主題の

省略がどのような共通点を持っているかについて見てみたい｡

(016)猫などはそこ-行くと単純なものだ.旦食いたければ食い､寝たければ寝る､怒

るときは一生懸命に怒り､泣くときは絶体絶命に泣く｡ 『吾』

遁盗面対迭共同題,可就単純得多｡
_Q想吃就吃,想睡就睡;憤怒吋尽情地笈火,流

洞吋突官十死去括来,
･･･

《我》(丑

(022)この煩悶の際宣輩追覚えず第二の真理に逢着した. ｢すべての動物は直覚的に事

物の適不適を予知す｣真理はすでに二つまで発明したが､.4t餅がくっ付いているの

で竜も愉快を感じない｡ 『吾』

正煩悶之吋,塩屋忽地又遇到了第二条真理;"所有的功物,都能五感地預測吉凶禍

福｡〃

.Q真理己軽友現了丙条,但因年粍粘住牙,一点也不高架.
《我》(丑

(o16)では､主題"猫族" ( ｢猫などは｣ )はピリオドを越えて"想吃就吃,想睦就睡;

憤怒吋尽情地炭火,流洞吋突官十死去括来,
"

( ｢食いたければ食い､寝たければ寝

る､怒るときは一生懸命に怒り､泣くときは絶体絶命に泣く｣ )まで影響を及ぼし､文

をまとめる働きをしているのが見られる｡それは先行文の"猫族" ( ｢猫などは｣ )が主

題として提示された事を意味しており､文と文を繋げるという主題の基本機能が作用し

ているのである｡つまり､それは書き手である｢私の視点｣が､そこまで説明している

ということを意味しているのである｡この2つの連続する文において､先行文の主題"描

族" ( ｢猫などは｣ )は2文目の省略文に話題の導入機能として働いていると言える｡同
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様に, (022)では､先行文には主題"噌家" ( ｢吾輩は｣ )は話題の導入機能の働きによ

り､後ろの文に結束性を与えている｡ 2文目では先行文の主題"咽家" ( ｢吾輩は｣ )を

受けて､主題が姿を表さない｡主題の省略によって､ 2つの文の間に直接的な意味関係

も認められるからである｡

日中対訳′J､説において､日本語も中国語も主題が省略される対訳例文を以上のように

分析して見ると､主題の省略文はその内容に制約がないときに限って､最も主題性の高

い要素(主題)から優先させる｡それは中国語においても日本語においても両方とも主題

の省略の条件として認められている｡そして､主題の省略によって結び付けられた2つ

(以上)の文は強いまとまりを持った文の印象を与える｡

3-2-1-2 中国語では主題が顕現される場合

日本語では主題が省略されるが､中国語では顕現される例文は52例中10例である｡

これは以下のように2つのパターンに分けられると思う｡

3-2-1-2-1時間的な前後関係が存在するとき

連続する文において､ 2つの文の間に､時間的な間隔が存在するとき､日本語では2

文目の主題が省略されるが､それに対応する中国語では主題が顕現される｡このような

対訳例文は10例の中に1例が見つかったo 以下にそれを挙げる｡

データ1 : (042)

(042)適量追迷惑そうに針仕事の手をやめて座敷-出てくる.

｢どうも御退屈様､もう帰りましょう｣と空茶を注ぎ易えて迷亭の前-出す.

皇主△怪力碓的放下計銭,便来到客庁｡

"叫悠久等,他快回来了肥?"去主△説着,重新掛了一杯茶送到迷亭面前｡

(顕･義) 《我》①

(o42)では､日本語は先行文の主題｢細君は｣を受け､ 2文目の同一の主題が姿を表さ

なくても､先行文と緊密に繋がっているのに対し､中国語の方は､ 2文目の冒頭に``女

主人" ( ｢細君は｣ )を補っている｡ 2つの文の関係を見てみると､時間的な間隔が存在

するようである｡中国語の場合､もしそれを省略されると､ "祝着,重新掛了一杯茶送

到迷亭面前" ( ｢怪力碓的放下計銭,便来到客庁｣ )というのは誰についての解説である

かがはっきりと読み取れないようになる｡従って､中国語は2文間が時間的な間隔が存

在するときに主題を顕現しなければならない｡

3-2-1-2-2 強調されるとき
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連続する文において､日本語では2文目の主題が省略される場合､中国語では2文目

の主題を強調するために､それが省略されず顕現する場合もある｡このような例文は

10例の中に9例があった｡

データ1 : (004), (012), (017), (019), (024), (033), (043), (050), (055)

以下で､例(004)､ (012)について検討する｡

(004)盈珪胃弱で皮膚の色が淡黄色を帯びて弾力のない不活発な徴侯をあらわしている.

.望その癖に大飯を食う.
也由干害胃病･皮朕有点友黄,呈現出死挺挺的映乏弾性的病姦｡可也偏偏又是十饗

賓客,
-(顕･悉) 《我》①

(012)すると主△追高利貸にでも飛び込まれたように不安な顔付をして玄関の方を見る.

旦何でも年賀の客を受けて酒の相手をするのが厭らしい.

迭吋,主△括像看兇債主同法家n似的,満面伏色地向正n望去｡也似乎吋灰挽国井

年的客人陪他飲軌(顕･悉) 《我》①

中国語の場合について説明する｡ (004)では､ 2文の間には転換関係(中国語の場合は

``可"という接続詞で表わす)があり､ 2文目以降に切り目が付けていない｡そして､主

題"他" ( ｢彼は｣ )が省略されずに顕現されることによって､主題"他" ( ｢彼は｣ )

については"備偏又是十賓客客" ( ｢その癖に大飯を食う｣ )という解説が強調されるよ

うになる｡ (012)では､先行文の主題が2文目に引き継がれ､その動きや性格について

説明している｡この場合､それを強調するために主題"他(主人)" ( ｢主人は｣ )が顕現

される｡

日中対訳小説において日本語では主題が省略される場合,中国語ではそれを顕現する

対訳例文を見てみると､ ｢時間的な前後関係が存在するとき｣､ ｢強調されるとき｣では､

日本語は主題の省略が可能であるが､中国語の場合は主題が省略されずに顕現しなけれ

ばならないようである｡そこで､両言語における主題の顕現の相違について､中国語の

主題の顕現の1つの特徴が見られる｡

3-2-1-3 中国語では1つの複文となる場合

日本語の2つの連続文では､ 2文目の主題が省略されてもピリオドを使って前文と後

文をスムーズに繋げられるようであるが､それに対応する中国語では2つの文を切らな

いで｢逗号｣ (コンマ)で繋いで､前文の主語が2文目までかかっていく場合がある｡そ

うして､日本語は短い文でも主語をかなり省略できるが､中国語は英語ほどではないに
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しろ､ある程度主語が必要なので､ ｢逗号｣ (コンマ)で繋いでいかねばならないのであ

る｡このような対訳用例は52例中5例があった｡ここで､この5例を用いて､中国語

の複文(一般的に複数の分句から成る文)はどのような特徴を持っているかについて2

つに分けて説明する｡

3-2-1-3-l同一主語の場合

中国語では複文の各分句の主語が同じであるとき､主語はその中の1つの分句にだけ

現れ､その他の文句には現われないのが普通である｡そして､その複文の主語は最初の

分句にだけ現われるときがある｡この文例は5例の中に4例があった0

データ1 : (005), (032) 《我》①, (o35), (036)

(005)亘輩注すでに十分寝た..4t欠伸がしたくてたまらない.

塩屋己軽睡足,虐要打珂欠,忍也忍不住.

『吾』

《我》①

(032)塾追また水を見る｡すると旦はるかの川上の方で私の名を呼ぶ声が聞こえるので

す｡ 『吾』

盈又向水面望去,迭吋,旦只祈仇透通的上済倖来声音,呼喚我的名字｡ 《我》①

(035)宣輩速急に動惇がして来た..4t座蒲団の上に立ったまま､木彫の猫のように眼も

動かさない｡ 『吾』

盈頓吋不寒而栗, J2姑在塾子上,像一座木離,眼珠都不敢特. 《我》①

(036)吾輩は名前はないとしばしば断っておくのに､この下女は野良野良と吾輩を呼ぶ｡

旦失敬な奴だ. 『吾』

咽家一再声明,至今述没十名字o可那立並,一再叫``野猫､野猫"的,
_Q真是十胃

失鬼! 《我》①

また､それぞれの分句の主語が全て現れるときもある｡このような場合は主語を強調

する働きがあるものと考えられる｡このような文例は例(032)の《我》②から見られる｡

データ1 :(032) 《我》②

(032)塾庄また水を見る｡すると旦はるかの川上の方で私の名を呼ぶ声が聞こえるので

す｡ 『吾』

盈又底共看水,就在迭吋,遮断兄了有人在遥遠的上流呼喚我的名字. 《我》②
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3-2-1-3-2 異なる主語の場合

各分句の主語が異なる時に､複文の中には各分句の主語が互いに交錯していて､文中

に現れていない主語をよく見極めないと､前文の意味を正確に理解できないものがある｡

この文例は5例の中に1例が見つかった｡

データ1 : (003)

(003)吾輩は時々忍び足に彼の書斎を覗いて見るが､盈追よく昼寝をしている事がある｡

,gt時々読みかけてある本の上に誕をたらしているo
『吾』

咽家常常抜手蹟脚溜辻他的弔虜倫倫礁看,オ知造血根食睡午覚,不吋地往剛剛翻辻

的弔面上流口水｡ 《我》①

以上のように､中国語では複文の各分句の主語が文中に現れなかったり､一致しなか

ったりする現象が見られる｡また､特に強調するためであれば､それぞれの分句の主語

が全て現れるときもある｡しかし､各分句の主語が異なる場合には､文意が明確で誤解

を生じる可能性がない時にのみ､ある分句の主語は省略可能であり､そうでなければ省

略はかなり抑制される｡

3-2-1-4 中国語では2文目が多数文となる場合

日本語では2文目の主題が省略されることに対して､中国語では2文目を2つ(以上)

の文に訳される場合もある｡このような対訳用例は52例の中に4例があった｡それは

以下のような3つのタイプが見つかった｡

3-2-1-4-1 2つの主題の顕現文となるとき

この文例は4例の中に2例があった｡

データ1 : (018), (037)

(o18)気の毒ながらうちの主人などは到底これを反駁するほどの頭脳も学問もないので

ある.しかし.4!自分が胃病で苦しんでいる際だから､何とかかんとか弁解をして自

己の面目を保とうと思った者と見えて､ ｢君の説は面白いが､あのカーライルは胃

弱だったぜ｣とあたかもカーライルが胃弱だから自分の胃弱も名誉であると云った

ような､見当違いの挨拶をした｡

可怜我家圭子者流,準尭不具各反駁此説的共臓与学汎但也似乎覚得自己正害胃病,

根遭罪,息得埼上凡句,難解一番,以便保全面子o
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"伽的説法倒根有趣｡不辻,那位乍莱永也曾害辻胃病吻r'迭活防備在説:既然干

葉永害胃病,那J^2i,我害胃病自然也根体面｡也回答得牛共不対句風 《我》①

(037)宣窒追その後野良が何百遍繰り返されたかを知らぬ.旦吾輩はこの際限なき談話

を中途で聞き棄てて､布団をすべり落ちて橡側から飛び下りた時､八万八千八百八

十本の毛髪を一度にたてて身振いをしたo

_Q后来不知又被地叫了凡百次``野猶"o塩屋不想再祈二人喋喋不休的対潰,便寓升
坐塾,仇楯席亭了下去.迭吋,亜的八万八千八百八十根共友全都倒塵起来,浮身打

顛o 《我》①

3-2-1-4-2 3つの主題の顕現文となるとき

これは4例の中に1例しか見つからなかった.

データ1 : (044)

(044)細君は一家の見識を立てて送呈の返答を促す｡さすがの迷革も少々窮したと見え

て､狭からハンケチを出して吾輩をじやらしていたが｢しかし奥さん｣と急に何か

考えついたように大きな声を出す｡ ｢-｣

女主人説貿片面之珂,便催促迷皇答講.

也仇和服濃袖里拘出手相来逗弄咽家o

``不達,媛夫人,"也忽而好像想起什JA似的,高声説,
" ''

3-2-1-4-3 2つの主題の省略文となるとき

この文例は4例の中に1例があった｡

7.

《我》①

(052)如是観によりて､如是法を信じている孟輩珪それだからどこ-でも這入って行く｡

.5eもっとも行きたくない処-は行かぬが､志す方角-は東西南北の差別は入らぬ､
平気な顔をして､のそのそと参る｡

正国力EB塵具有如此双点､奉行如此信条,便想去邸)し就去邸)L.当然, &不想去的

地方是不肯去的..i:而心向往之的地方,管官本西南北,元不大揺大据,仇仇容容地

前去走走o 《我》①

以上4つの対訳文を見てみると､日本語では2文目の主題が省略されているのに対し､

中国語では2つ(以上)の文に訳される場合があるようである｡それは主題について解り

やすく解説するために､境界を設け､その文をより′J､さな単位に分割することが合理的

であると考えれるからである｡
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3-2-2 日本譜では主題が顕現される場合

3-2-2-1中国語も主題が顕現される場合

日本語では主題が顕現される場合､中国語も同じで主題が顕現する例がより多く見ら

れる｡このような対訳用例は52例の中に18例があった｡ここで､日本語の主題の顕

現条件を参考にし､以下のような7つの共通点から見て行きたい｡

3-2-2-1-1既に先行文に現われた指示物に関する情報を与える文のとき

既に先行文に現われた指示物に関する情報を与える文のときには､その指示物が2文

目の主題として提示されないと､何についての情報であるかがはっきりしないので､中

国語においても日本語においても主題を顕現する必要がある｡このような対訳例文は

18例中6例である｡

データ1 : (041), (048), (049), (058), (062), (063)

以下で用例(041)､ (048)について検討する｡

(041) ｢あと足をこうぶら下げては､鼠は取れそうもない､
-どうです奥さんこの猫は

鼠を捕りますかね｣と吾輩ばかりでは不足だと見えて､隆りの部屋の筆墨追詰しか

ける｡ ｢鼠どころじやございません｡お雑煮を食べて踊りをおどるんですもの｣と

主星旦飛んだところで旧悪を暴く.

似乎捉弄我-十述不移,他又和隔壁的女主人挙淡起来: ``迭猫会捉耗子喝?
"

``郷里会捉耗子,倒是会吃粘粍跳舞臥"万不曽想,迭娘イ日並掲了我的短｡

(顕･義) 《我》①

(048)妻君はホホと笑って主△皇顧みながら次の間-退く.主△旦無言のまま吾輩の頭

を撫でる｡

女主人辺略略地笑,辺回共礁樵真玉,到隔壁去了.主△一言不友,玩摸噌家的共o

(顕･義) 《我》①

(041)では､ "女主人/迭娘イF】)し"( ｢妻君に｣ )が先行文に目的格の対象として現れ､

2文目になって"女主人/迭娘イロノし" ( ｢妻君に｣ )について"掲了我的短" ( ｢飛んだと

ころで旧悪を暴く｣ )のような情報を説明しようとしたために､主題化されて2文目の

主題"女主人/迭娘刑ノし" ( ｢妻君は｣ )として提示されている｡ (048)では､ "丈夫" ( ｢主

人｣ )が既に先行文で目的格の対象- "丈夫" ( ｢主人を｣ )として表れ､ 2文目になっ
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て､それについて､ "一言不笈,扶摸咽家的共" ( ｢無言のまま吾輩の頭を撫でる｣とい

う情報を与えているときに2文目の主題"丈夫" ( ｢主人は｣ )を提示されないと内容が

不明になるのである｡

3-2-2-1-2 時空間的なギャップが存在するとき

時空間的なギャップが存在するという意味は連続する2つの文において､先行文か

ら2文目が起こるまでに時間的な間隔があるということである｡この場合､主題が顕現

されることによって､文と文の間にはっきりと切り目が付けられる｡これに対応する用

例は18例中1例である｡以下で例(010)について検討する｡

データ1 : (010)

(010)宣輩追少々気味が悪くなったから善い加減にその場をごまかして家-帰った.こ

の時から宣輩追決して鼠をとるまいと決心した.

･･･由子心共不快,便兄机行事,庄酬JL句,回家去了.仇此,塩基決心不捉老鼠,
-

(顕･義) 《我》①

(010)では､先行文の"便兄机行事,皮酬凡句,回家去了" ( ｢善い加減にその場をご

まかして家-帰った｣)と2文目の"決心不捉老鼠''(｢決して鼠をとるまいと決心した｣)

の間に､時間的な間隔が存在する｡つまり､ 2文目の"決心不捉老鼠" ( ｢決して鼠を

とるまいと決心した｣ )という考えは先行文の"便兄机行事,庄酬凡句,回家去了" ( ｢善

い加減にその場をごまかして家-帰った｣ )という行動が終わった後である｡当然のこ

とながら､主題の顕現が必要である｡

3-2-2-1-3 他の登場人物が介在するとき

他の登場人物が介在するとき､当然ながら主題は､その登場人物との間に混乱が生じ

ないように中国語も日本語も主題が顕現されるようである｡ここでも両言語は共通して

いるようである｡この用例は18例中1例であった｡

データ1 : (059)

(059)吾輩と鈴木君の間に､かくのごとき無言劇が行われつつある間に主△旦衣紋をつ

くろって後架から出て来て｢やあ｣と席に着いたが､手に持っていた名刺の影さえ

見えぬところをもって見ると､鈴木藤十郎君の名前は臭い所-無期徒刑に処せられ

たものと見える｡名刺こそ飛んだ厄運に際会したものだと思う間もなく､主△退こ

の野郎と吾輩の襟がみを擢んでえいとばかりに縁側-叩きつけた｡ 『吾』
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就在咽家和斡木先生表演迭幕唖刷的当)L,主△整理-下衣服仇廟所里出来,``喚!"

的-声打十招呼便坐下,但手里的邪推名片己軽蕩然元存.可見他是対韓木藤十郎的

尊姓大名宣判了克期徒刑,将官押速糞坑里了.没容咽家想想速報名片多J^2i倒零,主

△男道:"迭十育牲!''他鰍住咽家謄后的毛,捧到楯廊去o (顕･義) 《我》①

(059)では､同一の主題"主人" ( ｢主人は｣ )が2文目になっても顕現されている｡

もし､ 2文目の主題"主人''( ｢主人は｣ )が顕現されず省略すれば､ "雪道…``迭十盲牲!
"

他鰍住咽家腔后的毛,捧到槍廊去''( ｢この野郎と吾輩の襟がみを棲んでえいとばかり

に縁側-叩きつけた｣ )という事は誰についての解説であるかが不明確になるようであ

る｡つまり､それは2文目の"斡木藤十郎" ( ｢鈴木藤十郎君｣が登場することにより､

混乱を起こらないように主題を顕現する必要があると言える｡

3-2-2-1-4 文脈が不整合のとき

2文の間に直接的な意味関係が認められないとき､主題の省略が行われると文と文

のまとまりの区分に混乱が生じ不整合になるので､中国語も日本語も主題が顕現される

べきである｡これに対応する例文は18例中1例である｡

データ1 : (020)

以下で例(020)について検討する｡

(020)重量泣この剰那に猫ながら-の真理を感得した｡

｢得難き機会はすべての動物をして､好まざる事をも敢てせしむ｣孟輩追実を云う

とそんなに雑煮を食いたくはないのである｡

剃都岡,塩基旦説是猫,倒也悟出一条真理‥

``薙得的机嫁,会便所有的功物敦子干出他イn井非情慮的事来."其実,塩屋井不邦

ム想吃年粍. (顕･義) 《我》①

(020)では､先行文に主題"咽家" ( ｢吾輩は｣ )について"旦説是猫,倒也悟出一条

真理" ( ｢猫ながら-の真理を感得した｣ )の説明が述べられ､ 2文目になって､ "咽家

井不那JA想吃年粍" ( ｢吾輩は実を云うとそんなに雑煮を食いたくはないのである｣ )

という別の話が出てくるoここで､2つの文は全く異なる事柄について述べられている｡

即ち､ 2文間では直接的な意味関係がないので主題"咽家" ( ｢吾輩は｣ )の顕現が必要

である｡

3-2-2-1-5 語り様式が変化するとき
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この語り様式とは書き手が事柄や考えを順序立てて読み手に伝える形である｡連続す

る2つの文において2文目の語り様式が-変化するとき､中国語も日本語も主題が顕現

されるようである｡この文例は18例中4例である｡

データ1 : (014), (015), (045), (046)

以下で例(014)､ (015)､ (046)について検討する｡

(014)二人が出て行ったあとで､亘輩追ちょっと失敬して寒月君の食い切った蒲鉾の残

りを頂戴したo豊里曳この頃では普通一般の猫ではない.

二人出｢1之后,塩基便梢微失敬,蒋寒月先生吃剰的魚礁睦全部消受了.迭吋,塩基

己軽不再是十尋常的#. (顕･義) 《我》①

(015)四五日前のことであったが､二人の小供が馬鹿に早くから眼を覚まして､まだ主

人夫婦の寝ている間に対い合うて食卓に着いた.盤皇道毎朝主人の食うパンの幾分

に､砂糖をつけて食うのが例であるが､この日はちょうど砂糖壷が卓の上に置かれ

て匙さえ添えてあった｡

都是四五天前,丙十女夜早早醍来,超老夫妻迩在夢中,便在餐兵労相対而坐.出血

天天早展照例将主人的面包分出JL扮)L,撤上些糖吃.迭一天,糖曜正巧就放在餐真

上,甚至述添放只匙子｡ (顕･義) 《我》①

(046) ｢-｣と塵基庄女人一流の論理法で詰め寄せる｡｢唆昧じやありませんよ､ちやん

と分っています､ただ説明しにくいだけの事でさあ｣ ｢何でも自分の嫌いな事を月

並と云うんでしょう｣と盤基娃我知らず穿った事を云うo

"-"塾以女人特有的逆輯歩歩道近｡"井非模糊不清,而是了若指掌,只是不大好

解辞書了." "大約是把自己吋灰的現象都叫俗竜即巴? "去主△不知不党地一語道破｡

(顕･義) 《阿》

(014)では､先行文に主題"哨家" ( ｢吾輩は｣ )について将寒月先生吃剰的負横波全

部消受了" ( ｢寒月君の食い切った蒲鉾の残りを頂戴した｣ )と述べられている｡ 2文目

になって､ "己軽不再是十尋常的猫" ( ｢この頃では普通一般の猫ではない｣ )という説

明が述べられている｡ここで､ 2つの文には何らかの意味関係が存在するようである｡

つまり､この先行文を言い換えると､2文目のように説明されるようである｡(015)では､

前後文が同じ主題について解説している｡そして､内容も同じような事について述べて

いるようである｡だだ､先行文と2文目はこの事について､語り様式が変っているよう

に見える｡ここで､書き手は読み手に語り様式が変換することをはっきりと知らせてい
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る｡そうして､このような主題が顕現されることによって､読み手が文章をより深く理

解されると考えられる｡同様に､ (046)では､先行文の"井非模糊不清,而是了若指掌,

只是不大好解辞書了" ( ｢唆昧じやありませんよ､ちゃんと分っています､ただ説明し

にくいだけの事でさあ｣ )を言い換えるて､ 2文目で"大約是把自己吋灰的現象都叫俗調

肥''( ｢何でも自分の嫌いな事を月並と云うんでしょう｣ )という説明の形で述べられて

いる｡

3-2-2-1-6 書き手の視点が変化するとき

ここで言う視点とは視線が注がれるところである｡連続する2つの文において､ 2文

目の主題は書き手の視点が変化するとき､同時に顕現する必要があるようである｡この

ような例文は18例中4例があった｡

データ1 : (002), (011), (013), (025)

以下で例(002)､ (011)について検討する｡

(002)主△旦鼻の下の黒い毛を捻ながら吾輩の顔をしばらく眺めておったが､やがてそ

んなら内-置いてやれといったまま奥-這入ってしまった.主△旦あまり口を聞か

ぬ人と見えた｡

主△将着鼻下那丙撤黒鯛,蒋咽家法副尊容瑞祥了一会ノし説;"那就把官収留下肥!
"

説貿,回虜去了.主△似乎是十言淡不多的人,･-(顕･義) 《我》①

(oll)またいわんや同情に乏しい のごと
､相互を残りなく解するという

が愛の第一義であるということすら分らない男なのだから仕方がないo盈逆性の悪

い牡蛎のごとく書斎に吸い付いて､かつて外界に向って口を開いた事がない｡

更何況我家主人者流,達同情心都没有,郷里述憧得``彼此深刻了解是愛的前提"迭

些道理?述能指望他什ム?地像十品格低劣的牡蛎似的泡在弔虜里,仇不対外界升口,

-(顕･義) 《我》①

(002)では､先行文は､主題"主人" ( ｢主人は｣ )について"挿着鼻下那丙撒黒鯛,棉

咽家法副尊容瑞祥了一会)L説… ``那就把宮坂留下肥! "説岩,回虜去了"と解説してい

る｡つまり､自分の目で見た事実を述べているのであるが､ 2文目では､その自分の視

点から離れ､他の人に視点が移ってしまう.そこでは､一般の人の主題"主人" ( ｢主

人は｣ )に対する感じ方が述べられている｡ (011)では､先行文は書き手が自分の視点か

ら､主題"我家主人者流" ( ｢吾輩の主人のごときは｣ )について"達同情心都没有,郷

里述懐得``彼此深刻了解是愛的前提"迭些道理?述能指望他什ム?" ( ｢相互を残りな
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く解するというが愛の第一義であるということすら分らない男なのだから仕方がな

い｣ )と解説しているが､ 2文目は同じ主題"他" ( ｢彼は｣ )について一般的な人が考え

た客観的な事実で表現し､ "像十品格低劣的牡蛎似的泡在弔虜里,仇不対外界升口" (｢性

の悪い牡蛎のごとく書斎に吸い付いて､かつて外界に向って口を開いた事がない｣ )と

説明している｡

3-2-2-1-7 並立的に解説するとき

この文例は18例中1例しか見つからなかったが､しかし主題が顕現されることによ

って得られる効果は``顕著である"と言える｡これについて以下で説明する｡

(030)盤追巨人引力である.盈追強い.

也便是巨人`引力'.盤根強大, -(顕･窓) 《我》①

(o30)では､ 2つの文は同一の主題"他" ( ｢彼は｣ )について"是巨人`引力'" ( ｢巨

人引力である｣ )､ "根強大''( ｢強い｣ )と解説している｡ここで､ 2文目は先行文と並

立して､同一の主題"他" ( ｢彼は｣ )について解説するように見える｡この場合､日本

語も中国語も2文目の主題"他''( ｢彼は｣ )が顕現される｡しかし､この2文目の同一

主題"他" ( ｢彼は｣ )の省略が全く不可能というわけではない｡つまりこの連続する2

つの文で､省略されずに再び主題として提示される方が､主題"他" ( ｢彼は｣ )の属性

を叙述する内容についてより強調されて説明されるようである｡そして､他の人との比

較をより強調して示すことにもなるようである｡

以上のような日中対訳例文において､ ｢既に談話(前文)に現われた指示物に関する情

報を与える文のとき｣､ ｢時空間的なギャップが存在するとき｣､ ｢他の登場人物が介在す

るとき｣､ ｢文脈が不整合のとき｣､ ｢会話(文)の内容が急に飛ぶ､或いは語り様式が変化

するとき｣､ ｢書き手の視点が変化するとき｣､ ｢並立的に解釈されるとき｣という7つの

条件の内どれか1つを満たすとき､日本語においても中国語においても主題が顕現され

るようである｡そして､主題を顕現することによって､ ｢文章にはっきりと切り目をつ

ける｣､ ｢書き手は読み手にトピックが変換したことをはっきりと知らせ､聞き手と新し

いトピックを共有することができる｣､ ｢直接的な意味関係が認められない文ではそのま

とまりの区分に混乱を生じ､不整合になるのを避ける｣という効果が得られるようであ

る｡

312-2-2 中国語では1つの複文となる場合

連続する2つの文において､日本語では主題が顕現される場合でも､それに対応する

中国語では1つの複文となる文例もある｡このような対訳例文は52例の中2例があっ

た｡この2つの例文は中国語の複文における同一主題の場合として同じく見られるよう
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である｡しかし､ (006)では複文の主語が最後の分句にだけ現われているのに対し､ (031)

では複文の主語が最初の分句にだけ現われている｡

データ: (006), (031)

(006)皇室追自白する｡孟輩追猫として決して上乗の出来ではない.

旦坦率地説,身カー只猫,塩基井非仮表非凡,
-

(031)盈蛙強いo盈追万物を己れの方-と引く.盈追家屋を地上に引く｡

盤根強大,将万物引向自己身辺.旦也将房屋引向地面, -

『吾』

《我》①

『吾』

《我》①

以上のような2つの日中対訳文において､日本語では2文目の主題が顕現される場合､

中国語ではこのような短い2つの文を1つの複文に訳され､その同一の主題が複文の主

語として文頭か文の最後に一回も現れればよいと考えられる｡

3-2-2-3 中国語では2文目が多数文となる場合

連続する2つの文において､日本語では主題が顕現される場合でも､中国語では2

文目を2つ(以上)の文に訳される例もある｡このような対訳文は52例の中に4例があ

った｡ここで､この4例を用いて､以下のような2つのタイプに分けている｡

3-2-2-3-1 2つの主題の顕現文となるとき

この文例は4例中3例である｡

データ: (057), (060), (061)

(057)主△追鼠色の毛布を丸めて書斎-投げ込む.やがて下女が持って来た名刺を見て､

主△.蛙ちょっと驚ろいたような顔付であったが､こちら-御通し申してと言い棄て

て､名刺を握ったまま後架-這入った｡

主△也巻起鼠皮色毛塩,将官折辻弔虜o少頃,主△看辻女イト舎来的名片,略有慣色.

地口里扮附辻客,却手車名片走法了廟所｡ 《我》①

(060) ｢十年立つうちには大分違うもんだな｣と主人は鈴木君を見上げたり見下ろした

りしている｡鈴木君は頭を椅麗に分けて､英国仕立のトウイ-ドを着て､派手な襟

飾りをして､胸に金鎖りさえピカつかせている体裁､どうしても苦沙弥君の旧友と

は思えない｡

"十年当中,体変化根大呼!"主人上下打量着玲木先生｡監査星杭的是漂亮的分笈;
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穿的是英国戸的毛料西装;系的是学雨的領帝;胸前桂一条光r^1r^1的金縫.辻夙度,

元捻如何也叫人不敢相信也就是苦沙弥当年的旧友｡ 《我》①

(061)主人はこの不可思議な解釈を聞いて､あまり思い掛けないものだから､眼を丸く

して､返答もせず､鈴木君の顔を､大道易者のようにじっと見つめている.盤益基

旦こいつ､この様子では､ことによるとやり損なうなと貯づいたと見えて､主人に

も判断の出来そうな方面-と話頭を移す｡

主人祈了迭番寓奇的解梓,感到十分意外,便隆起眼晴,井不搭溝,像卦雑上的算命

先生似的,町住盆壷盟股｡堂壷心想‥迭十家伏!看祥子,弄不好我会白地膿的｡有

了迭樺的預感,也オ凋特講共,指向達主人也不碓倣出判断的活巷. 《我》①

3-2-2-3-2 1つの主題の顕現文と1つの主題の省略文となるとき

この文例は4例の中に1例しか見付からなかった｡

(056)主人がこの禿を見た時､第一彼の脳裏に浮んだのはむ望崖伝来の仏壇に幾世とな

く飾り付けられたる御灯明皿である.彼聖二峯埋真宗で､真宗では仏壇に身分不相

応な金を掛けるのが古例である｡

他友現送映禿癌,首先在脇海里内規的是地産租借都農神灯的灯碗,在悌伝上不知据

了多少華子.地金基信奉真宗｡.堂按老親矩,要把不合身扮的大把銭破費在悌転上.

《我》①

このような日中対訳文において､日本語では2文目の主題が顕現されるのに対し､中

国語ではその2文目を2つの主題の顕現文及び1つの主題の顕現文と1つの主題の省

略文に訳される場合､ 2文目については境界を設け､その文をより小さな単位に分割す

ることがあると考えられる｡

第3飾 中日対訳小説における主題の省略及び顕現の対応性

本節で中日対訳′J､説から採集した109例を用いて､連続する2つの文において､

中国語では2文目の主題が省略される場合と顕現される場合に､日本語では主題の省略

及び顕現が中国語とどのように対応するかについて検討する｡また､第2節を参考にし

て見ると､連続する2つの文において､日本語では主題が省略されるか顕現されること

に対して､中国語ではその連続する2つの文を1つの複文に訳されたり､ 2文目を2つ

(以上)の文に訳されたりすることという特徴があるようである｡従って､本節では中国

語の4つのパターンから両語の対応性を見てみる｡ここで､それぞれの用例数を以下の

表4にまとめて示す｡
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表4 中日対訳小説における対応性とその用例数

中国語

日本語訳

略題 顕題 1つの複文 多数(2つ以

上)文

特別な訳文

略題 10例 6例 13例 0例 0例

顕題 1例 51例 23例 3例 2例

3-3-1中国語では主題が省略される場合

3-3-1-1日本語も主題が省略される場合

中日対訳文において､中国語では2文目の主題が省略される場合､それを日本語に訳

されても､同じく主題が省略された例文は109例の中に10例があった.前述での3-2

-1-1と同じ､このことから中日両言語における主題の省略に共通点が見られる｡以

下で挙げられた対訳例文について､前述での分析を参考にし､予め検討して見たい｡

データ2 : (064), (065), (092), (098), (114), (116), (139), (164), (167), (170)

以下でその中の例(064)､ (170)について検討する｡

(065旭且井没有抗蹄他碗菌姓払只用手摸着左頬,和地保退出去了;.4t外面又被地保訓斥

了一番,謝了地保二百文酒銭｡ 《阿》

監旦蛙彼が槍姓である確証を弁解もせずに､ただ手を以て左の頬を撫でながら村役

人と一緒に退出したo望外-出るとまた村役人から一通りお小言をきいて､二百文

の酒手を出して村役人にお詫びをした.

(170)盈暗想我和掌拒的等級述根近眼,而且我イ｢1掌拒也仇不蒋菌香豆上魅旦又好笑,又不

耐煩,働働的答他道: "御り像教,不是草尖底下-十来回的回字JA?" 《孔》

わたし型番頭さんになるのはいつのことやら､ずいぶん先きの先きの話で､その上､

内の番頭さんは菌香豆という字を記入したことがない.虐そう思うと馬鹿々々しく

なって｢そんなことを誰がお前に教えてくれと言った｡草冠の下に同数の同の字だ｣

(065)では､主題"阿Q" ( ｢阿Qは｣ )はピリオドを越えて"外面又被地保訓斥了一番,

謝了地保二百文酒銭" ( ｢外-出るとまた村役人から一通りお′ト言をきいて､二百文の

酒手を出して村役人にお詫びをした｣ )まで影響を及ぼし､文をまとめる働きをしてい

ることが窺い知れる｡それは先行文の"阿Q" ( ｢阿Qは｣ )が主題として提示された事

を意味しており､文と文を繋げるという主題の基本機能が作用しているのである｡つま

り､それは､書き手である｢私の視点｣が､そこまで物語って続いて行くということを
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意味している｡この2つの連続する文において､先行文の主題"阿Q''( ｢阿Qは｣ )は

2文目の省略文に話題の導入機能として働いていると言える｡同様に､ (170)では､先行

文に主題"戟" ( ｢私が｣ )は､話題の導入機能の働きにより､後ろの文に結束を与えて

いる｡ 2文目では先行文の主題"我" ( ｢私が｣ )を受けて､主題が姿を表さない｡主題

の省略によって､ 2つの文の間に直接的な意味関係も認められるからである｡

以上で､中日対訳例文における中国語も日本語も主題が省略される例文について考察

した｡主題が省略された文は､その内容に制約注5)がないときに限って､最も主題性の

高い要素(主題)から優先されると考えられる｡ここで､両言語とも主題の省略の条件と

して認められている｡そして､主題の省略によって結び付けられた2つ(以上)の文は強

いまとまりを持った文の印象を与える｡

3-3-1-2 日本語では主題が顕現される場合

これは109例の中に1例しか見つからなかったタイプである｡ (103)では､前文の｢彼

に｣が指示物として現われ､これに関する情報を更に説明する時に主題化されて2文目

の主題となって顕現される｡ここで､ (103)のような連続文は日本語の主題の顕現条件

における｢既に談話(文章)に現れた指示物に関する情報を与える文の場合｣に属するも

のであると考えられる｡しかし､このような連続文を中国語に訳すると､ 2の文の前後

関係に影響が与えられず2文目の主題が省略されても意味は通じる｡

データ2 : (103)

(103)然而着一次的姓利,却又便地有些昇樺..4t新釈然的-t了大半天,新法土谷伺,-

《阿》

しかしながらこの一同の勝利がいささか異様な変化を盈追与えた.盤追しばらくの

間ふらりふらりと飛んでいたが､やがてまたふらりと土穀嗣に入った｡

このような対訳文を見てみると､中国語の主題の省略について1つの特徴が見られる｡

すなわち､連続する2つの文において､ 2文目が｢既に先行文に現れた指示物に関する

新たな情報を与える文｣のときには､日本語では2文目の主題が顕現されるのに対し､

それに対応する中国語ではそれが省略できるようだと言うことである0

3-3-2 中国語では主題が顕現される場合

3-3-2-1日本語も主題が顕現される場合

中日対訳文において､中国語では主題が顕現される場合､それを日本語に訳されると､

主題が顕現される例文は109例の中に51例があった｡前述での3-2-2-1と同じ､

ここから両言語における主題の顕現に共通点が見られる｡以下で挙げられた対訳例文に
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ついて､前述での分析を参考にし､予め検討して見たい｡

3-3-2-1-1既に先行文に現われた指示物に関する情報を与える文のとき

この用例は51例中18例である｡

データ2 : (068), (071), (073), (084), (085), (097), (119), (128), (130), (132), (135),

(138), (142), (145), (148), (156), (158), (165)

以下で(068)､ (071)について検討する｡

(068)又偶若也有一位老兄或令弟叫阿富,邦一定是阿貴了;而也又只是-十人‥写作阿黄,

也没有佐証的. (顕･義) 《阿》

もしまた盤追一人の兄弟があって阿富と名乗っていたら､それこそきっと阿貴に違

いない.しかし盈追全くの独り者であってみると､阿貴とすべき左証がないo

(071)有-十老共子項揚悦‥ "盟且真能倣!''迭吋且且赤着席働洋洋的痩伶什的正在他面

前,
-(顕･義) 《阿》

あるお爺さんが藍色皇もちやげて｢お前は何をさせてもソツが無いね｣と言ったo

この時､坦皇道ひじを丸出しにして(支那チョッキをじかに一枚著ている)無性臭

い見すぼらしい風体で､お爺さんの前に立っていた｡

(068)では"他" ( ｢彼に｣ )が先行文に目的語の対象として現われ､ 2文目になって､

さらに"他" ( ｢彼に｣ )について"只是一十人:写作阿貴,也没有佐証的" ( ｢全くの独

り者であってみると､阿貴とすべき左証がない｣ )のような情報を説明しようとしたた

め､主題化されて2文目の主題"他" ( ｢彼は｣ )として提示されている｡同様に､ (071)

では､ "阿Q" ( ｢阿Qを｣)が既に先行文で目的語の対象として現われ､ 2文目になって､

それについて､ "赤着席働洋洋的痩伶什的正在他面前" ( ｢ひじを丸出しにして(支那チ

ョッキをじかに一枚著ている)無性臭い見すぼらしい風体で､お爺さんの前に立ってい

た｣ )という情報を与えているときに2文目の主題"阿Q" ( ｢阿Qは｣ )を顕現する必要

がある｡

3-3-2-1-2 節が挿入されるとき

これについての用例は51例中1例である｡以下で､この例文を挙げて見てみたい｡

データ2 : (152)
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(152也正呪猛然同一十人仇対面逃来了.且且-香,便起紫翻身躍着逃.(顕･義) 《阿》

盤庄聞耳立てていると､いきなり一人の男が向うから逃げて来た.盤追それを見る

とすぐに跡に扱いて馳け出した｡

(152)では､先行文の主題"他/阿Q''( ｢彼は/阿Q｣ )が2文目で現われるとき､

挿入した分節- "阿Q-看''( ｢彼はそれを見ると｣ )の主語となる同時に､文全体の主

題にもなって提示されている｡この場合､ 2文目の主題"他/阿Q" ( ｢彼は/阿Q｣ )

が顕現されるようである｡そして､主題が顕現されることによって､この主題について

の解説は強調されるようである｡

3-3-2-1-3 時空間的なギャップが存在するとき

これに対応する例文は51例中11例である｡以下でその中の例(086)､ (102)について

検討する｡

データ2 : (086), (102), (112), (117), (124), (129), (141), (151), (154), (155), (159)

(086)也迂回オ有些感到失敗的苦痛了.但也立刻特赦力魅了.(顕･義) 《阿》

盈追今度こそいささか失敗の苦痛を感じた.けれど盤追失敗を転じて遂に勝ちとし

f=.

(102)凪且更得意,而且力満足邦些賞釜家起凪再用力的一行,オ故事.也迭一成,早望却了

王朝,也忘却了備洋鬼子,似乎対干今天的一切"晦汽''都推了仇; (顕･義) 《阿》

盟旦追いっそう得意になり､見物人を満足させるために力任せに一捻りして彼女を

突放した.鎚この一戦で王のことも偽毛唐のことも皆忘れてしまって､きょうの

一切の不運が報いられたように見えた｡

(086)では､先行文の"感到失敗的苦痛了" ( ｢失敗の苦痛を感じた｣ )の後に､ "立刻"

( ｢直ぐに｣ )という時間副詞を用いていると言っても､しかし､現実で､少しでも時間

を経たないと､ 2文目の"特赦力魅了" ( ｢失敗を転じて遂に勝ちとした｣ )という行動

が行われない｡即ち､時間的な間隔が存在する｡同様に､ (102)では､先行文の"更得

意,而且力満足那些賞釜家起凪再用力的一行,オ放手" ( ｢いっそう得意になり､見物人

を満足させるために力任せに一捻りして彼女を突放した｣)と､ 2文目の"早望却了王朝,

也忘却了侶洋鬼子,似乎対干今天的一切"晦汽"都振了仇"( ｢この一戦で王のことも偽

毛唐のことも皆忘れてしまって､きょうの一切の不運が報いられたように見えた｣ )の

間にも時間間隔が存在する｡よって日本語においても中国語においても主題が顕現され

るようである｡
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3-3-2-1-4 他の登場人物が介在するとき

この文例は51例中7例である｡以下でその中の例(077)､ (095)､ (101)について検討

する｡

データ2 : (077), (095), (101), (106), (121), (123), (146)

(077)凶ム述不完,只捺他,干是鋒而至干打.阿Q在形式上打敗了,被人鰍住黄輝子,在壁上

礎了四五十哨共,囲△迭オ心清一足的得姓的走了,
-

(顕･義) 《阿》

園△崖追まだやめないで彼をあしら去ていると､遂に打ち合いになる.阿Qは形式
上負かされて黄色い群子を引き張られ､壁に対して四つ五つ鉢合せを頂戴し､盟△

追ようやく胸をすかして勝ち憤って立去る.

(095)盟且以力他要逃了,拍迭去就是一挙.法華失速未迭到身上己軽被他抑住了,只一粒,

且且塊根由地的鉄述去,
-

(顕･義) 《阿》

相手が逃げ出すかと思ったら､掴み掛って来たので､盟良j主拳骨を固めて一突き呉

れた.その拳骨がまだ向うの身体に届かぬうちに､腕を抑えられ､盟旦旦よろよろ

と腰を浮かした｡

(101)酒店里的人大笑了.盟且看兄自己的励地得了英切,便愈加共高来烈起来:"和尚功得,

我功不得?"地租住伊的面頬.(顕･義) 《阿》

酒屋の中の人は大笑いした.己れの手柄を認めた国包旦ますますいい気になってハ

シャギ出した. ｢和尚はやるかもしれねえが､おらあやらねえ｣盈追､彼女の頬ぺ

たを摘んだ｡

(077)では､先行文で主題"閑人''( ｢閑人達は｣ )について解説しているが､ 2文目に

なって､同一主題である"閑人" ( ｢閑人達は｣ )は"阿Q" ( ｢阿Qは｣ )という他の登

場人物が介在することによって､再び提示されている｡ここで､もし``閑人" ( ｢閑人

達は｣ )が省略されると､ 2文目の"心清一足的得姓的走了( ｢胸をすかして勝ち慢って

立去る｣ )という行動は誰についての解説であるかが､ "阿Q"が登場することにより､

不明になる｡ (095)では､同一主題"阿Q" ( ｢阿Qは｣ )が2文目になっても顕現されて

いる｡それも2文目の"他" ( ｢彼｣ )が登場することにより､顕現される必要があると

言える｡この例文で､中国語は``他''という登場人物が現われているが､日本語の場合

は｢腕を抑えられ｣という受身動詞が使用されているから､ ｢彼｣が現われなくても読

み取れる｡同様に､ (101)では､ 2文目の会話文の中に､ "和尚" ( ｢和尚は｣ )という他

の登場人物が存在するために､主題"他" ( ｢彼は｣ )が顕現される｡
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3-3-2-1-5 文脈が不整合のとき

この用例は51例中7例である｡以下でその中の例(083)について見てみる｡

データ2 : (083), (087), (088), (143), (147), (150), (166)

(083)且且以如是等等秒法克月艮怨故之后,便愉快的抱到酒店里喝JL碗酒,又和別人凋笑-

通,口角一通,又得了姓,愉快的回到土谷伺,放到共睡着了.侶便有銭,血便去押牌宝,

-(顕･義) 《阿》

盟皇道こういう種々の妙法を以て怨敵を退散せしめたあとでは､いっそ愉快になっ

て酒屋に馳けつけ､何杯か酒を飲むうちに､また別の人と一通り冗談を言って一通

り喧嘩をして､また勝ち憤って愉快になって､群子土穀雨に帰り､頭を横にするが

早いか､ぐうぐう睡ってしまうのである｡

もしお金があれば盈蛙博突を打ちに行く.

(083)は､先行文に主題``阿Q''( ｢阿Qは｣ )について､ "以如是等等秒法克服怨敵之

后,便愉快的抱到酒店里喝JL碗酒,又和別人調笑-過,口角-過,又得了姓,愉快的回到土

谷伺,放到共睡着了" ( ｢こういう種々の妙法を以て怨敵を退散せしめたあとでは､いっ

そ愉快になって酒屋に馳けつけ､何杯か酒を飲むうちに､また別の人と一通り冗談を言

って一通り喧嘩をして､また勝ち慢って愉快になって､幹子土穀雨に帰り､頭を横にす

るが早いか､ぐうぐう睡ってしまうのである｣)の説明が述べられ､2文目になって､ "償

便有銭,他便去押牌宝" ( ｢もしお金があれば彼は博突を打ちに行く｣ )という別の話が

出てくる｡つまり､ 2文目は先行文と直接的な意味関係が認められないので､主題が顕

現されるようである｡

3-3-2-1-6 語り様式が変化するとき

この用例は51例の中に3例があった.以下で､その中の(075)について検討する.

データ2 : (075), (100), (140)

(075)一見面,他イr]便候咋吃慣的説‥"喰亮起来了. "且且照例的友了怒,他怒目而視了."顔

来有保険灯在迭卦"他イn井不伯.盟且没有法,只得男外想出振麦的請来: "体逐不配
"

(顕･義) 《阿》

ちょっと彼の顔を見ると彼等はわざとおッたまげて｢おや､明るくなって来たよ｣

盟旦追いつもの通り目を怒らして呪むと､彼等は一向平気で｢と思ったら､空気ラ

ンプがここにある｣アハハハハハと皆は一緒になって笑った.監旦追仕方なしに他

の復健の話をして｢てめえ達は､やっぱり相手にならねえ｣

･49-



(075)では､先行文に主題"阿Q" ( ｢阿Qは｣ )について､ "照例的友了怒,他怒目而視

了''( ｢いつもの通り目を怒らして呪むと､彼等は一向平気で｣ )と解説されている｡ 2

文目になって､ "没有法,只得男外想出扱麦的請来" ( ｢仕方なしに他の複勝の話をして｣)

という説明が述べられている｡ここで､ 2つの文の内容が同じであるが､ 2文目は語り

様式が少し変っているように見える｡この場合､ 2文目の主題が顕現されると考えられ

る｡

3-3-2-1-7 書き手の視点が変化するとき

このような用例は51例中4例があった.以下でその中の例(161)について見てみる.

データ2 : (069), (108), (160), (161)

(161)挙人老寄主張第一要捉粧,藍屋主張第一要示余.丑息近来根不蒋挙人老苓放在眼里

了,-(顕･義) 《阿》

挙人老爺は賦品の追徴が何よりも肝腎だと言った､少尉殿はまず第一に見せしめを

すべしと言った.少尉殿は近頃一向挙人老爺を眼中に置かなかったo

(161)では､先行文は書き手が自分の視点から､ "把息" ( ｢少尉殿は｣ )について"主

光第一要示企" ( ｢2文目は同一主題"把息" ( ｢少尉殿は｣ )について､ "近来根不蒋挙

人老苓放在眼里了" ( ｢まず第一に見せしめをすべしと言った｣ )と解説しているが､ 2

文目はまた"把息" ( ｢少尉殿は｣ )について､ "近来根不将挙人老苓放在眼里了" ( ｢近

頃一向挙人老爺を眼中に置かなかった｣ )という第三者の視点から述べられたものであ

る｡この場合､同一の主題でも2文になって主題が顕現されると考えられる｡

中日対訳文において､日本語も中国語も主題が顕現される例文について分析して見る

と､主題の顕現文において､ ｢既に談話(前文)に現われた指示物に関する情報を与える

文のとき｣､ ｢節が挿入されるとき｣､ ｢時空間的なギャップが存在するとき｣､ ｢他の登場

人物が介在するとき｣, ｢文脈が不整合のとき｣､ ｢会話(文)の内容が急に飛ぶ､或いは語

り様式が変化するとき｣､ ｢書き手の視点が変化するとき｣という7つの条件の内どれか

1つを満たすとき､日本語も中国語も主題の顕現が必要となるようである｡そして､主

題を顕現することによって､ ｢文章にはっきりと切り目をつける｣､ ｢書き手は読み手に

トピックが変換したことをはっきりと知らせ､聞き手と新しいトピックを共有すること

ができる｣､ ｢直接的な意味関係が認められない文ではそのまとまりの区分に混乱を生じ､

不整合になるのを避ける｣という効果が得られるようである｡
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3-3-2-2 日本譜では主題が省略される場合

これも両言語における主題の省略及び顕現の相違の1つであると言える.中日対訳文

において､それに対応する用例は109例の中に6例があった｡この6例を用いて､以

下のように2つのパターンに分けられる｡

3-3-2-2-1時間的な前後関係が存在するとき

この例文は6例中1例である｡以下でその例文を挙げて見てみる｡

データ2 : (113)

(113)且且丙手去抱共,拍的正打在指苛上,迭可視有-些痛.地神出厨房口,傍悌背上又着

了-下似的･ (顕･義) 《阿》

盈廷両手を挙げて頭をかかえた.

当ったところはちょうど指の節の真上で､それこそ本当に痛く､虐夢中になって台

所を飛び出し､門を出る時また一つ背中の上をどやされた.

(113)では前後文間に時間的な間隔が存在するために､中国語では2文目の同一の主

題"他/阿Q''( ｢彼は/阿Qは｣ )を補わないと､ 2文目の解説は何についての話であ

るかが不明確になる.一方､日本語では先行文の主題｢彼は｣を受けて､ 2文目の同一

の主題｢彼は｣が姿を表さなくても､ 2文目が誰について解説しているのかが解るよう

である｡そして､主題が省略されることによって､ 2文目は先行文と緊密に繋がってい

るようである｡

3-3-2-2-2 強訴されるとき

この例文は6例中5例である｡以下で､その中の例(099)について検討する｡

データ2 : (099), (144), (153), (162), (171)

(099)盟且便在平吋,看兄一定要睡葛,而況在屈辱之后嘱?也干是友生了回怯,又友生了改代

了･ (顕･窓) 《阿》

藍皇道ふだんでも彼女を見るときっと悪態を吐くのだ.旦ましてや屈辱のあとだっ

たから､いつものことを想い出すと共に敵慌心を喚起した.

(099)では､ 2文目の同一の主題"他(阿Q)" ( ｢阿Qは｣ )が顕現されることによって､

"友生了回怯,又友生了政情了" ( ｢友生了回怯,又友生了改代了｣ )という解説が強調さ

れている｡また､このような例文で､しばしば､ 2文目の同一の主題は第3人称代名詞
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"他/地" ( ｢彼/彼女｣ )がよく使われるようである｡

中日対訳文における以上のような用例を見てみると､ 2文間が時間的な前後関係が存

在するとき及び2文目の主題についての解説を強調するとき､日本語は主題が省略でき

るのに対し､中国語は主題を顕現するようである｡

3-3-3 中国語では1つの複文となる場合

3-3-3-1 日本譜では主題が省略される場合

中日対訳用例において､日本語では主題が省略されることに対し､中国語の原文では

1つの複文が現われている用例がある｡このような用例は採集した109例の中に13例

があった｡この13例が以下のような2つのパターンに分けて見られる｡

3-3-3-1-1同一主語の場合

複文の主語が全て同一のものである場合､その複文の主語が最初の分句にだけ現われ

るときがある｡それに対応する例文は13例中に11例があった｡

データ2 : (067), (070), (078), (081), (094), (109), (125), (133), (157), (163), (169)

3-3-3-1-2 異なる主語の場合

複文の主語が異なる場合､前の分句の目的語を受けるときがある｡つまり､前にある

分句の目的語が次の分句の主語になる｡このような例文は13例中に1例があった｡

データ2 : (076)

(076)又併悌在他共上的是一秤高尚的光栄的盛去塵,.4!井非平常的療共癌了;《阿》

この時こそ､彼の頭の上には一種高尚なる光栄ある査があるのだ..4tふだんの斑ら

禿とは違う｡

また､各分句の主語が互いに交錯するとき､複文の主語を補わなければならない｡そ

れは複文の中には､各分句の主語が互いに交錯していて､文中に現れていない主語をよ

く見極めないと､前文の意味を正確に理解できないからである｡それに対応する例文は

1例があった｡

データ2 : (096)

(096)在盟且的記怯上,迭大約要算是生平第一件的屈辱,国力王朝以錆膿朝子的映点,向来
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只被他案落,.4t仇没有美落他,更不必説功手了. 《阿》

盟良旦記憶ではおおかたこれは生れて初めての屈辱といってもいい､王は顎に絡ま

るの欠点で前から阿Qに侮られていたが､阿Qを侮ったことは無かった..4tむろん

手出しなど出来るはずの者ではなかったが､ところが現在遂に手出しをしたから妙

だ｡

3-3-3-2 日本譜では主題が顕現される場合

日本語は2文目の主題が顕現される場合､中国語の複文において､それぞれの分句の

主語が全て現れるときもある｡このような対訳用例は109例中23例があった.ここで､

この23例を用いて､中国語の複文(一般的に複数の分句から成る文)はどのような特徴

を持っているかについて2つに分けて説明する｡

3-3-3-2-1同一主語の場合

主語が最初の分句にだけ現われる例文は23例中8例である｡

データ2 : (079), (089), (091), (093), (111), (115), (120), (136)

また､それぞれの分句の主語が全て現れるときもある｡このような場合は主語を強調

する働きがあるものと考えられる｡それに対応する例文は23例中7例である｡

データ2 : (066), (072), (080), (082), (118), (131), (149)

3-3-3-2-2 異なる主語の場合

前にある分句の目的語が次の分句の主語になる例文は23例の中に3例があった｡

データ2 : (104), (110), (134)

また､ある分句の主語の従属性定語を受けるとき､つまり､前にある主語の定語が彼

の文句の主語になる例文がある｡それに対応する例文は23例の中に2例があった｡

データ2 : (122), (126)

さらに､各分句の主語が互いに交錯するために全て現れるときの例文は23例中3例

である｡
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データ2 : (105), (107), (137)

また更に､前にある分句の主語が後の文句のある成分の影響を受けて文中に現われな

い場合もあると思うが､このタイプの用例も同様の理由で分析用例の中には見出されな

かった.

以上のように,中国語では複文の各分句の主語が文中に現れなかったり､一致しな

かったりする現象が見られる｡また､特に強調するためであれば､それぞれの分句の主

語が全て現れるときもある｡しかし､各分句の主語が異なる場合には､文意が明確で誤

解を生じる可能性がない時にのみ,ある分句の主語は省略が可能であり､そうでなけれ

ば省略はかなり抑制されるようである｡それに対して､日本語はこのような1つの複文

をピリオドで2つの文に分けて表わすのが常態であるようである｡即ち､中国語の1

つの複文で起こる主語の省略という現象は､日本語の連続する2文で起こる主題の省略

とは対照的であると言える｡

3-3-4 中国語では2文目が多数文となる場合

中国語では2文目が多数文となる場合､日本語では2文目の主題が顕現される場合が

ある｡このような対訳例文は109例の中に3例があった｡ここで､以下のような3つ

に分けて見てみたい｡

3-3-4-1 2つの主題の顕現文となるとき

(074)一犯祐,不同有心与天心,盟且便全癌通紅的友起怒来,倍量了対手,口納的他便笥,b--I

力小的他便打:然而不知忠ムー回事,息述是盟且吃号的吋候多.干是也漸漸的交換了

方針,大抵改力怒目而祝了. 《阿》

そういう言葉をちょっとでも洩そうものなら､それが故意であろうと無かろうと⊥

藍皇道たちまち頭じゆうの禿を真赤にして怒り出し､相手を見積って､無口の奴は

言い負かし､弱そうな奴はなぐりつけた.しかしどういうものかしらん､結局藍色

公やられてしまうことが多く､彼はだんだん方針を変更し､大抵の場合は目を怒ら

して悦んだ｡

3-3-412 3つの主題の顕現文となるとき

(090也干是井排坐下去了･イ尚是別的閑人イn,且且本不敢大意坐下去.但法王胡寿辺,也有

什ム伯堀?老実説:也肯坐下去,筒宜述是拾挙他. 《阿》

そこで盤道側-行って並んで坐った.これがもしほかの人なら匝皇道もちろん滅多
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に坐るはずはないが､王の前では何の遠慮が要るものか､正直のところ阿Qが坐っ

たのは､つまり彼を持上げ奉ったのだ｡

3-3-4-3 1つの主題の顕現文と1つの主題の省略文となるとき

(168)祈人家背地里淡槍,塾主皇原来也凌辻弔,1B鋒干没有法学.又不会菅生;干是愈辻愈免

弄到将要吋坂了｡幸而写得一等好字.辺替人家抄抄弔,挨-碗坂吃｡可借地又有-秤

杯牌JE=l,便是好喝働倣.旦坐不到九九便達人和弔籍紙弛篭軌-斉失鼠 《孔》

人の噂では､孔乙己畦書物をたくさん読んだ人だが､学校に入りそこない､無職で

暮しているうちにだんだん貧乏して､乞食になりかかったが､幸いに手すじがよく

字が旨く書けたので､あちこちで書物の浄写を頼まれ､飯の種にありつくことが出

来た.ところが盤立退一つの悪い癖があって､酒が大好きで飲みだすと怠け出し､

注文主も書物も紙も何もかも､たちまちの中に無くしてしまう｡

また､ (127)､ (172)のような特別な文例も見つかった｡これらは訳し方の問題もある

が､ (127)では､日本語も中国語も同一の主題"他/阿Q" ( ｢彼は/阿Qは｣ )が省略さ

れず顕現されている｡しかし､日本語は2文目で主題｢彼は｣について｢直覚的に彼の

｢食を求める｣道はこんなまだるっこいことではいけない思ったから､遂に静修庵の垣

根の外-行った｣と解説している｡それに対応する中国語は､ 2文目の主題``他" ( ｢彼

は｣ )について単に"鋒干走到静修庵的堵外了''( ｢遂に静修庵の垣根の外-行った｣ )

としている｡ (172)では､日本語は2文目で｢その手を見ると泥だらけで､足で歩いて

来たとは思われないが､果してその通りで｣という分節が現われているのに対して､中

国語の場合は､ "兄他端手是泥,原来他使用法手走来的"という分節が先行文に表わされ

ている｡

(127)且且井不賞釜迭田家床,却只是走,因力他知覚的知道迭与他的"求食"之道是根迂

遠的･但也鋒干走到静修庵的堵外了. 《阿》

盟且蛙この田家の楽しみを鑑賞せずにひたすら歩いた.盤追直覚的に彼の｢食を求

める｣道はこんなまだるっこいことではいけない思ったから､盤追遂に静修魔の垣

根の外-行った｡

(172)我温了酒,端出去,放射1楼上也仇破衣袋里摸出四文大観放在我手里,見地横手是

泥,原来他便用法手走来的｡不一会,也喝完酒,便又在勇人的説笑声中,坐着用迭手慢慢

走去了. 《孔》

わたしは欄した酒を運び出し､閉の上に置くと､盤追破れたポケットの中から四文

銭を掴み出した.その手を見ると泥だらけで､足で歩いて来たとは思われないが､
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果してその通りで､盤追みなの笑い声の中に酒を飲み干してしまうと､たちまち手

を支えて這い出した｡

以上のような中日対訳用例を見てみると､日本語では2文目の主題が省略されたり､

顕現されるのに対し､中国語では2つの主題の顕現文及び3つの主題の顕現文となるも

のと1つの主題の顕現文と1つの主題の省略文となるものに訳される場合もあるようで

ある｡このときも, 2文目については境界を設け､その文をより小さな単位に分割する

ことがあると言える｡

第4飾 翻訳文が訳者間で一致しないもの

前述で中日対訳小説から採集した63例の中に､中国語では訳者の文章に対する理解

の差異によって訳者間が一致しないものがあると述べた｡このような用例は63例中11

例である｡本節で日本語では主題が省略される場合と主題が顕現される場合の2つに分

けて､それぞれに対応する対訳文を挙げて検討して見たい｡まず､その用例数を以下の

表5にまとめて示す｡

表5 翻訳文が訳者間で一致しないものの用例数

日本語

中国語

略題 顕題

どちらもある(略題/顕題) 10例 1例

3-4-1日本語では主題が省略される場合

日本語では2文目の主題が省略される用例において､中国語では訳者間が一致しない

例文は11例中10例である｡

データ1 : (001), (007), (009), (021), (023), (027), (028), (034), (039), (040),

この中から以下のような3例を挙げて､訳者の訳し方の相違について独自の考えで分

析して見たい｡

(001)宣輩追池の前に坐ってどうしたらよかろうと考えて見た.旦別にこれという分別

も出ない｡ 『吾』

旦良基蹄在池畔,思量着如何是好,.Q却想不出十好主意. 《我》①/ 《我》③

盈坐在池塘前号思起来: "我咳窓^il亦堀?"選一吋想不出好注意来. 《我》②

(009)互生追彼と近付になってから直ぐにこの呼吸を飲み込んだからこの場合にもなま
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じい己れを弁護してますます形勢をわるくするのも愚である｡空いっその事彼に自

分の手柄話をしやべらして御茶を濁すに若くはないと思案を定めた｡

空自仇和他泥熟以来,曳塞立刻掌握了迭十決努｡像現在迭秤場合偶若硬是力自己舛

折,形勢将越弄越僅,邦可太蛮..gt莫如索性任地大塊而特沸自己的光栄史,暫且敷

街官凡句｡ 《我》①

盈和他接近后,立印掌握了迭十決努,所以両脇迭神場合,如果硬要力自己料解,邦就

会便形勢交得益友対自己不利,自然是剣不来.干是丑盈算着:不如干脆辻他吹-通辻

夫斬将的功労,蒋他座付辻去算了. 《我》②

丑躍他接近以后,立刻就明白了迭十決努.現在也是-秤,要是不痛不痔地替自己舛折

把形勢越弄越杯,反而是最不聴明的. J2倒不如辻他自吹白描一番敷街辻去的好.

《我》③

(023)宣輩追猫には相違ないが物の情けは一通り心得ている.旦うちで主人の苦い顔を

見たり､御三の剣突を食って気分が勝れん時は必ずこの異性の朋友の許を訪問して

いろいろな話をする｡

不錯,塩屋是猫;但対干男女之情,却也略知-二.R在家里毎当兄到主人的突喪股､

或是遭到女イト的責苛而心共不快吋,定要井坊部位男性好友,向地傾辞表腸｡

《我》①

盈旦是猫)し,却是解得夙情軌在家里,毎当選看兄主人関沢的股或受到阿三番意的対

待而情緒郁陶吋,息要去坊向迭位昇性朋友,互相柳天. 《我》②

逸見然不辻是-只猫,但却不是不通情意的.毎当看到主人的愁眉異腹,或者受了阿三

的寅男,心里慾内的吋候,盈就必定去坊向迭位男性朋友聯天. 《我》③

(001)において､日本語は1文目の主題｢吾輩は｣を受けて､ 2文目では主題が姿を表

さないのに対して､中国語の方は､ 《我》②の2文目の主題"戟"を補っいる｡ここで,

訳者は主題を顕現させることによって､ 2文間での時間的なギャップを表現しているよ

うに見える｡また､ 《我》①では主題"咽家/我''を受けて､ 2文目末までかかってき

て､ 2つの文を緊密に繋いでいる｡従って､ 《我》②の訳文はより不適当であるように

思う｡ (009)では､ 2つの文間に因果関係があり､主題｢吾輩は｣は単に1文目の内容

に関わるだけではなく､ピリオドを越えて2文目｢-と思案を定めた｣にも関わること

によって､この2つの文に強いつながりをつけている｡中国語訳の場合は例(016)を参

考にして見れば､主題の省略が可能である｡ 《我》①と《我》 ③の訳文はそれに対応し

ている｡しかし､ 《我》②の訳文が省略されないことについて考えてみたい｡ 《我》③の

訳文で2文目の始めに"干是盈盈算着: -''(従って､私は思案を定めた)という話から

始まった.中国語の文章で使われている冒号｢ :｣ (コロン)が動詞の後ろに置かれてい

る｡中国語の冒号(コロン)について『中国語⇔日本語翻訳』は｢冒号とは一つの句の中

の､やや大きな停頓を示すもので､その下にまとまった思想内容を従えるものである｣
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と言う｡したがってこの冒号によって､ 2つの文の間隔が少し広げられ､ 2文目の主題

"我''( ｢吾輩は｣ )が顕現させられるからであると考えられる｡ (023)の2つの文間が

｢前提一帰結｣という関係にあるように見える｡ 1文目の属性叙述文は文連続で叙述す

る要素を導入する働きを果たす｡ 2文目の事象叙述文は先に設定された属性を帯びた主

題が動くという展開の機能を果たすと考えられる｡この型の主題が省略されやすいとい

う現象が現れているように思う｡一方､中国語訳文において､ 《我》②と《我》 ③は主

題が省略されずに顕現させている｡この主題``我''( ｢吾輩は｣ )の省略を選択した場合

と顕現を選択した場合では解釈が異なるようである｡主題が省略された場合､ 2文の関

係は緊密に繋がれ､ "咽家対干男女之情略知-二" ( ｢吾輩は物の情けが一通り心得てい

る｣ )という事とは2文目で述べたことである｡主題を顕現させた場合､ "咽家対干男女

之情略知-二" ( ｢吾輩は物の情けが一通り心得ている｣ )と言えば他にもあると示唆し

ているように思う｡

3-4-2 日本譜では主題が顕現される場合

それに対応する例文は172例中1例である｡ (008)において､日本語では2文目の主

題｢吾輩は｣が｢語り様式の変化｣という条件によって顕現されるが､その中国語の訳

文の場合は《我》 ①では､それが省略され､ 《我》②と《我》 ③では顕現されている｡

《我》②では2文目を2つの文に分けて､それぞれに主題"我"を顕現させて訳されて

いる｡ここで､ 《我》①の訳文は不適当であるように思われる｡日本語の原文と同じよ

うに前後文の語り様式が変化する場合等に2文目の主題が顕現されることがある｡なぜ

なら､もし2文目の主題"哨家"が省略されれば､誰について語っているかがはっきり

分からなくなるからである｡また､ 《我》②と《我》③の相違について､ 《我》③では

"カ了考察他元知到什J^2i程度" ( ｢彼がどのくらい無学であるかを試してみようと思っ

て｣ )という目的が強調され､主題"戟" ( ｢吾輩は｣ )について"躍他作了如下的回答"

( ｢左の問答をして見た｣ )と解説しているが､ 《我》②では感情形容動詞｢思う｣で切

って､ "悲" ( ｢思う｣ )を主題"戟"の後に付けて文頭に現わしている｡その主題"我''

( ｢吾輩は｣ )について"要試試官不学元木到何等程度" ( ｢彼がどのくらい無学である

かを試してみる｣ )と解説している｡次には､再び主題"戟"が提示され､それについ

て"和宮逆行了如下的対活" ( ｢左の問答をして見た｣ )と説明しているようである｡こ

こで､訳者は2つの文に分けることによって､境界を設け､その2文目を小さな単位に

分割しようとしたと考えられる｡

(008)皇室追彼の名を聞いて少々尻こそばゆき感じを起すと同時に､一方では少々軽侮

の念も生じたのである｡宣輩追まず彼がどのくらい無学であるかを試してみようと

思って左の問答をして見た｡ 『吾』

塩屋一昨官的名字,真有点替宮脇紅,井且萌友JL些軽蔑之意o R首先要測金一下他
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何等元知,対講如下:
-

《我》①

選一祈到官的名字,便党得有点不是滋味.同吋又対他有点蔑視之意.盈首先想到要試

試官不学元木到何等程度.干是,盈和宮逆行了如下的対話: -

《我》②

-祈他的名字,盈有些不安起来,同吋也起了凡分軽蔑之感.カ了考察他先知到什ム程

痩,盈就距他作了如下的回答: -

《我》③

これらの用例から､訳者の文章に対する理解の相違によって訳し方が異なる場合もあ

るようである｡どちらが適当であるかの判断は困難であるが､この中により適当である

訳文を選ぶことが出来るようである｡翻訳作品の中で起こった訳者間の不一致という現

象は､訳者が単なるひとつの言語の特徴､または習慣にのみこだわるのではなく､文の

性質､構文要素や表現意図などとも絡んでくるのではなかろうかと考える｡

第5飾 まとめ

第3章では日中(日中)対訳小説を用いて､その中から採集した172例について､日中

(中日)両言語における主題の省略及び顕現の対応性に関する対照研究を行った.本節で

は日中対訳例文(原文:日本語/訳文:中国語)と日中対訳例文(原文:中国語/訳文:日

本語)の2つに分けて､両言語間の主題の省略及び顕現に関する共通点及び相違点をま

とめておく｡

3-5-1日中対訳例文から見た両言語間の共通点及び相違点

日中対訳′ト説から採集した用例は172例中63例である.この中に､ 3人の訳者間の

文章(日本語の原文)に対する理解が一致するものは52例があり､一致しないものは11

例があった｡即ち､日本語では主題が省略され場合及び顕現される場合､中国語訳では

以下の表6にまとめたように対応している｡

表6 日中対訳小説における両言語の対応性とその用例数

日本語

中国語訳

略題 顕題

訳者間で一致する

もの(52例)

略題 9例 0例

顕題 10例 18例

1つの複文 5例 2例

多数(2つ以上)文 4例 4例

訳者間で一致しな

いもの(11例)

どちらもある(略題

/顕題)

10例 1例

日中対訳例文に関する考察から中日両言語における主題の省略及び顕現の規則性を
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まとめてみると､次のような共通点及び相違点があるようである｡

共通点:

1.日本語においても中国語においても主題が省略された文は､その内容に制約がない

ときに限って､最も主題性の高い要素(主題)から優先されるようである｡そして主題

が省略されることによって､結び付けられた2つ(以上)の文は強いまとまりを持った

文の印象を与えるようである｡

2.日本語においても中国語においても主題が顕現されるものとして､

(1)既に談話(前文)に現われた指示物に関する新たな情報を与える文のとき

(2)時空間的なギャップが存在するとき-一

(3)他の登場人物が介在するとき

(4)文脈が不整合のとき

(5)様式が変化するとき

(6)書き手の視点が変化するとき

(7)並立的に解説するとき

という7つの条件の内､どれか1つに該当するとき､日本語においても中国語におい

ても主題を顕現することができる｡そして､主題を顕現することによって､ ｢文章に

はっきりと切り目をつける｣､｢書き手は読み手にトピックが変換したことをはっきり

と知らせ､聞き手と新しいトピックを共有することができる｣､ ｢直接的な意味関係が

認められない文では､そのまとまりの区分に混乱を生じ､不整合になるのを避ける｣

という効果が得られるようである｡

相違点:

1.日本語においては主題が省略されるが､中国語では顕現されるものとしては､

(1)時間的な前後関係が存在するとき

(2)強調されるとき

の2つの場合があるようである｡

2.日本語においては主題が顕現されるが､中国語ではそれが省略されるものとしては､

既に談話(文章)に現れた指示物に関する新たな情報を与える文のときがある｡

3.日本語の連続文する2つの文では､ 2文目の主題が省略されてもピリオドを使って

前後文を繋げられるが､それに対応する中国語では2つの文を切らないで｢逗号｣ (コ

ンマ)で繋いで､前文の主語が2文目までかかっていく場合が多く見られる｡ここで､

中国語の1つの複文で起こる分句の主語の省略という現象は日本語の主題が省略さ

れた文で起こる主題の省略とは対照的であるようである｡そして､中国語の複文の各

分句の主語が同一の場合､その複文の主語が最初の分句にだけと､それぞれの文の主

語が全て現われるときもあるようである｡主語が全て現れるときに主語を強調する働
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きがあると考えられる｡また､異なる主語の場合に､各分句の主語を全て提示する必

要があるようである｡日本語では主題が顕現される場合､中国語の複文の各主語が同

一の場合､最初の分句にだけと最後の分句にだけ現われているときがある｡

4.日本語では2文目の主題が省略され､或いは顕現される場合､中国語では2つ(以上)

の文に訳される場合がある｡そして､日本語の2文目の主題が省略される場合､それ

に対応する中国語では､ 2つの主題の顕現文､ 3つの主題の顕現文と2つの主題の省

略文となるときがあるようである｡また､日本語の2文目の主題が顕現される場合､

それに対応する中国語では､ 2つの主題の顕現文､ 1つの主題の顕現文と1つの主題

の省略文となるときが見られる｡このようなとき､ 2文目の主題について解りやすく

解説するために､その境界を設け､その文をより小さな単位に分割することがあるか

らであると考えられる｡

なお､日中対訳小説から見た訳者間の不一敦について､訳者の文章に対する理解の差

異によって訳し方が異なった結果と言える｡夏目淑石の『吾輩は猫である』から用例を

採集する際､一番よく省略されたのは主題｢吾輩は｣である｡彼はこの作品を書いたと

き､いかに｢吾輩は｣を使うかに随分苦労したに違いない｡ ｢吾輩は｣の使い方は実に

巧みで､要所にそれを使うことによって､話の流れに上手くまとまりを付けているよう

に見える｡淑石の作品を読む私達は､ ｢吾輩は｣から次の｢吾輩は｣まで紡径うことに

よって､淑石の微妙な表現意図を読み取っていくのが重要であると考える｡

3-5-2 中日対訳例文から見た両言語間の共通点及び相違点

中日対訳小説から採集した用例は172例中109例である｡表4を参考にして､以下

の表7にまとめた｡

表7 中日対訳小説における両言語の対応性とその用例数

中国語

日本語訳

略題 顕題 1つの複文 多数(2つ以

上)文

特別な訳文

略題 10例 6例 13例 0例 0例

顕題 1例 51例 23例 3例 2例

先の日中対訳例文から見た主題の省略及び顕現に関する両言語間の共通点と相違点

の中に､中日対訳小説から取上げた例文についても当てはまるところがあるようである

が､しかし､また更に用例数を増やすことによって､両言語間における主題の省略及び

顕現に関する新たな規則性が見出されたので､以下に中日対訳′ト説から見た中日両言語

間の共通点と相違点としてまとめておく｡
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共通点:

1.中国語においても日本語においても主題が省略されるものとして､主題が省略され

た文はその内容に制約がないときに限って､最も主題性の高い要素(主題)から優先さ

せるようである｡そして主題が省略されることによって結び付けられた2つ(以上)の

文は強いまとまりを持った文の印象を与えると考えられる｡

2.中国語においても日本語においても主題が顕現されるものとして

(1)既に談話(前文)に現われた指示物に関する新たな情報を与える文のとき

(2)節が挿入されるとき

(3)時空間的なギャップが存在するとき

(4)他の登場人物が介在するとき

(5)文脈が不整合のとき

(6)会話(文)の内容が急に飛ぶ､或いは語り様式が変化するとき

(7)書き手の視点が変化するとき

という7つの条件の内どれか1つに該当するとき､日本語においても中国語において

も主題を顕現することができる｡そして､主題を顕現することによって､ ｢文章には

つきりと切り目をつける｣､｢書き手は読み手にトピックが変換したことをはっきりと

知らせ､聞き手と新しいトピックを共有することができる｣､ ｢直接的な意味関係が認

められない文ではそのまとまりの区分に混乱を生じ､不整合になるのを避ける｣とい

う効果が得られる｡

相違点:

1.中国語では主題が省略されるが､日本語では顕現されるものとしては､

(1)時間的な前後関係が存在するとき

(2)強調されるとき

の2つの場合があるようである｡

2.日本語訳の連続文する2つの文では､ 2文目の主題が省略され､或いは顕現される

場合､それに対応する中国語では2つの文を切らないで｢逗号｣ (コンマ)で繋いで､

前文の主語が2文目までかかっていく場合が多く見られる｡日本語訳の主題が省略さ

れる場合､中国語の複文の各分句の同一の主語が最初の分句にだけ現われるときがあ

る｡また､異なる主語の場合に､前にある分句の目的語が次の分句の主語になるとき

がある｡日本語訳の主題が顕現される場合､中国語の複文の各分句の同一の主語が最

初の分句にだけとそれぞれの文の主語が全て現われるときがあるようである｡ここで､

主語が全て現れるときに主語を強調する働きがあると考えられる｡異なる主語の場合､

前にある分句の目的語が次の分句の主語になるとき､ある分句の主語の従属性定語を

受けるときと各分句の主語が互いに交錯するために全て現われるときがあるようで

ある｡
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3.日本語訳では2文目の主題が顕現される場合､それに対応する中国語では､ 2つ(以

上)の文に訳される場合がある｡そこで､ 2つの主題の顕現文､ 3つの主題の顕現文と

1つの主題の顕現文と1つの主題の省略文となるときが見られる｡このようなときに

も､ 2文目の主題について解りやすくて解説するためにその境界を設け､その文をよ

り小さな単位に分割することがあるからであると考えられる｡

またさらに､特別な訳文としては､日本語の連続する2つの文においては､ 2文目の

主題が省略される場合､中国語では2文目の1つの分節を先行文の一部となったり､先

行文の1つの分節を2文目の1文となったりするときがあるようである｡これも訳し

方の問題があるが､ここで､このような連続する2文間は緊密な関係が現れると考えら

れる｡
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おわりに

本稿では､中日両言語における主題の省略及び顕現の様相とその対応性を明らかにす

るために､日中(中日)対訳小説から採取した例文を分析対象とし､両言語における主題

の省略及び顕現に関する規則性と､翻訳文から見た両言語間の共通点及び相違点につい

て考察した｡その結果をまとめると､以下のように言えると思う｡

日本語では2文目の主題が容易に省略できる条件としては､省略文の内容に制約がな

いときに限って､最も主題性の高い要素(主題)から優先されるようである｡そして主題

が省略されることによって､結び付けられた2つ(以上)の文は強いまとまりを持った文

の印象を与えるようである｡このことは中国語文にまで敷術できるようである｡また､

日本語においても中国語においても､ 2文目の主題が顕現される条件としては｢節が挿

入されるとき｣､ ｢時空間的なギャップが存在するとき｣､ ｢他の登場人物が介在するとき｣､

｢文脈が不整合のとき｣､ ｢会話(文)の内容が急に飛ぶ､或いは語り様式が変化するとき｣､

｢書き手の視点が変化するとき｣､ ｢並立的に解説するとき｣のどれか1つに該当すると

きであるようである｡

しかし､両言語における主題の省略及び顕現に関する規則性には相違点もある｡まず､

時間的な前後関係が存在するときに､日本語では2文目の主題が省略することができる

が､この場合､中国語では顕現されるのが見られるようである｡また､既に談話(前文)

に現われた指示物に関する新たな情報を与える文のときに､中国語では主題を省略する

ことができるが､日本語の場合は逆に顕現されるのも見られるようである｡そして､ 2

文目の主題についての解説が特に強調されるときに､中国語では主題が顕現されるよう

である｡

さらに､日本語の連続する2つの文では､ 2文目の主題が省略されたり､顕現された

りする場合に､それに対応する中国語では､ 2つの文を切らないで｢逗号｣ (コンマ)で

繋いで､前文の主語が2文目までかかっていく場合も見られるようである｡そして､中

国語の複文で起こる2文目の分句の同一の主題の省略及び顕現は､日本語の2文目の同

一の主題の省略及び顕現とは対照的であるように思われる｡それを以下の表8にまとめ

て示す｡このように､中国語の複文における格分句の主題が全て現れるとき､その主題

を特に強調する働きがあるからであろうと思われる｡

また､日本語では､ 2文目の主題が省略される場合及び顕現される場合､それに対応

する中国語では2文目を2つ(以上)の文となるときがある｡それについても以下の表8

にまとめておいた｡このような場合は､ 2文目の同一の主題についてより解りやすく解

説するために､その境界を設け､その文をより小さな単位に分割することがより効果的

であるからであろうと考えられる｡
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表8 日本譜と中国語の複文及び多数文との相当対応

中国語

日本語

1つの複文 多数の文

Aは-Q¢-0

A-,¢-o A-○A-oA-o

A-,A-o A-QA-oA-oA-o

A-o¢-o¢-o

Aは-oA-o

¢～,A-o A-.A-.A-.

A-,¢-o A-oA-oA-oA-o

A-,A-o A-.A-.¢-.

(注: Aは主題､ ¢は略題記号)

本研究では連続する2つの文に限って､連続文の先行文において主題が先行要素とな

る用例をより多く取上げ､同一の主題が続く場合､両言語における主題の省略及び顕現

の規則性について考察した.しかしながら､先行要素は主題のみならず､連続文では文

間に何らかの意味関係があることを前提として､先行文の成分となる何れの名詞句要素

でも､それを先行要素とした省略及び顕現が可能であるように思う｡しかし､採集した

用例文の数や研究時間に制限が存在したため､このような例文について十分な考察がで

きなかった｡したがって､今後､本研究をさらに発展させ､中日両言語間の主題及び顕

現に関する共通点と相違点を更に深く精細に分析しようとするなら､他に主題性を持つ

名詞句要素の省略及び顕現にも注目することが必要となるであろう｡これは今後の研究

に期待したい｡
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【注】

(1), (2)益岡によれば､ ｢叙述｣とは｢現実世界を対象として表現者が行う概念化｣であ

り､ ｢属性｣と｢事象｣という性格を異にする2つの基本的な類型を認めること

ができると言う｡益岡の言う｢属性叙述｣とは｢現実世界に属する具体的･抽象

的実在物を対象として取上げ､それが有する何らかの属性を述べる｣もので､ ｢事

象叙述｣とは｢現実世界の或る時空間に実現･存在する事象(出来事や静的事態)｣

を叙述するものである｡具体的には各々の叙述文は次のような文である｡

属性叙述文:典型的には名詞述語文

属性形容詞述語文

動詞述語文では｢所有｣､ ｢能力｣､ ｢関係｣を表すもの

テンス･アスペクト的に動作性を失い属性叙述文に近づくもの

事象叙述文:典型的には動詞述語文

感情形容詞述語文

事象を表す名詞述語文

(3)砂川の用いる｢非省略｣という用語は｢使用しなくてもいいのに､使用しているパ

ターン｣を指し､ ｢使用すべき所なので､使用しているパターン｣のときは｢主題の

義務的な明示｣と呼んでいる｡本稿で用いる｢主題の顕現｣は主題の義務的な提示と

窓意的な提示の両方を含んだ表現である｡ ｢顕i ｣は｢使用すべき所なので､使用し

ているパターン｣を､ ｢顕正｣は｢使用しなくてもいいのに､使用しているパターン｣

を指す｡

(4)恵谷(2004)は主題性について｢ある要素が文或いは文脈でどれほど話題の中心として

機能するか､後続の文脈に引き継がれやすいかを表す概念であり､機能言語学や類型

論によって分析されている｣と指摘している｡

(5)恵谷(2004)は省略文の内容制約について､ ｢読み手は主題性の高い要素をまず先行表

現として参照しようとするため､それを遮断するための言語的手段が施される必要が

ある｣としている｡
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【資料用例の出典】

(1)日中対訳小説(原文:日本語/訳文:中国語)例文のデータ1

夏目淑石 『吾輩は猫である』青空文庫 2005年版

干雷嘩 《我①》- 《我是猫》 吉林大学出版社 2000年版

刈振漉韓《我②》 - 《我是猫》 上海博文出版社 2003年版

尤柄析･胡雪韓《我③》 - 《我是猫》 人民文学出版社 2006年版

(2)中日対訳′ト説(原文:中国語/訳文:日本語)例文のデータ2

魯迅 《阿》- 《阿Q正倖》､ 《孔》- 《孔乙己》 中国短篇小説集《口内城》 北京燕

山出版社 2004年版

井上紅梅訳 『阿Q正伝』､『孔乙己』 青空文庫 2004年版
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資料(1)日中対訳小説(原文:日本語/訳文:中国語)例文のデータ1

番号 日本語 中国語訳文 評価

001 宣豊丘池の前に坐つてどう 塩基樽在池畔,思量着如何 《我》(丑 ○s

したらよかろうと考えて見

た..皇別にこれという分別も

出ないo

是好,却想不出十好主意.

盈坐在池塘前寺思起来:"過

核忠包み呪?"選一吋想不出

好注意来.

((a))@ ×

002 主△_追鼻の下の黒い毛を捻 主△挿着鼻下那丙撤黒胡, 《我》(丑 ○

ながら吾輩の顔をしばらく 将咽家法副尊容瑞祥了一会

眺めておつたが､やがてそん )し碗:``邦就把官収留下肥!"

なら内-置いてやれといつ 説貿,回虜去了o主△似乎

たまま奥-這入つてしまつ

た.主△上皇あまり口を聞かぬ

人と見えたo

是十言淡不多的人,...

003 吾輩は時々忍び足に彼の書 咽家常常撮手撮脚溜述他的 《我》① ○s

斎を覗いて見るが､盤旦よく 弔虜倫倫礁看,オ知造血根

昼寝をしている事があるo& 食睡午党,不吋地往剛剛翻

時々読みかけてある本の上

に誕をたらしているo

辻的弔面上流口水○

004 盈追胃弱で皮膚の色が淡黄 地由干害胃病,皮朕有点笈 《我》① ×

色を帯びて弾力のない不活 黄,呈現出死挺挺的映乏弾

発な徴候をあらわしているo 性的病姦o可地偏偏又是十

_4tその癖に大飯を食う.
饗賓客,-

005 皇室注すでに十分寝た.虐欠 塩基己軽睡足,旦要打珂欠, 《我》(丑 ○s

伸がしたくてたまらないo 忍也忍不住.

006 宣輩追自白する.宣輩逆猫と
_垂坦率地硯,身カー只猫,

《我》① ×s

して決して上乗の出来では

ないo

塩基井非牧表非凡,.-

007 -おめえはいつたいなんだ 但是盈生得再忠A丑晒,忠 《我》② ○

と言つたo大王にしては少々 不至干像主人現在画出来的

言葉が卑しいと思つたが何 那副怪模怪樺冴._皇先説毛

しろその声の底に犬をも挫

しぐべき力が龍つているの

色就不像.

但是,元捻遺志色覚脚,到底 《我》③ ○s

で重畳上皇少なからず恐れを 息不是主人所面的那副怪
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抱いたoしかし挨拶をしない

とけんのうだと思つたから

｢吾輩は猫であるo名前はま

だない｣と_2なるべく平気を

装つて冷然と答えたo

柿,首先,顔色就不対.

``体他嫡的是什色素西!"

身カ猫中大王,噴里逐不干

不浄的!忠奈官漕声里充沸

着力量,狗也会咋破胆的○

塩屋根有点戯成就萩.如不

賠礼,可就小命確保,因而

_堂尽力故作鎮静,冷冷地回
答説:

``咽家是猫o名字味--

述没有○''

《我》① ○

008 皇室旦彼の名を聞いて少々 -"体是十什色素西?"作カ
((a))@ ×

尻こそばゆき感じを起すと 大王来説,迭梓用珂不太文

同時に､一方では少々軽侮の 雅,可是在那声音深赴,便人

念も生じたのであるo亘輩追 感到有-神足以力挫猛犬的

まず彼がどのくらい無学で 力量,便盈頗カ憧恐.盈想如

あるかを試してみようと思 果不和官寒喧凡句,将是根

つて左の問答をして見たo 危険的.干是盈喝力装得若

元其事的祥子,冷冷地回答

道:"在下是猶ノし,逐没有名

辛."

･-"体是喰呼?''迭神溝件カ

大王来脱島然略嫌租都;但

声音里却戒得有勢足以慣犬

的力量,便盈頗カ慣恐.不服

他打招呼硯不定回出乱子

的,盈就装出泰然自若的梓

子冷冷回答他硯:"我是猫,

名字述没有."

《我》③ ○

塩屋-祈官的名字,真有点

替宮脇紅,井且萌友JL坐軽

蔑之意.

旦首先要測金一下他何等

元知,対話如下‥-

《我》① ×
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009 豊里旦彼と近付になつてか 盟-祈到官的名字,便党得 《我》② ○

ら直ぐにこの呼吸を飲み込 有点不是液味.同吋又対他

んだからこの場合にもなま 有点蔑視之意.盈首先想到

じい己れを弁護してますま 要試試官不学元木到何等程

す形勢をわるくするのも愚 痩.干是,丑和宮逆行了如下

である..空いつその事彼に自

分の手柄話をしやべらして

的対講:-

一昨他的名字,盈有些不安 《我》③ ○

御茶を濁すに若くはないと 起来,同吋也起了凡分軽蔑

思案を定めた. 之感.力了考察他元知到什

ム程度,盈就躍他作了如下

的回答:-

自仇和他掘熟以来,塩屋立

刻掌握了迭十決努.像現在

迭称揚合偶若硬是カ自己弼

折,形勢将越弄越償,那可

太恵.虚実如素性任他大塊

而特沸自己的光栄史,暫且

敷街官凡句o

《我》① ○s

010 五里追少々気味が悪くなつ -由子心共不快,便兇机行 《我》① ○

たから善い加減にその場を 事,庄酬凡句,回家去了○

ごまかして家-帰つたoこの 仇此,塩基決心不捉老

時から重畳旦決して鼠をと

るまいと決心したo

鼠,-

011 またいわんや同情に乏しい 更何況我家主△者流,達同 《我》(D ○

吾輩の主人のごときは､相互 情心都没有,郷里逐憧得``彼

を残りなく解するというが 此深刻了解是愛的前提''迭

愛の第一義であるというこ 些道理?述能指望他什J^21?

とすら分らない男なのだか 也像十品格低劣的牡蛎似的

ら仕方がない.盈逆性の悪い 泡在弔虜里,仇不対外界升

牡蛎のごとく書斎に吸い付

いて､かつて外界に向つて口

を開いた事がないo

口,

012 すると主△旦高利貸にでも 速吋,主△括像看兄債主岡 《我》① ×

飛び込まれたように不安な 法家｢1似的,満面伏色地向

顔付をして玄関の方を見るo 正n望去.地似乎吋灰挽留

_皇何でも年賀の客を受けて
井年的客人陪他飲酒o
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酒の相手をするのが厭らし

いo

013 この寒月という男はやはり 寒月迭十人,大約也是主人 《我》(丑 ○

主人の旧門下生であつたそ 的昔日｢1徒,如今己軽出了

うだが､今では学校を卒業し 学n,据説比主人梶得岡JE=l

て､何でも主人より立派にな 多了.不知カ什A,也常到

つているという話であるo三

E2盟査どういうわけか､よく

主人の所に遊びに来るo

主人家来玩,-

014 二人が出て行つたあとで､宣 二人出｢1之后,塩屋便梢微 《我》① ○

重盗ちよつと失敬して寒月 失敬,将寒月先生吃剰的色

君の食い切つた蒲鉾の残り 横波全部消受了.迭吋,也

を頂戴したo皇室且この頃で

は普通一般の猫ではない.

基己姪不再是十尋常的猫o

015 四五日前のことであつたが､ 邦是四五天前,人早 《我》(D ○

二人の小供が馬鹿に早くか 早醒来,超老夫妻逐在夢中,

ら眼を覚まして､まだ主人夫 便在餐兵寿相対而坐○出血

婦の寝ている間に対い合う 天天早農照例将主人的面包

て食卓に着いた.盤皇道毎朝分出凡扮ノし,撒上些糖吃o

主人の食うパンの幾分に､砂 迭-一天,糖種正巧就放在餐

糖をつけて食うのが例であ

るが､この日はちようど砂糖

壷が卓の上に置かれて匙さ

え添えてあつた○

真上,甚至述添放只匙子○

016 猫などはそこ-行くと単純 遡盤面対速夫何題,可就単 《我》(D ○

なものだo虐食いたければ食 純得多oJ2想吃就吃,想睡

い､寝たければ寝る､怒ると 就睡;憤怒吋尽情地友火,

きは一生懸命に怒り､泣くと

きは絶体絶命に泣くo

流洞吋突官十死去括来,-

017 主人の心は吾輩のめだまの 主△的心,像猫眼珠似的瞬 《我》(丑 ×

ように間断なく変化してい 息万交.也不捻干什ム,都

るo_史何をやつても長持のし

ない男であるo

是十没於性的人.

018 気の毒ながらうちの主人な 可怜､主者流,学童不 《我》(丑 ×

皇道到底これを反駁するほ 具各反駁此説的共施与学 p1

どの頭脳も学問もないので 乱但也似乎覚得自己正喜
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ある.しかし空自分が胃病で 胃病,根遭罪,息得冶上JL

苦しんでいる際だから､何と 句,難解一番,以便保全面

かかんとか弁解をして自己 子○

の面目を保とうと思つた者 ``体的説法倒根有趣o

と見えて､｢君の説は面白い 不辻,部位乍莱/7(也曽害辻

が､あのカーライルは胃弱だ 胃病吻!"迭活併悌在説:既

つたぜ｣とあたかもカーライ 然乍莱/7:害胃病,那J^21,戟

ルが胃弱だから自分の胃弱 害胃病自然也根体面○也回

も名誉であると云つたよう

な､見当違いの挨拶をした.

答得牛共不対葛噂.

019 重畳追猫ではあるが大抵の BB塵旦説是猫,却井不挑食o 《我》(丑 ×

ものは食うo_4t車屋の黒のよ
-莱,塩基没有事大家大黒

うに横丁の肴屋まで遠征を 邦JA--把子力汽,能飽到小

する気力はないし､新道の二 巷負輔去遠征;二来,自然

絃琴の師匠の所の三毛のよ 没有資格敢説,能像新升路

うに賓沢は無論云える身分 二弦琴肺借家花猫小姐那ゑ

でない○ 陶J5-lq

020 重量旦この刺那に猫ながら 剃那回,塩屋旦説是猫,倒 《我》① ○

--の真理を感得したo｢得難 也悟出一条真理:"碓得的机

き機会はすべての動物をし 壕,会便所有的功物敦子干

て､好まざる事をも敢てせし 出他n井非情慮的事来."

む｣ 其英,塩屋井不那JA想吃

重畳上皇実を云うとそんな

に雑煮を食いたくはないの

であるo

年粍.

021 豊里追とうとう雑煮を食わ ･..R也就鋒干非吃年粍不可 《我》
×s

なければならぬo旦最後にか 了o干是,塩屋将全身重量 Q)

らだ全体の重量を椀の底へ 圧向碗底,将年標的一角P/i

落すようにして､あぐりと餅

の角を一寸ばかり食い込ん

住一寸多濃.

看来,盈是非吃不可峨.最 《我》② ×

だo 后,盈張大了塀巴,就像把全

身的重量都圧倒到碗底上-

般,猛地対准那映年粍噴了

上去,足足唆速了一寸左右.

盈終干不得不吃年粍了.最

后盈把全身的重量,放速了

《我》③ ×
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碗底,便動地把年粍角唆下

一寸来#.
022 この煩悶の際立里追覚えず 正煩悶之吋,塩基忽地又遇 《我》(丑 ○

第二の真理に逢着した.｢す 到了第二条真理:``所有的功

べての動物は直覚的に事物 物,都能五感地預測吉凶禍

の適不適を予知す｣真理はす 福○"

でに二つまで発明したが､虐 J2真理己軽友現了丙条,

餅がくつ付いているので竜 但因年樵粘住牙,一点也不

も愉快を感じないo 高共.

023 皇室旦猫には相違ないが物 不堵,塩基是猫;但対干男 《我》(ら ○

の情けは一通り心得ている. 女之情,却也略知-二._Q

_皇うちで主人の苦い顔を見
在家里毎当兄到主人的突喪

たり､御三の剣突を食つて気 股､或是遭到女イ卜的責苛而

分が勝れん時は必ずこの異 心共不快吋,定要井坊部位

性の朋友の許を訪問してい

ろいろな話をするo

昇性好友,向地傾辞表腸.

逸見是猫ノし,却是解得夙情

的.在家里,毎当選看兄主人

開抗的股或受到阿三番意的

対待而情緒有BJ:司吋,息要去

坊向迭位弄性朋友,互相柳

天.

《我》② ×

盈旦然不達是-只猫,但却

不是不通情意的.毎当看到

主人的愁眉突股,或者受了

阿三的泰男,心里忠岡的吋

候,盈就必定去坊同法位弄

性朋友柳天.

《我》③ ×

024 杉垣の隙から､いるかなと思 咽家仇杉村簡芭的空隙中放 《我》① ×

つて見渡すと､三毛は正月 眼望去,心想…地在家喝?

だかち首輪の新しいのをし 国力是正月,只見査王小姐

て行儀よく縁側に坐つてい 戴着新項縫,在槍廊下端庄

る.旦その背中の丸さ加減が 而坐.盟邦后背羊盈造度的

言うに言われんほど美しいo 凧姿,漂亮得元以言喰,枝

尽曲餓ぇ美;

025 重畳旦前回断わつた通りま 前文己軽声明,也.基逐没有 《我》① ○
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だ名はないのであるが､教師 十名字,但因住在教肺家,

の家にいるものだから三毛 息算有十花子小姐表示敬

子だけは尊敬して先生先生 重,口口声声称咽家力``先

といつてくれる.宣窒息先生 生"o塩基也被専一声``先

と言われてまんざら悪い心 生",自然心情不杯,便溝口

持ちもしないから､はいはい

と返事をしているo

答庄:``是,是-''

026 壁は菓子皿の中のカス 壷塵王迅速将点心盈里的蛋 《我》① ○s

テラをつまんで一口に頬張 横机住,-把塞逆境里,A

るo.空モゴモゴしばらくは苦 噂P阿,噴阿,-吋似乎不大

しそうであるo 好受,.-

027 吾輩の主人は毎朝風呂場で ､主有十毛病,毎天早 《我》① ○

うがいをやる時､楊枝で喉を 展在丑生同刷牙吋,牙刷往

つつ突いて妙な声を無遠慮 喉唆里一掃,就由着性友出

に出す癖があるo_4t機嫌の悪 怪腔怪調o_Q不高米吋他畦

い時はやけにがあがあやる､ 畦地大声叫,高共吋勃共足,

機嫌の好い時は元気づいて

なおがあがあやるo

吏要畦嚇畦峨地城○

盈的主人有十怪癖,毎天早

展在洗操阿吸口的吋候,忠

要用牙刷摘自己的軌唆,竜

元頗忌地友出怪里怪汽的声

普.如果在也情緒不佳的吋

候,就会友出更大的喝嘆声.

情緒好,精神来了,同伴也会

喝喝一番.

《我》(卦 ×

我家主△有-十怪毛病:毎

天早展在洗面同噺口的吋

候,喜攻把牙刷頂住喉唆,好

不客気地友出怪声.在他心

情不好的吋候,也就峨咽峨

岡地叫得更凶.

《我》③ ×

028 塾逆上-上-とのぼる.空し 塾墜愈1愈高,少頃落了下 《我》① ○s

ばらくすると落ちて来る○ 来o

墜愈地愈高.一会)し,墜落了

下来.

《我》② ×
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墜越生越高.隔了一会,墜落

下来了.

《我》③ ×

029 彼らはまた塾皇高く投げ打 )L等又将墜地了上去.虐- 《我》① ○

つo_5e再び三たび. 達三次,

030 盈珪巨人引力である.盈追強 也便是巨人`引力'o盤根強 《我》(丑 ○

いo 大,-

031 盈廷強い.盤追万物を己れの 盤根強大,将万物引向自己 《我》(∋ ×s

方-と引くo盈追家屋を地上 身辺,旦也将房屋引向地

に引くo 面,-

032 包茎また水を見るoすると_gt 丑又向水面望去,迭吋,A 《我》(丑 ○s

はるかの川上の方で私の名 只祈仇透通的上斬倖来声

を呼ぶ声が聞こえるのですo 普,呼喚我的名字○

盈又底共看水,就在迭吋,逮

祈兄了有人在遥遠的上流呼

喚我的名字.

《我》② ×s

033 塾盗また立ち止まつて耳を 盈又停歩,側耳蹄祈o当第 《我》(丑 ×

立てて聞きましたo三度目に 三次呼喚我的名字吋,遺風

呼ばれた時には_空欄干につ 然孤住軽杵,膝共却若芽友

かまつていながら膝頭がが

くがくふるえ出したのですo

科o

034 連星旦命ぜられたとおり風 且△己軽奉命去洗操同光着 《我》①, ×

呂場-行つて両肌を脱いで 上半身化故,仇衣拒里書出

お化粧をして､箪笥から着物 衣服換上○塾是整装以待,

を出して着換える._望もうい 邪神情在説:`随吋可以功身

つでも出かけられますとい

うふぜいで待ち構えているo

的.'

至干､､堀,地按照我

的扮附,到洗操同,脱持上衣

打扮,換好仇衣栃里取出的

衣服,_空掘出賀勢,傍悌告訴

我随吋可以出炭.

《我》② ○s

且△按照我的扮附,到洗股

同去.J2光着丙勝化好了故,

又仇衣栃里取出衣服換上,

_Q傍僕説随吋可以出n,荏
那里等待着.

《我》③ ○

035 宣墾追急に動惇がして来た. 盈頓吋不寒而栗,R端在塾 《我》(丑 ○s
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虐座蒲団の上に立つたまま､ 子上,像一座木願,眼珠都

木彫の猫のように眼も動か

さないo

不敢特○

036 吾輩は名前はないとしばし 咽家一再声明,至今連投十 《我》(丑 ○s

ば断つておくのに､この 名字.可部去止,一再叫``野

庄野良野良と吾輩を呼ぶ.盟 猫､野猫"的,_Q真是十胃

失敬な奴だ○ 失鬼!

037 重量上皇その後野良が何百遍
_空后来不知又被地叫了JL百

《我》① ○

繰り返されたかを知らぬo孟 次``野猫".塩基不想再析二 p1

窒泣この際限なき談話を中 人喋喋不休的対講,便高井

途で聞き棄てて､布団をすべ 坐塾,仇槍廊帝了下去.迭

り落ちて橡側から飛び下り 吋,盈的八万八千八百八十

た時､八万八千八百八十本の 根共友全都倒塵起来,浮身

毛髪を一度にたてて身振い

をした.

打顛○

038 重畳旦どこまでも人間にな 塩基由子赴赴装人,対干己 《我》(D ○

りすましているのだから､交 軽隔絶的猫胞功悉,元槍如

際をせぬ猫の動作は､どうし 何也碓能描絵.R那就作貴!

てもちよいと筆ににくい._Q 仮就迷亭､寒月渚公坪述-

迷亭､寒月諸先生の評判だけ

で御免蒙るに致そうo

番把!

039 今日は上天気の日曜なので､ 迭一日,是十晴朗的星期天. 《我》(D ×

主△旦のそのそ書斎から出 主△徐歩走出弔意,把篭墨

て来て､吾輩の傍-筆硯と原 和稿紙放在咽家的身辺,倭

稿用紙を並べて腹這になつ 臥在床上,口中念念有珂o

て､しきりに何か捻るてい 大概迭怪腔怪調,便是撰写

るo大方草稿を書き卸す序開 初稿的序章肥!留神一着,

きとして妙な声を発するの 不大工夫,主△以液墨重篭

だろうと注目していると､_Q

ややしばらくして筆太に｢香

写了``香一往"三十字,

今天是星期天,上好的天b--i. 《我》② ×

p1
-｣とかいたo 主△仇弔意里慢条斯理地走

出来,在我身穿接上等,硯和

稿紙,然后臥在席舗上,噴里

不断呼着什ム.大概是起稿

之前先要友出一番怪里怪汽
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的声音作カ升端的肥.我留

心看去,梢辻一会ノし,主△就

用液墨粗重地写上了"---煤

香"三十大字.

今天是星期天,天気特別好.

主△揺揺据接渡出弔虜,把

宅硯和摘紙放在我的寿辺,

傭卦在席子上,噴里念念有

珂.大概在草似文稿之前,要

友出怪声来作カ序幕.我留

神望肴辻了一会ル也大宅

-拝写了"香-煤"三十粗

辛.

《我》③ ×

p)

040 主△且筆を持つて首を捻つ
･.也撃着篭歪着腔,似乎想 《我》①

×

たが別段名案もないものと 不出什A佳句,便稀了稀篭

見えて筆の穂を嘗めだした○ 尖,弄得塀居島黒o只見也
唇が真黒になつたと見てい

ると､今度は_Qその下-ちよ

いと丸をかいたo

在句末画了十小小的囲

圏,

主△舎着篭,歪着共在思考

看来,也想不出忠梓往下写

的好注意,便起了篭尖.戟-

香,地的噴屠全成黒的楓迭

･一次他在下辺画了十囲

圏,-

《我》② ×

p1

主△握着宅,租着巣,似乎想

不出什JA好的句子来,便稀

着篭尖._Q噴盾都棒得漆黒

了,迂回又在句カ尾画了-

十圏圏.

《我》③ ○

041 rあと足をこうぶら下げて 以乎捉弄我-十述不移,他又 《我》① ○

は､鼠は取れそうもない､ 和隔壁的女主人肇淡起来:

……どうです奥さんこの猫
``迭猫会捉耗子喝?"

は鼠を捕りますかね｣と吾輩 "郷里会捉耗子,倒是

ばかりでは不足だと見えて､ 会吃粘粍跳舞堀."万不曽

魔力の部屋の妻君に話しか 悲,､良､し掲了我的短¢

けるo｢鼠どころじやござい
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ませんoお雑煮を食べて踊り

をおどるんですもの｣と主星

ii飛んだところで旧悪を暴

くo

042 塵基旦迷惑そうに針仕事の 去主△怪力碓的放下計銭, 《我》① ×

手をやめて座敷-出てくるo 便来到客庁o

｢どうも御退屈様､もう帰り "叫悠久等,他快回来了

ましよう｣と空茶を注ぎ易え 肥?"去主△説着,重新掛

て迷亭の前-出すo 了一杯茶送到迷亭面前o

043 迷皇追乗気になる○旦細君に迷豊根感共趣.与其説也是 《我》(ら ×

同情を表しているというよ 由子対女主人的同情,好守

りむしろ好奇心に駆られて

いるo

説是由子好奇心的駆使o

044 細君は一家の見識を立てて 女主人説署片面之伺,便催 《我》① ○

送呈生返答を促す.さがの 促送呈答活o好一十精明的 p1

迷重も少々窮したと見えて､迷亭先生也有些男子座付

狭からハンケチを出して吾 了.也仇和服債袖里拘出手

輩をじやらしていたが｢しか 帖来逗弄咽家.

し奥さん｣と急に何か考えつ ``不達,妓夫人,"他忽

いたように大きな声を出すo 而好像想起什JA似的,高声

｢.-｣ 説,``"

045 ｢まあ賞めた方でしよう.-｣ ``喚,大概是専業肥!.-" 《我》(丑 ○

と送呈旦済ましてハンケチ 迷皇若元其草地蒋手相垂落

を吾輩の眼の前にぶら下げ 在咽家的眼前○

るo｢書物は商買道具で仕方 女主人説‥"弔籍本是謀生的

もござんすまいが､よつぽど 工具,伯是少不得的○不辻,

偏屈でしてねえ｣送呈蛙また他也太軍船o"

別途の方面から来たなと思 迷重心想‥女主人克仇男-

つて｢偏屈は少々偏屈です 条路神永辻来了,便不即不

ね､学問をするものはどうせ 高地絶妙回答‥"撃倒是撃-

あんなですよ｣と調子を合わ 点ノしo倣学向的人草東都是

せるような弁護をするよう 那十祥子嚇o"迭既像カ捜夫

な不即不離の妙答をするo 人邦腔,又像カ苦沙弥升脱o

046 ｢...｣と盤基追女人一流の論"-"塾以女人特有的逆輯 《我》① ○

理法で詰め寄せるo｢唆昧じ 歩歩道近.

やありませんよ､ちやんと分 "井非模糊不清,而是了
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つています､ただ説明しにく 若指掌,只是不大好解梓貿

いだけの事でさあ｣｢何でも 了o"

自分の嫌いな事を月並と云 "大約是把自己吋灰的現象

うんでしよう｣と盤星追我知都叫俗卿巴?''五重△不知

らず穿つた事を云うQ 不盤地-漕道破.

047 ｢そんな連中があるでしよ ``有迭禅的人喝?"去主△ 《我》① ○

うか｣と適量追分らんものだ対此外行,只好不軽不重地

からいい加減な挨拶をするo 向了一句;旦但鋒干甘拝下

｢何だかごたごたして私に 夙:``部名乱糟糟的,我可不

は分りませんわ｣と_4tついに

我を折る○

憧!"

048 妻君はホホと笑つて主△を 女主人辺略略地笑,辺回共 《我》① ○

顧みながら次の間-退く○主 礁樵宝玉,到隔壁去了○

△旦無言のまま吾輩の頭を 主△一言不笈,扶摸哨家的

撫でるo 共○

049 迷亭と主人は顔を見合せて 迷亭和主人侮唯我,我礁俸, 《我》① ○

｢大抵分つたlと云うo但し 硯;``大致明白了"o但是,

この大抵と云う度合は両人 ``大致"迭十字眼)L,囚人

が勝手に作つたのだから他 信口縮造,説不定換十人就

人の場合には応用が出来な

いかも知れないo

用不上○

050 それから主△且これを遠慮 接着,地又元所頗忌地朗湊, 《我》(丑 ×

なく朗読して､いつになく 破例地瞭瞭大笑,達城``有

｢ハハハハ面白い｣と笑つた 意思''o但又説,`‥流鼻沸'

が｢鼻汁を垂らすのは､ちと 迭伺ノし太尖刻,去捧!"干是,

酷だから消そう｣とその句だ 他在迭十河上剣了-柾o本

け-棒を引く._4t一本ですむ 来期一条銭就足移,可也劫

ところを二本引き三本引き､ 一連剣了丙条,三条,形成

奇麗な併行線を描く､線がほ 漂亮的井列横銭,而且剣得

かの行まで食み出しても構 己蛭越界,侵入男一行,他

わず引いているo 也不管.

051 鼻毛で妻君を追払つた主△ 主△用鼻毛起走了女主人, 《我》(丑 ○

庄､まずこれで安心と云わぬ 看祥子息算稔下心来o他辺

ばかりに鼻毛を抜いては原 思索,辺抜鼻毛,辺写作;

稿をかこうと焦る体である

がなかなか筆は動かないo&

可是干着急,篭尖却功也不

功o
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｢焼芋を食うも蛇足だ､割愛
_4t`‥精白薯'?画蛇添

しよう｣とついにこの句も抹 足,割愛肥!"鋒千把迭一句

殺するo 勾捧○

052 如是観によりて､如是法を信 正国力塩基具有如此双点､ 《我》① ○

じている重畳注それだから 奉行如此信条,便想去邸ノし pl

どこ-でも這入つて行くoも 就去邸ノし○当然,不想去的

つとも行きたくない処へは 地方是不肯去的o_gt而心向

行かぬが､&志す方角-は東 往之的地方,管官本西南北,

西南北の差別は入らぬ､平気 元不大揺大撞,仇仇容容地-

な顔をして､のそのそと参

るo

前去走走○

053 金且星追妻君に似合わず鼻 也△和太太不同,是十域鼻 《我》(丑 ○

の低い男である.旦単に鼻の 千.旦不単是鼻子,整十股

みではない､顔全体が低いo 都是届的,今人疑心:-

054 金田君は堂々たる実業家で 田乃一堂堂実地家, 《我》 ○

あるから固より熊坂長範の 不必担心他会像熊坂濃菰那

ように五尺三寸を振り廻す 秤,抱起五尺三寸的大刀○

気遣いはあるまいが､承る処 但是据我所知,地有十毛病…

によれば人を人と思わぬ病 舎人不当人.既然虐舎人不

気があるそうであるo_4t人を

人と思わないくらいなら猫

を猫とも思うまいo

当人,自然舎猫不当猫o

055 しかしその油断の出来ぬと 然而,正是``不可捧以軽心" 《我》① ×

ころが吾輩にはちよつと面 迭一点,盟.基根感共趣o所 p1

白いので､吾輩がかくまでに 以如此頻繁地出入千金田

金田家の門を出入するのも､ 秦,悦不定純粋是カ了想胃

ただこの危険が冒して見た 迭扮夙除哩!返一点,清容

いばかりかも知れぬoそれは 塩基三思,待将猫的思堆細

追つて篤と考えた上､旦猫の 致剖析后,再向列位-奪海

脳裏を残りなく解剖し得た

時改めて御吹聴仕ろうo

口o

056 主人がこの禿を見た時､第一 他友現送映禿癌,首先在脆 《我》(丑 ○

彼の脳裏に浮んだのはむ聖 海里r^1現的是地産租借邦題 p1

星伝来の仏壇に幾世となく 神灯的灯碗,在悌伝上不知

飾り付けられたる御灯明皿 接了多少華子o也全基信奉

であるo彼の二家は真宗で､ 真宗o按老親矩,要把不合
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真宗では仏壇に身分不相応 身扮的大把銭破費在悌伝

な金を掛けるのが古例であ

るo

上o

057 主△旦鼠色の毛布を丸めて 主△也巻起鼠皮色毛塩,棉 《我》(丑 ○

書斎-投げ込むoやがて下女 屯所辻弔虜o少頃,主△看 p1

が持つて来た名刺を見て､主 辻女イ卜舎来的名片,略有慣

△旦ちよつと驚ろいたよう 色○地口里扮附辻客,却手
な顔付であつたが､こちらへ

御通し申してと言い棄てて､

名刺を握つたまま後架-這

入つた○

舎名片走法了風所.

058 しかし忍ばねばならぬだけ 然而,正因カ受了点委屈, 《我》① ○

それだけ猫に対する憎悪の 他対猫的憎悪也正比例地増

念は増す訳であるから､鈴木 加.玲木一再突喪着股礁着

君は時々互生聖顔を見ては 盈;而丑,却根有共趣欣黄

苦い顔をする.孟輩追鈴木君 鈴木先生邪推汽憤的股,便

の不平な顔を拝見するのが 抑制着滑稽感,尽量装作若

面白いから滑稽の念を抑え

てなるべく何喰わぬ顔をし

ているo

元其事.

059 吾輩と鈴木君の間に､かくの 就在咽家和鈴木先生表演迭 《我》① ○

ごとき無言劇が行われつつ 幕唖劇的当ル主△整理-

ある間に主△且衣紋をつく 下衣服仇廟所里出来,``喚!"

ろつて後架から出て来て｢や 的一声打十招呼便坐下,但

あ｣と席に着いたが､手に持 手里的邦銀名片己軽蕩然元

つていた名刺の影さえ見え 存.可兄他是対韓木藤十郎

ぬところをもつて見ると､鈴 的尊姓大名宣判了元期徒

木藤十郎君の名前は臭い所 刑,将官押逆糞坑里了o没

-無期徒刑に処せられたも 容哨家想想迭維名片多色倒

のと見えるo名刺こそ飛んだ 零,主△軍道:"迭十盲牲!"
厄運に際会したものだと思 他鍬住咽家謄后的毛,捧到

う間もなく､主△退この野郎

と吾輩の襟がみを擢んでえ

いとばかりに縁側-叩きつ

けたo

槍廊去o

060 ｢十年立つうちには大分違 ``十年当中,係変化根大 《我》① ○
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うもんだな｣と主人は鎧杢基 冴!"主人上下打量着生速見 pl

立見上げたり見下ろしたり 皇.豊玉星硫的是漂亮的分

しているo鈴は頭を締麗 友;穿的是英国戸的毛料西

に分けて､英国仕立のトウイ 装;系的是準蘭的領帝;胸

-ドを着て､派手な襟飾りを 前桂一条光r^1内的金縫.迭

して､胸に金鎖りさえピカつ 夙度,元鎗如何也叫人不敢

かせている体裁､どうしても 相信也就是苦沙弥当年的旧

苦沙弥君の旧友とは思えな

いo

友○

061 主人はこの不可思議な解釈 主人祈了迭香南奇的解梓, 《我》① ○

を聞いて､あまり思い掛けな 感到十分意外,便樫起眼晴, pl.

いものだから､眼を丸くし 井不搭請,像卦鞭上的算命

て､返答もせず､鎗の顔 先生似的,町住監査的胎.

を､大道易者のようにじつと 盟杢心想:迭十家伏!看梓
見つめているo､はこい 千,弄不好我会白地腿的○

つ､この様子では､ことによ 有了迭樺的預感,也オ調特

るとやり損なうなと府づい 活共,指向達主人也不碓倣

たと見えて､主人にも判断の

出来そうな方面-と話頭を

移すo

出判断的塙巷o

062 鈴木君は寒月の名を聞いて､ 玲木析人提起寒月,用下額 《我》(ら ○

話してはいけぬ話してはい 和眉眼暗示主△:可別硯材,

けぬと顎と眼で主△立合図

するo主には一向意味が通

じないo

不祥説!而主△干脆没憧.

063 さつきから盗重盗鼻々と無 鈴木則剛オ毎当祈迷皇不客 《我》(D ○

遠慮に云うのを聞くたんび b-l地口口声声叶`鼻子''､``鼻

に鈴木君は不安の様子をす 子''的,就屋得局促不安o

る.迷皇道少しも気が付かな而迷皇却毒未察党,表現得

いから平気なものである○ 心安理得○
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資料(2)中日対訳小説(原文:中国語/訳文:日本語)例文のデータ2

番号 中国語 日本語訳文 出典 評価

064 盈要姶阿Q倣侍,己姪不 わたしは阿Qの正伝を作ろうとし 《阿》 ○

止-丙年了.但旦一面要 たのは一年や二年のことではなか

倣,一面又往回想,- つた.けれども_4t作ろうとしなが

らまた考えなおした

065 盟且井没有抗料地碗菌姓 盟盟主彼が趨姓である確証を弁解 《阿》 ○

起,只用事摸着左頬,和 もせずに､ただ手を以て左の頬を

地保退出去了;_4t外面又 撫でながら村役人と一緒に退出し

被地保訓斥了一番,謝了 た..堂外-出るとまた村役人から

地保二百文酒銭o
一通りお小言をきいて,二百文の

酒手を出して村役人にお詫びをし

たQ

066 那是赴太苓的ノし子速了 監旦追ちようど二碗の黄酒を飲み 《阿》 ○s

秀オ的吋候,捗声撞撞的 干して足踏み手振りして言つたo

根到村里来,且且正喝了 これで彼も非常な面目を施した､

丙碗黄酒,便手舞足宿的 というのは彼と趨太爺はもともと

脱,法子他也眼光釆,因
一家の分れで､こまかく穿聾する

カ也和赴太苓原来是本 と､盤ヱ主秀才よりも目上だと語つ

秦,鰯細的排起来他逐比

秀オ濃三輩堀.

たo

067 且且太荒唐,空自己去招 盟包茎実に出鱈目な奴だ.空自分 《阿》 ○s

打; でなぐられるようなことを仕出か

したんだo

068 又偶若也有一位老兄或 もしまた盈追一人の兄弟があつて 《阿》 ○

令弟叫阿富,那一定是阿 阿富と名乗つていたら､それこそ

責了;而凪又只是-千 きつと阿貴に違いないoしかし盤

人:写作阿寅,也没有佐 逆全くの独り者であつてみると､

tiE的. 阿貴とすべき左証がないo

069 因カ未庄的人イn之手足 それというのも未荘の人達はただ 《阿》 ○

Q,只要地帝忙,只舎他玩 監良_皇コキ使い､ただ盤皇おもち

笑,仇来没有留心他的 やにして､もとより彼の｢行状｣

"行状"的.而且且自己 などに興味を持つ者がないoそし

也不脱,- て阿Q自身も身の上話などしたこ

とはないo

070 且且_没有家,旦住在未庄 盟且娃家が無いo旦未荘の土穀雨 《阿》 ○s
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的土谷桐里;也没有固定 中に住んでいて一定の職業もない

的研地,只拾人家倣短 が､人に頼まれると日傭取になつ

工,割麦便割麦,春米僅 て､麦をひけと言われれば麦をひ

春米,樺船便樺船. き､米を鳴けと言われれば米を鴇

き､船を漕げと言われれば船を漕

ぐo

071 有-十老共子項揚悦: あるお爺さんが足立包もちやげて 《阿》 ○

"且且真能倣!''迭吋盟良 ｢お前は何をさせてもソツが無い

赤着席働洋洋的痩伶什 ね｣と言つた.この時､藍且蛙ひ

的正在他面前,- じを丸出しにして(支那チョッキ

をじかに一枚著ている)無性臭い

見すぼらしい風体で､お爺さんの

前に立つていた○

072 然而立崖△真是不兄世 ところが未荘の人はまつたくの世 《阿》 ○s

面的可笑的多下人咽,也 間見ずで笑うべき田舎者だo盤豊

出没有兄辻城里的煎負! ii城内の煮魚さえ見たことがな

いo

073 最胞人的是在也共皮上, とりわけ人に嫌らわれるのは､盤 《阿》 ○

頗有凡赴不知起干何吋 望頭の皮の表面にいつ出来たもの

的癖痘痕.法泉然也在他 かずいぶん幾個所も唐だらけの禿

身上,而看阿Q的意思,倒 があつたoこれは彼の持物である

也似乎以力不足黄的,因 が､彼のおもわくを見るとあんま

カ也諸説"顔"以及一切 りいいものでもないらしく､盈蛙

近干"赦''的音- ｢療｣という言葉を嫌つて一切

｢頼｣に近い音までも嫌つたo

074
一犯稀,不向有心与元 そういう言葉をちよつとでも洩そ 《阿》 ○

心,盟_A_便全癌通虹的友 うものなら､それが故意であろう p1

起怒来,倍量了対手,口 と無かろうと､監旦旦たちまち頭

納的他便軍,気力小的他 じゆうの禿を真赤にして怒り出

便打:然而不知窓公一回 し､相手を見積つて､無口の奴は

事,急速是且且_吃亨的吋 言い負かし､弱そうな奴はなぐり

候多.干是也漸漸的変換 つけた.しかしどういうものかし

了方針,大抵改カ怒目而 らん､結局阿Qがやられてしまう

祝了. ことが多く､盤追だんだん方針を

変更し､大抵の場合は目を怒らし

て悦んだo
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075
一見面,他イn便仮作吃慣 ちよつと彼の顔を見ると彼等はわ 《阿》 ○

的硯:"喰亮起来了."盟 ざとおツたまげて｢おや､明るく

虹照例的友了怒,他怒目 なつて来たよ｣

而祝了."原来有保険灯 盟良上皇いつもの通り目を怒らし

在迭里!''他イr]井不伯.盟て脱むと､彼等は一向平気で｢と

9_没有法,只得男外想出 思つたら､空気ランプがここにあ

扱夏的請来:"係述不 る｣

配-" アハハハハハと皆は一緒になつ

て笑つた.監旦退任方なしに他の

復健の話をして｢てめえ達は､や

つばり相手にならねえ｣

076 又傍悌在他共上的是- この時こそ､彼の頭の上には一種 《阿》 ○s

秤高尚的光栄的盛去塵, 高尚なる光栄ある査があるのだo

_4t井非平常的療共癌了; _4tふだんの斑ら禿とは違う.
077 且△逐不完,只捺他,千 ､はまだやめないで彼をあし 《阿》 ○

是鋒而至手打.阿Q在形 らつていると.､遂にに打ち合いに

式上打敗了,被人鰍住黄 なるo阿Qは形式上負かされて黄

舞子,在壁上磁了四五十 いろい解子を引張られ､壁に対し

鳴共,凶△迭オ心清一足て四つ五つ鉢合せを頂戴し､盟△

的得姓的走了,.- 逆ようやく胸をすかして勝ち慢つ

て立去るo

078 偶也姓起,則据現在好称 もし後生趨姓であつたなら､現在 《阿》 ○s

郡望的老例,可以照《郡 よく用いられる郡望の旧例によ

名百家姓》上的注解,盟 り､郡名百家姓に書いてある注解

説是陳西天水人也,- 通りにすればいいo.空｢陳西天水

の人也｣と言えば済むo

079 盟且姑了一会刻,心里想, 盟旦旦しばらく仔んでいたが､心 《阿》 ×s

"我息算被ノし子打了,現 の中で思つたo｢乃公はつまり子

在的世界真不像梓-''干 供に打たれたんだo今の世の中は

是_空也心満意足的得姓 全く成つていない……｣そこで盤

的走了. 且満足し勝ち慢つて立去るo

080 所以凡有和阿Q玩笑的人 だから阿Qとふざける者は､彼に 《阿》 ○s

也.,凡乎全知道他有迭- 精神上の勝利法があることをほと

神精神上的姓利法,此后 んど皆知つてしまつたQそこで今

毎達鰍住他黄輝子的吋 度彼の貴いろい群子を引つ掴む機

候,△就先一着対他説: 会が来るとそのはまず彼に言つ
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"阿Q,迭不是ノL子打老 た○

千,是人打畜生.自己説: ｢阿Q､これでも子供が親爺を打

人打者生!" つのかoさあどうだo人が畜生を

打つんだぞQ自分で言え､人が畜

生を打つと｣

081 但旦然是虫身,且△也井 だが虫ケラと言つても周△上皇決し 《阿》 ○s

不放,_史仇旧在就近什JA て放さなかつた.遭いつもの通り､

地方拾他磁了五大十哨 ごく近くのどこかの壁に彼の頭を

共,迭オ心沸意足的得姓 五つ六つぶつつけて､そこで初め

的走了,- てせいせいして勝ち慢つて立去

るo

082 然而不到十秒舛,且且也 ところが十秒もたたないうちに盟 《阿》 ○s

心沸意足的得姓的走了, 旦且満足して勝ち慢つて立去る.

他党得他是第一十能移

自軽白焼的人,-

監旦皇主悟つた.

083 盟且以如是等等秒法克服 藍旦泣こういう種々の妙法を以て 《阿》 ○

怨敵之后,便愉快的抱到 怨敵を退散せしめたあとでは､い

酒店里喝凡碗酒,又和別 つそ愉快になつて酒屋に馳けつ

人凋笑-通,口角-過, け､何杯か酒を飲むうちに､また

又得了姓,愉快的回到土 別の人と一通り冗談を言つて-過

谷桐,放到共睡着了. り喧嘩をして､また勝ち慢つて愉

侶便有銭,血便去押牌 快になつて､群子土穀嗣に帰り､

宝,- 頭を横にするが早いか､ぐうぐう

睡つてしまうのであるo

もしお金があれば盈娃博突を打

ちに行くo

084 口､'便在迭梓的歌吟 阿Qの銭はこのような吟詠のもと 《阿》 ○

之下,漸漸的輸入別十汗 に､だんだん顔じゆう汗だらけの

流沸面的人物的腰同.也 人の腰の辺に行つてしまう.盈追

鋒干只好析出堆外,姑在 遂にやむをえず､かたまりの外-

后面看,替別人着急,- 出て､後ろの方に立つて人の事で

宜到散場,- 心配しているうちに､博変はずん

ずん進行してお終いになるo

085 倣戎的拶鼓,荏且且_耳朱 嚇子の声などは盟旦空耳から十里 《阿》 ○

里傍悌在十里之外;他只 の外-去つていた.盤逆ただ堂元

祈得柾家的歌唱了. の歌の節だけ聴いていたo
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086 仏法回オ有些感到失敗 盈追今度こそいささか失敗の苦痛 《阿》 ○

的苦痛了.但也立刻特赦 を感じた.けれど盈追失敗を転じ

カ姓了. て遂に勝ちとしたo

087 也急忙雁起身,唱着≪小 盤査急に起き上つて｢若ごけの墓 《阿》 ○

孤嬬上攻≫到酒店去.迭 参り｣という歌を唱いながら酒屋

吋候,也又党得赴太苓高 -行つた.この時こそ盈追趨太爺
人一等了. よりも-段うわ手の人物に成り済

ましていたのだo

088 也如孔席里的太牢一般, 監且廷瀦羊と同様の畜生である 《阿》 ○

旦然与猪羊-柿,同是盲 が,いつたん聖人のお手がつくと､

坐,但既軽量人下箸,先 学者先生､なかなかそれを粗末に

儒イr一便不敢妄功了. しないo

盟｣L此后倒得意了許多 盟皇道それからというものはずい

年. ぶん長いこと偉張つていた.

089 也酔醸醸的在街上走,荏鎚ほろ酔い機嫌で町なかを歩い 《阿》 ○s

堵根的日光下,看兄王胡 ていると､垣根の下の日当りに王

在那里赤着席捉武子,也 がもろ肌ぬいで乳を取つているの

忽然党得身上也揮起来 を見た.たちまち感じて盈立身体

了. がむず痔くなつたQ

090 包子是井排坐下去了.偶 そこで盈蛙側-行つて並んで坐つ 《阿》 ○

是別的閑人イ｢】,且且_本不た.これがもしほかの人なら監旦 p1

敢大意坐下去.但法王胡 追もちろん滅多に坐るはずはない

勇辺,他有什A伯唄?老 が､王の前では何の遠慮が要るも

実説:他肯坐下去,簡宜 のか､正直のところ阿Qが坐つた

逐是拾挙他. のは､つまり彼を持上げ奉つたの

だo

091 且且_也脱下破来妖来,翻 盟旦追破れ袷を脱ぎおろして一度 《阿》 ○s

栓了一回,.皇不知道困カ 引ツくらかえして調べてみた.旦

新洗眼逐是因カ粗心,- 洗つたばかりなんだがやはりぞん

ざいなのかもしれないo

092 且且最初是失望,后来却 盟旦旦最初失望してあとでは不平 《阿》 ○

不平了:_4t看不上眼的王 を起したo¢王なんて取るに足ら

胡尚且那ム多,自己倒反 ねえ奴でも､あんなにどつさり持

迭梓少,速是忠梓的大矢

体琉的事P可!

つていやがるo

093 地相想専一丙十大的,然 盈珪ぜひとも大きな奴をひねり出 《阿》 ×s
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而克没有,好容易オ捉到 そうと思つてあちこち捜した.し

-十中的,旦狼狽的塞在 ばらく経つてやつと一つ捉まえた

厚噂膚里,根命-唆,輿 のは中くらいの奴で､盤追恨めし

的一声,又不及王朝鳴. そうに厚い唇の中に押込みヤケに

噛み潰すと､パチリと音がしたが

王の響には及ばなかつた○

094 盟且近来旦然比較的受人 藍旦旦近頃割合に人の尊敬を受 《阿》 ○s

尊敬,自己也更高倣些, け､自分もいささか高慢稚気にな

但和邦些打慣的閑人イr1 つているが､いつもやり合う人達

風面述胆怯,旦独有迂回 の面を見ると､やはり心が怯れて

却非常武勇了. しまう.ところが_g!今度に限つて

非常な勢だo

095 且且以カ他要逃了,拍逆 相手が逃げ出すかと思つたら､掴 《阿》 ○

去就是一挙.法華失速未 み掛つて来たので､監且皇主拳骨を

迭到身上,己軽被他抑住 固めて一突き呉れた○その拳骨が

了,只一粒,盟且銀銀地地 まだ向うの身体に届かぬうちに､

的秩辻去,- 腕を抑えられ､且旦追よろよろと

腰を浮かしたo

096 在且且的紀伝上,迭大約 盟良旦記憶ではおおかたこれは生 《阿》 ○s

要算是生平第一件的屈 れて初めての屈辱といつてもい

辱,国力王朝以絡腺朝子 い､王は顎に絡まるの欠点で前か

的錬点,向来只被他美 ら阿Qに侮られていたが､阿Qを

港,_史仇没有美落他,更 侮つたことは無かつた._4tむろん

不必魂初手了. 手出しなど出来るはずの者ではな

かつたが､ところが現在遂に手出

しをしたから妙だ.

097 透通的走来了-十人,他 遠くの方から歩いて来た一人は彼 《阿》 ○

的対共又到了.達也是阿 の真正面に向つていたoこれも阿

Q最灰悪的-十人,就是 Qの大嫌いの一人で､すなわち鏡

銭太苓的大ノL子.地先前太爺の盆息子だ.盤追以前城内

地上城里去逆洋学堂,不 の耶蘇学校に通学していたが､な

知恵ム又地道東洋去

了,-

ぜかしらんまた日本-行つたo

098 姐尤其深窓而痛絶ぇ 盟旦査最も忌み嫌つたのは､彼の 《阿》 ○

的,是他的一条償輝子.
一本のまがい桝子だo_4!擬い物と

_堂輝子而至干侶,就是没
来てはそれこそ人間の資格がな
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有了倣人的資格; いo

099 盟_且便在平吋,看兄一定 盟旦追ふだんでも彼女を見るとき 《阿》 ×

要睡葛,而況在屈辱之后 つと悪態を吐くのだQましてや屈

堀?包子是笈生了回怯, 辱のあとだつたから､&いつもの

又友生了改代了. ことを想い出すと共に敵慢心を喚

起したo

100 阿Q走法伊身穿,突然深 すれちがいに阿Qは突然手を伸ば 《阿》 ○

出手去摩着色新剃的共 して鑑査旦剃り立ての頭を撫で
皮,呆笑着,説:"禿ノし!快 たo

回去,和尚等着俸-" ｢から坊主!早く帰れo和尚が

"傭忠A功手功脚-''屋 待つているぞ｣

藍満腹通紅的椀,一面起 ｢お前は何だつて手出しをする

快走. の｣

崖道顔じゆう真赤にして早足で

歩き出した○

101 酒店里的人大笑了.盟』 酒屋の中の人は大笑いした.己れ 《阿》 ○

看兄自己的励地得了賞 の手柄を認めた田虫追ますますい

班,便愈加共高来烈起 い気になつてハシャギ出したo

来:"和尚功得,我功不 ｢和尚はやるかもしれねえが､お

得?"地租住伊的面頬. らあやらねえ｣鎚､彼女の頬ぺ

たを摘んだo

102 且且更得意,而且カ満足 盟旦旦基いつそう得意になり､見物 《阿》 ○

那些賞釜家起兄,再用カ 人を満足させるために力任せに-

的一行,オ放手. 捻りして彼女を突放したQ

仏法一成,早望却了王 盤泣この一戦で王のことも偽毛唐

胡,也忘却了備洋鬼子, のことも皆忘れてしまつて､きよ

似乎対干今天的一切"晦 うの一切の不運が報いられたよう

汽"都根了仇; に見えたo

103 然而着一次的姓利,却又 しかしながらこの一同の勝利がい 《阿》 ×

便包有些弄梓._4t新釈然ささか異様な変化を盤追与えた.

的-t了大半天,新法土谷 盈注しばらくの間ふらりふらりと

柄,- 飛んでいたが､やがてまたふらり

と土穀示司に入つたo

104 不知道是小尼姑的股上 若い尼の顔の上の脂が彼の指先に 《阿》 ○s

有一点滑脱的泰西粘査 粘りついたのかもしれないoそれ

也.塩土,述是､～在 ともまた彼の指先が尼の面の皮に
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小尼姑股上磨得滑脱 こすられてすべつこくなつたのか

了?- もしれないo

105 且且也是正人,我イn旦然 盟且皇基本来正しい人だ.われわれ 《阿》 ○s

不知道他曽蒙什公明肺 は彼がどんな師匠に就いて教えを

指授辻,但包対干"男女 受けたか知らないが､盈蛙ふだん

之大防"却肪来非常PE; ｢男女の区別｣を厳守し､かつま

也根有排斥昇端. た異端を排斥する正気があつたo

106 カ怒治他イn起札所以地盈追彼等を懲しめる考えで､おり 《阿》 ○

往往怒目而祝,或者大声 おり目を怒らせて眺め､あるいは

説凡句``珠心''請,或者 大声をあげて彼等の迷いを醒ま

冷僻赴,便仇后面耕一映 し､あるいは密会所に小石を投げ

小石共.准知道凪蒋到 込むこともあるo

"而立"之年,尭被小尼 ところが鎚三十になつて真に

姑害得新釈然了. 若い尼になやまされて､ふらふら

になつたo

107 侶便小尼姑的股上不滑 もし尼の顔が脂港つていなかつた 《阿》 ○s

滅,且且便不至干披見又 らはせられずに済んだろ

侶便小尼姑的股上核- う.もし尼の顔に覆面が掛つてい

屈布,且且便也不至干被 たらはせられずに済んだろ

盟了, う

108 也対干以カ"一定想引誘 盈追｢こいつはきつと男を連れ出 《阿》 ○

野男人"的女人,吋常留 すわえ｣と思うような女に対して

心看,然而伊井不対他 いつも注意してみていたが､鑑査

笑.也対干和他沸活的女 追決して彼に向つて笑いもしなか

人,也吋常留心祈,然而
つた.盤追自分と話をする女の言

伊井不対他笑. 葉をいつも注意して聴いていた

が､盤出決して艶ツぽい話を持

ち出さなかつたo

109 迭一天,臥_在起太苓家 その日監皇道趨太爺の家で一日米 《阿》 ○s

里春了--天米,旦吃辻晩 を掛､た.旦晩飯が済んでしまう

坂,便坐在厨房里吸早

姻.

と台所で煙草を吸つた.

110 美的,是起太苓家里唯一 呉娠は､趨家の中でたつた一人の 《阿》 ×s

的皇止,洗完了碗礁,盟 真底であつた.皿小鉢を洗つてし

也就在濃葉上坐下了,而 まうと盤去包また腰掛の上に坐し

且和阿Q淡飼犬: て阿Qと無駄話をしたo
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111 "阿冴!"呈盈防了一息, 呈塵注しばらく神威に打たれてい 《阿》 ×s

突然友科,.皇大叫着往外 たが､やがてガタガタ顧え出したo

抱,且抱且嘆,似乎后来 ｢あれーツ｣

帯突了. 遊女珪大声上げて外-駆け出す

出し､駆け出しながら怒鳴つてい

たが､だんだんそれが泣声に変つ

て来たo

112 盟｣L対了堵壁脆着也友 監且上皇壁に対つて脆坐し､これも 《阿》 ○

傍,干是丙手扶着空板 神威に打たれていたが､この時両 p1

発,慢慢的姑起来,併悌 手をついて無性らしく腰を上げ､

党得有些糟.也迭吋的碗 いささか抹を食つたような体でド

有些志忘不安了,慌弛的 ギマギしながら､帯の間に煙管を

将姻管括在韓帝上,就想 挿し込み､これから米摘きに行こ

去春米.蓬的一声,共上 うかどうしようかとまごまごして

着了根粗的-下,也急忙 いるところ-､ポカリと一つ､太

回特身去, い物が頭の上から落ちて来たo盤

秀オ便舎了一枝大竹柾 逆ハツとして身を転じると､秀才

姑在他面前. は竹の棒キレを持つて行手を塞い

だo

113 且且丙手去抱共,拍的正 盈追両手を挙げて頭をかかえた. 《阿》 ×

打在指苛上,迭可根有- 当つたところはちようど指の節の

些痛.也沖出厨房｢1,傍 真上で､それこそ本当に痛く､虐

悌背上又着了-下似的. 夢中になつて台所を飛び出し､門

を出る時また一つ背中の上をどや

されたo

114 岨生平本来最愛看熱 藍良追白体賑やかなことが好き 《阿》 ○

岡,便即音声走出去了. で､声を聞くとすぐに声のある方

_空音声漸漸的寺銭赴太
-駆け出して行つたo旦だんだん

苓的内院里,旦然在昏黄 倭-行つてみると､趨太爺の庭内

中,却蹄得出許多人,- でたそがれの中ではあるが､大勢

集まつている人の顔の見分けも出

来たo

115 且且坐了一会,皮朕有些 盟皇道坐つていると肌が粟立つて 《阿》 ○s

起栗,也党得冷了, 来た.盤追冷たく感じたのだ.

116 且且自然都答庄了,可惜 盟包茎もちろん皆承諾したが､困 《阿》 ○

没有銭.旦幸而己毎春 つたことにはお金が無いo旦幸い
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天,棉被可以充用,便虜 春でもあるし､要らなくなつた棉

了二千大銭,履行条約. 入れを二千文に質入れして契約を

履行したo

117 盟且礼準之后,仇然回到 藍良追お礼を済ましてもとのお廟 《阿》 ○

土谷伺,太田下去了,漸 に帰つて来ると､太陽は下りてし

漸党得世上有些古怪.也 まい､だんだん世の中が変になつ

仔細-悲,鋒干醍悟辻 て来た.盤庄一々想い廻した結果

莱: ついに悟るところがあつたo

118 他起来之后,也仇旧在街 彼はそれからまたいつものように 《阿》 ○s

上進,旦然不比亦勝之切 街に出て遊んだo裸者の身を切る

朕之痛,却又漸漸的党得 ようなつらさはないが､だんだん

世上有些古怪了.併悌仇 世の中が変に感じて来た○何か知

迭一天起,未庄的女人イr] らんが未荘の女はその日から彼を

忽然都伯了蓋,宜皿.一見気味悪がつた.盤皇道阿Qを見る

阿Q走来,便十十盤述｢1

里去.

と皆門の中-逃げ込んだo

119 迭息核有些蹟鹿在里面 こりやあきつと何か日くがあるは 《阿》 ○

了.他留心打祈,オ知道 ずだ､と気をつけてみると､彼等

他イf1有事都去叫止遡. は用のある時には小DONをよん

墓止且是-十労小子,又 でいたoこの小Dはごくごくみす

痩又乏,- ぼらしい奴で痩せ衰えていたo

120 所臥且且_迭-J5-i,更与平 監良旦怒尋常一様のものではな 《阿》 ×s

常不同,_史当汽憤憤的走 いo盈追ぷんぷんしながら歩き出

着的吋候,忽然将手- した○そうしてたちまち手をあげ

揚,唱道:- て坤つたo

121 凡夫之后,也寛在銭府的 幾日かのあとで､盈追遂に銭府の 《阿》 ○

照壁前週兄了小D.仇人 照壁(衝立の壁)の前で小Dにめ

相見分外眼明,且且便迎 ぐり逢つたo｢かたきの出会いは

上,小D也鈷住了. 格別ハツキリ見える｣もので､盤

追ずかずか′トDの前に行くと小D

も立止つた.

122 伸手去抜小D的舞子.小 彼は手を伸して小Dの群子を引掴 《阿》 ○s

D一手折住了自己的弊 むと､小Dは片ツぽの手で自分の

根,一手也来抜BEW解 群根を守り､片ツぽの手で監旦.聖

千,且且便也将空着的- 舛子を掴んだo匝包もまた空いて

只手折住了自己的弊根. いる方の手で自分の軒根を守つ
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たo

123 且且速三歩,小D便退三 藍且旦三歩進むと小Dは三歩退 《阿》 ○

歩,都姑蕃;小D迭三歩, き､遂に二人とも突立つたo小D

盟且便退三歩,又都粘着. が三歩進むと坦旦皇主三歩退き､遂

にまた二人とも突立つた.

124 而盟且却仇然没有人来叫 そうして監旦追依然として仕事に 《阿》 ○

他倣短工. 頼まれなかつたo

有一日根温和,微夙沸排 ある日非常に暖かで風がそよそ

的頗有些夏意了,且且却 よと吹いてだいぶ夏らしくなつて

党得寒冷起来,- 来たが､田虫j主かえつて寒さを感

じたo

125 也在路上走者要"求食", 盈追往来を歩きながら｢食を求め｣ 《阿》 ×s

看兇熟視的酒店,看兄熟 なければならないo旦見馴れた酒

明的鰻共,但也都走辻 屋を見て､見馴れた鰻頭を見て､

了,- ずんずん通り越したo

126 也求的是什J^2i泰西,地且遊里求むるものは何だろう.盤且 《阿》 ○s

亘不知道. 皇且知らなかつたo

127 且且_井不賞金迭田家床, 藍良j主この田家の楽しみを鑑賞せ 《阿》 ○

却只是走,因カ他知覚的 ずにひたすら歩いたo彼は直覚的 p1

知道迭与他的"求食"之 に彼の｢食を求める｣道はこんな

道是根迂遠的.但他終干 まだるつこいことではいけない思

走到静修庵的堵外了. つたから､盈追遂に静修庵の垣根

の外-行つたQ

128 迫来的是一匹根肥大的 追つ馳けて来たのは､一つのすこ 《阿》 ○

盟盈.送本来在前｢1的, ぶる肥大の墨逸ヱ､これはいつも

不只忠的到后囲来了.盟 表門の番をしているのだが､なぜ

盈噂而且迫,己軽要唆着 かしらんきようは裏門に来てい

阿Q的腺,幸而仇衣兜里 た.基数呈わんわん追いついて来

落下-十夢卜来,那狗槍 て､あわや阿Qの腿に噛みつきそ

-一昨,略略-停,- うになつたが､幸い著物の中から

一つの大根がころげ落ちたので､

狗は驚いて飛びしさつたo

129 盟｣L伯尼姑又放出黒狗 尼が狗をけしかけやせぬかと思つ 《阿》 ○

莱,拾起夢卜便走,沿路 たから､盟旦追大根を拾う序に小

又栓了凡映小石共,但黒 石を掻き集めたが､狗は追いかけ

狗却井不再出現.且史子 ても来なかつた.そこで盤珪石を
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是地了石塊,一面走一面 投げ捨て､歩きながら大根をかじ

吃,而且想到,速里也没
つて､この村もいよいよ駄目だ､

有什名東西尋,不如法城

去赴-

城内に行く方がいいと想つたo

130 人イ[1都悦男,説是且且回 人々は皆おツたまげて､監旦盆帰 《阿》 ○

来了,干是又回上去想 つて来たと言つたoそこで前の事

到,他先前那里去了喝? を同想してみると､盈追いつも城

且且_前凡回的上城,大抵 内から帰つて来ると非常な元気で

早就共高来烈的対人説, 人に向つて吹聴したもんだが､今

但迭一次却井不,所以也 度は決してそんなことはなかつ

没有-十人留心到. たo

131 天色蒋黒,也睡眼腺腺的 空の色が黒くなつて来た時､盤崖 《阿》 ○s

在酒店｢1前出現了,血走 酔眼膜鹿として､酒屋の門前に現

近拒台,仇腰同伸出手 われたo盈追デクスの側-行つて､

莱,清把是取的和銅 腰の辺から伸した手に一杯握つて

的,- いたのは銀と銅.

132 但阿Q又四面-看,忽然 だが阿Qは一向平気であたりを見 《阿》 ○

揚起右手,照着伸位牌子 廻し､たちまち右手をあげて､折

祈得出神的王遡且后項 柄頚を延して聴き惚れている壬生

宮上宜努下去道:"噴!" ぽんのくぼをめがけて､打ちおろ

王盟除得-跳,同吋屯光 したo

石火似的起快鮪了共,- ｢ぴしやり!｣

王道驚いて跳び上り稲妻のよう

な速力で頚を縮めたo

133 子是宜皿都眼巴巴的想 そこで盤豊庄眼を皿のようにして《阿》 ○s

兄阿Q,_史鉄鋼裾的想向 阿Qを見たo絹袴が無い時には､

他冥飼裾,- 旦絹袴の出物は無いかと彼に訊ね

てみたく思つたo

134 国力部七姫得意之余,棉 鄭七姫は嬉しさの余り彼の絹袴を 《阿》 ○s

伊的鯛裾清畠去太去釜 ､太の処-持つて行つてお目利

慕,塵良太又告訴了赴太 きをねがつたo'太太はまたこれ

苓而且着実恭堆了一番. を趨太爺に告げて一時すこぶる真

面目になつて話をしたので､趨太

爺は晩餐の卓上秀才太爺(息子)

と討論したo

135 只有一班閑人甘】却迩要 閑人の中には匝旦望奥底を根掘り 《阿》 ○
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尋究底的去探BaW底 葉掘り探究する者があつた.匝旦

,q.盟且也井不祷怖,倣然
追包まず隠さず自慢らしく彼の経

的脱出他的軽姶来. 験談をはなしたo

136 飽不辻是-十小脚色,虐 藍旦追小さな馬の脚に過ぎなかつ 《阿》 ×s

不但不能上堵,井且不能 た.盤ヱ呈垣の上にあがることも出

逆洞,- 来なければ､洞の中に潜ることも

出来なかつたo

137 有一夜,也剛オ接到-千 ある晩盤庄一つの包みを受取つて 《阿》 ○s

也,正手再述去,不一会, 相棒がもう一度入ると､まもなく

只祈得里面大境起来,也 中で大騒ぎが始まつたo盈追おぞ

便起禁絶,連夜雁出城, けをふるつて逃げ出し､夜どおし

逃回未庄来了,- 歩いて終に城壁を乗り越え未荘に

帰つて来た○

138 三更四点,育-只大皇塵 真夜中過ぎに一つの大きなくろと 《阿》 ○

盤到了起府上的河埠共. まの盤並趨屋敷の河添いの埠頭に

豊盤仇黒魅魅中蕩来,- 若いたoこの船は黒暗の中に揺ら

れて来たo

139 阻且_近来用度磐,大約略 藍旦旦主近来生活の費用にくるしみ 《阿》 ○

略有些不平;旦加以午阿 内々かなりの不平があつたつ旦お

喝了丙碗空駄酒,愈加酔 まけに昼間飲んだ空き腹の二杯の

得快,- 酒が､廻れば廻るほど愉快になつ

flo

140
-一見之下,又便也宙服得ちよつと見たばかりで盤旦六月氷 《阿》 ○

如六月里喝了雪水.也更 を飲んだようにせいせいしたo盤

加高共的走而且城道: 追いつそう元気づいて歩きながら

怒鳴つたo

141 起太苓父子回家,晩上商 趨家の親子は家に入つて灯ともし 《阿》 ○

量到点灯.塵且温回家, ごろまで相談したo家帰

便仇腰兄祉下搭達来,交 るとすぐに腰のまわりの搭連をほ

拾他女人戒在籍底監 どいて女房に渡し､箱の中に蔵め

たo

142 迭晩上,管詞的老共子也 その晩､廟祝の親父も意外の親し 《阿》 ○

意外的和気,清他喝茶; みを見せて坦且追お茶を薦めたo

盈且便向他要了丙十餅, 藍且蛙彼に二枚の煎餅をねだり､

吃完之后,又要了-支点 食べてしまうと四十匁蝋燭の剰り

辻的四丙他台,点起来, 物を求めて燭台を借りて火を移
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独自嫡在自己的小屋里. し､自分の′ト部屋-持つて行つて

ひとり寝た○

143 第二天地起得根近,走出 次の日盤庄遅く起きて往来に出て 《阿》 ○

街上看吋,梓梓都照旧. みたが､何もかも元の通りであつ

也也仇然虻餓,.- たo盈追やつぱり牡が耗つていた.

144 凪想着,想不起什ゑ来; 盤追何か想つていながら想い出す 《阿》 ×

但也忽而似乎有了主意 ことが出来なかつた._Qたちまち

了,慢慢的跨升歩,有意 何かきまりがついたような風で､

天意的走到静休庵. のそりのそりと大跨に歩き出し

た○

145 他頗悔自己睡着,但也深 それにしても彼等が国包皇誘わな 《阿》 ○

怪他イr1不来招呼也.也又かつたのは奇ツ怪千万である.盟

退一歩想道: 且廷一歩退いて考えた.

146 監且_祈到了根羨慕.塩島盟旦旦非常に羨しく思つた.盈追 《阿》 ○

然早知道秀オ盈弊的大 とうから秀才が舛子をわがねたと

新岡,但息没有想到自己 いうニクスを聞いていたが､自分

可以照梓倣,- がその様な事をしていいかという

事について少しも思い及ばなかつ

たo

147 且且_当初根不快,后来便 盟皇道初め不快に感じてあとにな 《阿》 ○

根不平.地近来根容易岡 るとだんだん不平が高じて来た.

牌JE=-l了; 盈娃近頃怒りツぽくなつた.

148 況且有一回看兄△』,愈 そうして一度止旦皇見るといよい 《阿》 ○

便他汽破牡皮了. よ彼の牡の皮が爆発したo

止且也蒋輝子点在共頂上 吐旦ムまた頭の上に群子をわが

了,- ねたo

149 且且_正在不平,又吋吋刻
.藍旦追不平の真最中に時々零落を

《阿》 ○s

刻感着冷落,一昨得迭般 感じたo銀メダルの話を聴くと盤

桃子的倖鋭,也立印悟出

自己之所以冷落的原因

了:

追すぐに零落の真因を悟つた.

150 也似乎仇来没有生殺辻 盤追このような所在なさを感じた 《阿》 ○

迭梓的元柳.也対干自己 ことは今まで無いように覚えたo

的盈輝子,傍悌也党得元 盤追自分の群子を環ねたことにつ

意味,要侮蔑:力振酬起 いて無意味に感じたらしく､侮蔑

ー97･



兇,根想立刻放下輝子 をしたくなつて復健の考えから､

莱,但也没有責放. 立ちどころに解子を解きおろそう

としたが､それもまた遂にそのま

まにしておいた.

151 塩忽而祈得-秤昇梓的 盈蛙たちまち一種異様な音声をき 《阿》 ○

声音,又不是爆竹.盟且本 いたが爆竹では無かつた.盈追賑

来是愛看熱岡,愛管内事 やかな事が好きで､下らぬことに

的,便在暗中宜尋辻去. 手出しをしたがる質だから､すぐ

似乎前面有些脚歩声; に暗の中を探つて行くと､前の方

にいささか足音がするようであつ

flo

152 他正析,猛然同一十人仇盈娃聞耳立てていると､いきなり 《阿》 ○

対面逃来了.凪且-香,倭 一人の男が向うから逃げて来たo

起紫翻身躍着逃. 盤超それを見るとすぐに跡に践い

て馳け出したo

153 拾得凪自己有些不倍他 持ち出したと言つても､盈追自分 《阿》 ×

的眼晴了.但也決汁不再でいささか自分の眼を信じなかつ

上前,却回到自己的伺里 た._gtそれでも一歩前-出ようと

去了. はせず､結局自分v)廟の中に帰つ

て来たo

154 祥多吋没有功静,把息焦 しばらくの間､様子が皆目知れな 《阿》 ○

急起来了,患了二十千的 いので､彼等は焦らずにはいられ

慕,オ有丙今田丁胃了 なかつたoそこで二万銭の賞金を

除,除垣辻去,里庄外合, 懸けて二人の自衛団が危険を冒し

一掬而入,将盟旦那出来; てやつとこさと垣根を越えて､内

宜待捻出拘外面的机夫 外相応じて一斉に聞入し､盟旦皇

柏左近,也オ有些清醍 抑み出しておみやの外の機関銃の

了. 左側に引据えたoその時盈追よう

やくハツキリ眼が醒めたo

155 盟且兄自己被捧逆一所破 盟包茎自分で自分を見ると､壊れ 《阿》 ○

街｢1,韓了五六十考,倭 かかつたお役所の中に引廻され､

推在一同小屋里.地剛剛 五六遍曲ると一つの小屋があつ

一曲践,那用整株的木料 て､盤旦その中-押し込められたo

倣成的柵桂｢1便躍着他 盈追ちよつとよろけたばかりで､

的脚躍陶上了, 丸太を整列した門が彼の後ろを閉

じたo
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156 都是-胎横肉,怒目而祝 彼等は皆同じような仏頂面で目を 《阿》 ○

的看也;血便知道法人- 怒らして監旦皇見た.盟良旦こり

定有些来店,膝夫苛立刻 やあきつとお歴々に違いないと思

自然而然的寛松,便脆了 つたから､膝の関節が自然と弛ん

下去了. でべたりと地べたに膝をついたQ

157 盟且_旦然似乎憤得,但息 国包追承知はしているが､どう 《阿》 ○s

決得姑不住,_生身不由己 しても立つていることが出来な

的樽了下去,而且鋒干超 い.旦我れ知らず身体が縮こまつ

勢改カ脆下了. てその勢いに押されて揚句の果て

は膝を突いてしまう○

158 大堂的情形都照旧.上面 大広間の模様は皆もとの通りで､ 《阿》 ○

仇然坐着光央的老央子, 上座には､やはりくりくり坊主の

阿Q也仇然下了脆. 盈鎚坐して､阿Qは相変らず膝

壷去三和汽的同道,"侮 を突いていた.

逐有什ム活要説ム?" 盈金庄しんみりときいたo｢お

前はほかに何か言うことがある

か｣

159 且且要画囲圏了,那手軽 監旦主星丸を書こうとしたが筆を持 《阿》 ○

着篭却只是科.干是邦人 つ手が顧えたoそこでその人は彼

替他将紙舗在地上,盟』 のために紙を地上に敷いてやり､

伏下去,便尽了平生的力 監皇道うつぶしになつて一生懸命

画囲圏. に丸を書いたo

160 也第二次速了柵桂,倒也 盤追丸太格子の中に入れられても 《阿》 ○

井不十分懐臓.也以カ...格別大して苦にもしなかつたo盤

注そう思つたo

161 挙人老寄主光第一要捉 挙人老爺は賊品の追徴が何よりも 《阿》 ○

舵,藍且主弛第一要示 肝腎だと言つた､少憩はまず第

允.藍屋近来根不将挙人 一に見せしめをすべしと言つたo
老苓放在眼里了,.- 少-.殿は近頃一向挙人老爺を眼中

に置かなかつたo

162 也-急,両眼友黒,耳条 盤旦そう思うと心が顛倒して二つ 《阿》 ×

里哩的一声,似乎友昏 の眼が暗くなり､耳莱の中がガ-

了.然而也又没有全友 ンとした.気絶をしたようでもあ

昏,.-
つたが､しかし_i:全く気を失つた

わけではないo

163 也速決得路,干是旦有些 盤庄また見覚えのある路を見た. 《阿》 ○s
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滝昇了: ¢そこで少々変に思つたQ

164 盟且突然根差悦自己没有 盤追たちまち非常な差恥を感じて 《阿》 ○

志気;旦寛没有唱J1,句 我れながら気が滅入つてしまつ

戎. た.つまり旦あの芝居の歌を唱う

勇気がないのだQ

165
-要吃也迫肉.也那吋咋

狼は附かず離れず扱いて来て遊里 《阿》 ○

得凡乎要死,- 肉を食おうと思つた.盈注その時

全く生きている空は無かつたo

166 外面的短衣主顔見然容 店先の祥天著は取付き易いが､わ 《孔》 ○

易説活,但嘆嘆叩研纏来 けのわからぬことをくどくどしや

不清的也根不少.他出往 べり､漆濃く絡みつく奴が少ないo

往要素眼看着黄酒仇転 盤笠廷人の手許をじろりと見たが

子了百出,- る癖があるo

167 包る_亘是粘着喝酒而穿 L乙己は立飲みの方でありながら 《孔》 ○

牧杉的唯一的人o也身材長杉を著た唯一の人であつた.盤

根高大;青白胞色,敏蚊阿 追身の長けがはなはだ高く､顔色

吋常来些傍痕;一部乱蓬 が青白く､簸の間にいつも傷痕が

蓬的花白的鯛子.旦穿的 交つていて胡麻塩寿がぼうぼうと

旦然是濃杉,可是又粧又 生えていたo旦著物は汚れ腐つて､

破,似乎十多年没有朴,也 ツギハギもせず洗濯もせず､十何

没有洗o 年も一つものでおつとおしている

ようだo

168 祈人家背地里淡槍,匙旦 人の噂では､L乙己は書物をたく 《孔》 ○

皇原来也濠辻弔,但鋒干 さん読んだ人だが､学校に入りそ p1

没有法学L又不会菅生;千 こない､無職で暮しているうちに

是愈辻愈労,弄到将要吋 だんだん貧乏して､乞食になりか

坂了o幸而写得一等好字t かつたが､幸いに手すじがよく字

辺替人家抄抄弔,換-疏 が旨く書けたので､あちこちで書

坂吃○可借地又有-樺杯 物の浄写を頼まれ､飯の種にあり

牌汽,便是好喝働倣.坐不 つくことが出来たoところが鮎

到凡夫,便達人和弔籍紙 庄一つの悪い癖があつて､酒が大

銀毛硯.一斉失綜o 好きで飲みだすと怠け出し､注文

主も書物も紙も何もかも､たちま

ちの中に無くしてしまうo

169 在迭些吋候,我可以附和 この場合わたしが一緒になつて笑 《孔》 ○s

着笑,掌拒是決不着各的o つても番頭さんは決して答めない
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而且掌拒兄了孔乙己,也 し､その上番頭さん自身がいつも

毎毎迭祥向他.引人友笑o こういう問題を持出し､人の笑い

孔乙己自己知道不能和 を誘い出すので､L乙己は仲間外

他イ口淡天,.全便只好向窃れになるより仕方がないoそうい

子説塙o う時には空いつも子供を相手にし

て話しかける.

170 盈噂想我和掌拒的等級 わたしが番頭さんになるのはいつ 《孔》 ○

述根逸呪,而且我甘】掌拒 のことやら､ずいぶん先きの先き

也仇不蒋菌香豆上肢;_g の詣で､その上､内の番頭さんは

又好笑,又不耐煩,働働的 菌香豆という字を記入したことが

答他道:"堆叫体教,不是 ない.旦そう思うと馬鹿々々しく

草共底下-十来回的回 なつて｢そんなことを誰がお前に

字ム?" 教えてくれと言つたo草冠の下に

同数の同の字だ｣

171 看吋又全没有人o姑起来 伸び上つて見ると橋台の下の閉の 《孔》 E3

向外一望,那旦乙亘便在 上に孔乙己が坐つているoR顔が

拒台下対了｢1椎坐着o也 癒せて黒くなり何とも言われぬみ

股上黒而且痩,己軽不成 すぼらしい風体で､破れ袷--枚著

祥子了;育--一件破来妖, て両膝を曲げ､腰にアンペラを敷

盈着丙腺,下面塾-十蒲

也,用草蝿在眉上桂

住;-

いて､肩から縄で吊りかけてある{,

我温了酒,端出去,放在｢1 わたしは帰した酒を運び出し､閤 《孔》 ×

楼上o也仇破衣袋里摸出 の上に置くと､盤追破れたポケツ pl

四文大域,放在我手里,兄 トの中から四文銭を掴み出した.

他横手是泥,原来他便用 その手を見ると泥だらけで､足で

迭手走来的.不一会,也喝歩いて来たとは思われないが､果

完酒,便又在勇人的硯笑 してその通りで､崖道みなの笑い

声中,坐着用速手慢慢走 声の中に酒を飲み干してしまう

去了. と､たちまち手を支えて這い出し

た○
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